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天
明
年
間
に
三
部
の
両
替
商
に
対
し
て
新
た
に
役
銀
が
賦
課
さ
れ
'
こ
れ
を
機
会
に
江
戸
の
両
替
株
が
六
四
三
株
に
改
め
ら
れ
た
こ
と

(1
)

は
'
既
に
周
知
の
事
実
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
こ
の
両
替
屋
役
銀
は
'
い
わ
ゆ
る
田
沼
時
代
に
広
範
な
英
機
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
冥
加

(2
)

金

･
運
上
金
の
徴
集
と
'
仲
間
組
織
の
再
編
成
と
い
う
幕
府
の
財
政
経
済
政
策
の
1
部
を
な
す
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
｡

小
稿
は
､
申
渡
し
か
ら
実
現
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
'
江
戸
両
替
屋
仲
間
と
幕
府
の
記
録
に
よ
っ
て
辿
り
つ
つ
'
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
江
戸
の
両
替
商
の
在
り
方
を
窺
う
資
料
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
｡

事
は
天
明
元
年

二
七
<
二

八
月
二
十

1
日
へ
江
戸
中
の
惣
両
替
屋
'
す
な
わ
ち
本
両
替
屋
お
よ
び
銭
両
替
屋
の
行
事
が
残
ら
ず
南
町
率

(3
)

行
所
へ
呼
出
さ
れ
､
次
の
よ
う
な
申
渡
し
を
受
け
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
｡

l

文
字
金
吹
替
以
後
四
十
年
余
無
之
'
追
年
預
金

･
軽
日
金
多
グ
相
成
朕
由
､
世
上
差
支

こ
も
及
俵
田
は
難
捨
置
事

二
付
'
以
来
両
替

屋
共
金
座
江
指
出
次
第
無
代
七
両
直
シ
相
渡
'
両
替
昆
共
メ
金
座
江
役
銀
為
差
出
'
尤
新
規

二
役
鋭
差
出
候
.ニ
付
'
是
迄
両
替
屋
之

歩
合
金
壱
両
二
付
銃
は
弐
分
遣
､
銭
は
弐
拾
文
達
致
シ
侯
処
'
以
来
銀
は
壱
分
'
銭
は
拾
文
迄
を
限
り
増
歩
差
免
シ
'
右
両
替
屋
共

銘
々
役
銀
高
之
俵
'
月
々
両
替
高
多
少
も
可
有
之
工
付
'
金
座
江
対
談
致
シ
'
双
方
不
相
当
之
儀
無
之
様
｣

役
銀
高
割
合
取
楼
可
申
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立
旨
､
後
藤
庄
三
郎
江
申
渡
有
之
侯
間
'
庄
三
郎
方
.か
重
立
供
両
替
昆
共
江
申
達
次
第
'
無
遅
滞
罷
越
'
銘
々
両
替
高
有
体

.[致
対

談
'
少
分
之
両
替
屋
共
江
は
組
合
♂
申
通
し
割
合
等
之
儀
'
金
座
江
申
談
侯
様
可
致
侯

申
渡
の
主
旨
は
'
元
文
元
年

(
1
七
三
ハ
)
の
改
鋳
以
後
'
金
貨
で
あ
る
小
判

･
壱
分
判
の
改
鋳
が
行
な
わ
れ
ず
'
そ
の
た
め
預
金
や
帝

日
金
が
多
Y
な
り
'
世
上
の
通
用
に
支
障
を
釆
し
て
い
る
の
で
'
今
後
そ
の
よ
う
な
預
金

･
軽
日
金
を
両
替
屋
が
金
座
へ
持
参
す
れ
ば
無

料
で
直
す
代
-
に
､
両
替
屋
か
ら
金
座
へ
役
銀
を
差
出
す
こ
と
を
命
じ
'
こ
の
役
銀
負
担
の
補
償
と
し
て
'
従
来
慣
行
と
し
て
行
な
わ
れ

て
き
た
金

一
両
に
つ
き
銀
は
二
分
'
銭
は
二
〇
文
を
限
度
と
す
る
手
数
料
に
'
そ
れ
ぞ
れ

1
分

･
1
0
文
9
増
歩
を
う
わ
乗
せ
す
る
こ
と

を
認
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
こ
の
役
銀
高
の
業
者
間
で
の
割
合
法

に
関
し
て
は
'
町
奉
行
所
は
直
接
指
示
す
る
こ
と
を
避

け
'
後
藤
庄
三
郎
方
と
両
替
屋
中
の
実
力
者
た
ち
が
対
談
の
上
で
決
定
す
る
よ
う
申
渡
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

後
藤
庄
三
郎
は
幕
府
の

｢御
金
改
役
｣
で
あ
る
が
'
そ
の
職
掌
は
'
金
地
金

･
舌
金
及
び
金
貨
幣
す
な
わ
ち
成
貨
の
鑑
定

･
桂
印
を
掌

(4
)

る
塙
の
と
さ
れ
て
い
る
?
こ
の
後
藤
の
管
轄
下
に
あ
る
金
座
の
鋳
造
し
た
小
判
に
､
鋳
造
技
術
ま
た
は
材
眉
の
故
か
'
流
通
の
過
程
で
発

生
し
た
切
れ
目
な
ど
の
損
傷
や
'
磨
滅
に
よ
る
軽
日
金
な
ど
が
か
な
り
混
在
L
t
通
用
に
円
滑
を
欠
-
こ
と
が
多
か
っ
た
て
と
は
､
享
保

以
降
幕
府
の
切
金

･
軽
日
金
の
強
制
通
用
令
が
頻
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
｡
こ

1
で
'
切
金

･
軽
日
金
に
つ
い

て
の
幕
法
の
沿
革
を
概
観
し
て
お
こ
う
｡

『
両
替
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
､
切
金
に
関
す
る
記
事
の
初
見
は
万
治
元
年

二
六
五
八
二
ハ
月
､
後
藤
庄
三
郎
よ
り
の
沙
汰
と
し
て
の
次

の
記
事
で
あ
る
｡

同
所

(後
藤
役
所
-
引
用
老
荘
)
♂
両
替
町
･
駿
河
町

･
常
磐
橋

･
新
両
替
町
之
両
替
屋
'
世
間
並
に
切
小
判
嫌
申
供
'
火
事
以
後

御
城
様
'
色
付
小
判
御
用
多
'
切
金
不
直
侯
故
'
是
迄
之
儀
ハ
尤

こ
侯
へ
共
'
今
日
♂
直
シ
遣
シ
申
峡
間
'
己
来

ハ
前
之
通
取
引

仕
､
大
分
之
歩
引
不
仕
儀
様
と
被
申
渡



明
暦
の
大
火
後
'
後
藤
役
所
で
は
公
儀
の
御
用

(小
判
の
色
付
)
繁
多
で
'
切
小
判
の
修
理
に
手
が
廻
わ
り
兼
ね
た
こ
と
'
そ
の
た
め

両
替
星
が
切
金
の
取
引
に
高
額
の
歩
引
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
'
こ
れ
は
大
火
後
の
一
時
的
現
象
と
も
み
ら
れ
る
｡
次
い

で
延
宝
二
年

二
六
七
El)
四
月
'
江
戸
の
本
両
替
商
か
ら

｢切
金
之
儀
御
訴
訟
｣
と
し
て

r近
年
世
上
小
判
取
迫
吟
味
六
ツ
ケ
鋪
儀
ハ
'

当
時
後
藤

こ
て
作
直
供
小
判
ハ
目
方
急
皮
四
匁
七
分
六
度
有
之
'
然
ル
処
前
々
よ
り
の
小
判
は
四
匁
七
分
六
度
無
之
故
'
諸
向
共
取
遣
ヲ

厭
ヒ
慎

二
付
'
夫
ヲ
後
藤
江
直
シ
ニ
差
出
侯
て
も
'
江
戸
中
多
人
数
之
儀
'
急
速

二
不
出
来
侯
故
'
諸
人
手
話

ll成
'
両
替
屋
も
迷
惑
仕

候
旨
｣
の
訴
願
が
出
さ
れ
'
こ
れ
を
受
け
た
幕
府
は
'
後
藤
方
で
新
規
に
始
め
た
直
し
小
判
に
樋
印
を
打
つ
こ
と
の
停
止
を
申
渡
し
て
い

る
｡
こ
の
場
合
の
切
金
は
柾
目
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
t
F
両
替
年
代
記
』
の
著
者
は
｢此
後
天
和

･
貞
事

二
冗
禄
の
初
､
御
吹
替
前
迄

ハ
不
絶
斑
小
判
を
直
シ
ニ
出
せ
し
也
｣
と
注
記
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
'
元
禄
の
改
鋳
以
前
に
お
い
て
は
'
現
金

･
軽
日
金

は
両
替
屋
の
判
断
で
金
座
へ
持
参
L
t
同
所
に
お
い
て
修
理
す
る
事
が
日
常
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
'

一
面
金
座
の
側
の

修
補
に
応
じ
る
態
勢
は
必
ら
ず
L
も
充
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
｡
そ
の
後
元
禄
の
改
鋳
を
経
た
宝
永
二
年

二
七
〇五
)

十
月
に
な
る
と
'
幕
府
は
両
替
屋
が
切
金
の
引
香
に
歩
銀
を
と
る
こ
と
を
禁
じ
'
｢但
小
判
折
侯
て
迫
方
滞
可
申
分
は
後
藤
方
江
差
越

'

分
銀
を
出
し
無
預
金
と
引
替
可
申
｣
と
令
し
て
お
り
'
折
れ
曲
っ
て
使
用
に
耐
え
な
い
も
の
を
除
き
'
切
金
の
無
歩
引
で
の
通
用
を
強
制

す
る
に
至
っ
た
｡

し
か
し
､
こ
の
よ
う
な
強
引
な

一
片
の
幕
命
で
事
態
が
収
拾
き
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
｡
そ
し
て
享
保
六
年

二
七
二
二

本
両
替
か
ら

提
出
さ
れ
た
直
し
金
に
日
数
が
か
か
り
過
ぎ
て
難
渋
と
の
訴
願
を
受
け
て
'
町
奉
行
所
は
両
替
屋
へ
対
し
て
世
上
に
通
用
が
許
容
き
れ
る

(5
)

切
レ
金
の
範
囲
を
諮
問
し
た
上
､
同
年
六
月
四
日
に
次
の
町
蝕
を
発
令
し
た
｡

慶
長
古
金
之
内
､
切
金
又
ハ
金
目
軽
グ
成
侯
も
有
之
'
通
用
差
支
侯
由
二
慎
問
､
向
後
は
小
判
之
内
1二
分
迄
之
切
壱
ヶ
所
'
金
旦

二

度
迄
凝
キ
分
'
井
壱
分
判
も
少
々
之
琉
日
礎
侯
共
'
無
滞
通
用
可
仕
供
､
右
之
分
ハ
上
納
金
に
も
後
藤
方

二
両
包
申
啓

二
候
'
勿
論

天
明
期
江
戸
両
替
良
役
金
一
件
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第1表 切金 ･軽日金の適用範囲

史
料
館
研
究
紀
要

第

一
五
号

九
〇

新
金
も
右
可
准
候
'
此
外
ハ
只
今
迄
之
通
lり
を
以
'
金
座
江
差
遣
し
直
さ
せ
可
申
侯
､
若
通
用
之
切
金
目
軽
食
メ
歩
銀
取
侯
者
於
有

之
ハ
急
度
曲
事
可
申
付
侯

右
之
通
町
中
江
可
触
知
者
也

丑
六
月

発令年次 切 金 軽日

金享保 6 3分迄無構

3度以内〝 8 切の大
小無構 同 上〝 16 同 上 ■ .同 上

〝 20 同 上 4厘

以内延事 2 .

同 上 同 上寛延 2 同 上 同 上

〝35分迄無構同上

安永7同上同上

こ
の
町
蝕
は
'
切
金

･
軽
日
金
の
限
度
を
法
定
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
'
三
分

(〇
･
九
セ
ン
チ
)
迄
の
切
レ
一
カ
所
ま
で
許
容
と
す
る
こ
の
規
定
は
､
二
年
後
の
享
保
八
年
に
早

く
も
撤
回
さ
れ
て
､
｢切
の
大
小
無
構
通
用
｣
と
修
正
さ
れ
'
寛
延
三
年

二
七
四
九
)
に
切
れ
五

分
迄
と
再
修
正
さ
れ
て
い
る
｡

一
方
の
在
日
は
享
保
二
十
年
以
降

一
厘
を
増
し
､
四
厘
ま
で
と

す
る
こ
と
で
'
天
明
元
年
の
両
替
屋
役
銀
の
申

渡
し
の
時
に
至
る
ま
で
継
東
さ
れ
七
g
で
あ
る

(第
1
表
参
照
)｡

こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
み
る
と
'
切
金
'
礎
日
金
の
問
題
は
早
く
か
ら
存
在
し
'
そ
れ
ら
を

選
別
す
る
市
中
の
風
潮
に
対
し
て
'
幕
府
は
無
差
別
通
用
の
方
針
を
採
り
続
け
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
｡
そ
し
て

『
両
替
年
代
記
』
の
享
保
十

一
年
の
条
に
は
'
九
月
十
八
日
大
岡
越
前
守

か
ら

｢預
金
無
滞
通
用
可
致
旨
｣
の
御
蝕
の
周
知
徹
底
を
申
渡
さ
れ
た
記
事
の
あ
と
に

右

二
付
其
旨
三
組
江
も
申
通
ス
上
茶
'
翌
年
仲
間
定
苧

-
日
へ
切
金
取
引

､
可
折
離
程
之
切
ハ
三
度
振
て
離
候
ハ
､
持
主
メ
可
引
替

-
云愚
云
'
如
此
厳
重
之
御
蝕
と
い
へ
共
'
矢
張
請
取
兼
し
哉
'
此
後
切
金
を
引
替
呉
侯
様



と
あ
る
よ
う
に
'
そ
の
よ
う
な
幕
府
の
方
針
が
守
ら
れ
ず
､
歩
引
取
引
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

こ

れ
に
対
し
て
'
切
れ

･
在
日
の
選
別
を
厳
密
に
行
な
お
う
と
し
た
の
が
後
藤
役
所
の
立
場
で
あ
っ
た
｡
現
に
､
『
両
替
年
代
記
』
は
預

金
通
用
令
の
励
行
が
触
出
さ
れ
た
翌
年
の
享
保
十
二
年
の
条
に
'
上
納
金
の
包
立
て
に
後
藤
が
壱
厘
の
駐
日
小
判
を
選
び
出
し
た
事
実
を

記
録
し
て
い
る
｡
ま
た
安
永
七
年

二
七
七
八
)
五
月
二
十
二
日
に
放
出
さ
れ
た
寛
延
三
年
令
の
再
蝕
の
後
文
に
は

右
之
趣
'
延
事
二
丑
'
寛
延
≡
午
年
相
触
'
上
納
金
之
儀
も
'
五
分
迄
之
切
金
'
四
度
迄
の
軽
日
は
包
方
致
慎
儀
二
有
之
侯
処
､
近

年
後
藤
庄
三
郎
方
二
両
上
納
包
之
節
､
少
々
之
環
も
彼
是
申
慎
二
付
'
自
ら
両
替
昆
共
其
外
二
両
も
少
々
之
預
金
を
も
不
語
取
'
又

は
分
合
銀
相
対
致
語
取
慎
二
付
'
武
家
井
在
町
共
取
遣
滞
侯
趣
相
聞
供
'
仲
之
上
納
金
包
方
之
儀
､
弥
前
々
之
通
相
心
得
'
世
上
通

用
可
成
分
は
無
差
支
包
方
可
致
旨
､
庄
三
郎
江
申
渡
快
､
然
上
ハ
世
上
通
用
無
符
節
二
候
条
.'
両
替
屋
共
其
旨
を
有
へ
前
々
相
触
族

通
相
守
'
五
分
迄
之
切
金
四
度
迄
之
軽
日
金
共
無
滞
可
通
用
'
宕
可
成
分
通
用
差
滞
'
又
は
分
合
取
候
粗
放
有
之
は
吟
味
之
上
急
度

(6
)

可
申
付
供

と
述
べ
ら
れ
て
い
て
'
後
藤
が
公
儀
上
納
金
の
包
立
て
に
預
金
の
選
び
出
し
を
行
な
っ
て
い
る
事
実
を
'
幕
府
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
の

で
あ
る
｡
明
ら
か
な
法
令
違
反
に
も
拘
わ
ら
ず
処
罰
の
対
象
と
せ
ず
'
単
に

｢世
上
通
用
可
成
分
は
無
差
支
包
方
可
致
旨
｣
を
中
波
す
に

止
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
'
御
金
改
役
後
藤
庄
三
郎
と
金
座
の
特
殊
な
在
り
方
が
表
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

･
切
金

･
軽
日
金
の
補
修
に
対
し
て
金
座
が
取
得
し
た
料
金
に
つ
い
て
は
幕
命
の
中
に
所
見
が
な
い
が
'
享
保
六
年
二
月
に
本
両
替
仲
間

が
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
預
金
に
関
す
る
答
申
書
に
'
r慶
長
切
金
是
迄
は
壱
両
二
付
直
貿
五
分
宛
､
外
二
凝
日
は
其
不
足
に
応
じ
足
金

代
添
'
金
座
こ
て
直
し
申
朕
｣
(『
両
替
年
代
記
』)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
八
%
強
の
修
理
費
と
補
充
原
料
焚
と
が
金
座
の
所
得
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
り
'
預
金
選
別
の
励
行
に
よ
る

｢直
し
｣
の
増
加
は
直
接
金
座
の
利
害
に
か
1
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡

天
明
期
江
戸
両
替
昆
役
金

1
件

(鶴
岡
)



史
料
館
研
究
紀
要

筋

1
五
号

〓

小
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
通
-
､
天
明
元
年
八
月
二
十

一
日
の
江
戸
に
お
け
る
両
替
屋
役
銀
の
申
渡
し
は
'
享
保
前
後
か
ら
幕
府
が
執
掬

に
強
制
し
よ
う
と
し
た
切
金

･
軽
日
金
の
通
用
令
を
停
止
し
'
金
座
に
お
い
て
直
し
賃
無
料
で
修
理
す
る
代
り
に
､
直
し
金
の
仲
介
を
担

当
す
る
立
場
に
あ
る
江
戸
の
惣
両
替
屋
に
役
銀
を
課
し
て
'
後
藤
方
へ
納
入
す
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
の
背
景
な
り
動
機

は
'
実
は
案
外
に
単
純
な
も
の
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
'
江
戸
の
惣
両
替
屋
へ
の
町
奉
行
か
ら
の
申
渡
が
あ
っ
た
二
十
数

旦
別
の
七
月
二
十
九
日
に
'
当
時
の
老
中
首
座
松
平
右
京
大
夫

(輝
高
'
天
明
元
年
九
月
二
十
六
日
没
)
は
'
町
奉
行
へ
対
し
て
次
の
よ

(-
)

う
な
指
令
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

町
奉
行
江

後
藤
庄
三
郎
儀
'
文
字
金
吹
替
以
後
四
拾
年
余
御
金
吹
方
歩

一
被
下
御
用
無
之
'
大
勢
之
役
人
扶
助
は
勿
論
'
支
配
金
座
人
共
相
続

方
及
難
渋
焼
由
'
然
処
追
年
預
金
軽
日
金
多
相
成
供
由
'
世
上
差
支

こ
も
及
供
而
ハ
難
捨
置
真

二
付
､
以
来
両
替
昆
共
メ
金
座
江
差

出
次
第
無
代

二
両
直
シ
相
渡
､
両
替
屋
共
.か
金
座
江
役
銀
為
差
出
'
右
役
銀
之
儀
は
壱
ヶ
月
両
替
高
金
千
両
二
付
金
壱
両
程
之
採

り
'
尤
新
規
二
役
銀
差
出
侯

二
付
足
迄
両
替
之
歩
金
凡
金
壱
両
二
付
銀
は
弐
分
遣
､
銭
は
弐
拾
文
達
程
二
俣
処
'
以
来
銀
は
壱
分
､

銭
は
拾
文
迄
を
限
増
歩
差
免
､
右
両
替
屋
共
銘
々
役
銀
高
之
儀
は
日
々
両
替
高
多
少
も
可
有
之
二
付
､
金
座
メ
対
談

い
た
し
t.
双

方
不
相
当
之
儀
無
之
様
役
銀
高
割
合
取
極
可
中
上
旨
､
庄
三
郎
江
申
渡
侯
様
御
勘
定
率
行
江
申
渡
候
間
'
庄
三
郎
メ
重
立
候
両
替
屋

共
江
申
達
次
第
､
無
遅
滞
罷
越
'
銘
々
両
替
高
有
鉢
致
対
談
'
小
分
之
両
替
屋
共
江
は
組
合
メ
申
通
'
割
合
等
之
儀
金
座
江
申
談
供

様
'
両
替
屋
共
江
可
被
申
渡
侯
､
尤
右
申
渡
方
等
之
儀
､
委
細
御
勘
定
率
行
可
被
談
侯

両
替
昆
役
銀
の
少
-
と
も
直
接
の
目
的
が
､
改
鋳
に
よ
る
歩

1
収
入
の
途
を
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
幕
府
の
金
貨
鋳
造
機
関
で
あ
る
金
座
の



維
持

･
救
済
に
あ

っ
た
こ
と
が
'
こ
れ
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
り
､
町
孝
行
の
両
替
屋

へ
の
申
渡
し
は
'
そ
の
真
意
を
示
さ
な
い
形
で
行

な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

(8
)

因
み
に
､
金
座
後
藤
庄
三
郎
家
の
来
歴
･
串
蹟
等
に
関
し
て
は
､
意
外
に
評
か
で
な
い
｡
｢金
座
後
藤
庄
三
郎
由
緒
智
｣
等
に
よ
る
と
'
初
代
光

次
は
文
禄
二
年
家
康
に
召
出
さ
れ
'
同
四
年
武
蔵
塁
判
の
鋳
造
を
建
沸
し
て
金
銀
改
役
を
仰
付
ら
れ
'
馬
飼
料
と
し
て
江
州
野
洲
郡
小
比
江
村
に

お
い
て
五
十
一
石
六
斗
の
朱
印
地
を
拝
領
'
江
戸
の
ち
に
駿
府
に
も
居
宅
を
賜
わ
っ
た
と
い
う
が
'
そ
れ
ら
の
年
次
な
ど
は
明
政
で
な
い
｡
以
来

徳
川
氏
の
幣
制
の
樹
立
に
貢
献
し
た
廉
に
よ
り
御
金
銀
改
役

(M
永
二
年
以
降
は
御
金
改
役
)
を
世
出
し
'
勘
定
奉
行
所
管
下
に
あ
っ
て
金
座
を

主
宰
し
た
わ
け
で
あ
る
が
'
御
金
改
役
の
金
座
に
お
け
る
地
位
権
限
は
'
時
代
に
よ
っ
て
消
長
が
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
｡
特
に
金
餌
共
が
後
藤
傘

銅

摘

,p
kE
S
銅

縞

:
i
S
…
銅

…
鍔

:
:
描

.:
S
描

:
..H
rCQ
iq
吊

描

,描

:
QN
的
TL
絹

摘

川
…
…
摘

摘

制
限
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
金
座
後
藤
家
の
事
歴
を
伝
え
る
諸
寄
に
は

｢御
金
改
役
｣
と
し
て
の
恒
常
的
な
職
棒
に
つ
い
て
の
記
述
は
見

出
せ
な
い
｡
従
っ
て
先
に
み
た
町
奉
行
に
対
す
る
老
中
指
令
中
の

r四
十
余
年
御
金
吹
方
歩

一
被
下
御
用
無
之
｣
と
す
る
鋳
造
高
に
応
じ
た
歩

1

が
金
座
後
藤
の
収
入
の
基
幹
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
r徳
川
時
代
の
金
座
｣
に
よ
れ
ば
'
吹
方
渉

1
は
貸
幣
鋳
造
に
つ
い
て
詩
府
か
ら
御
金
改

役

･
金
座
人
及
び
吹
処
絞
染
へ
付
与
す
る
と
こ
ろ
の
鋳
造
料
又
は
手
数
料
と
旦
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
'
座
長
金
鋳
造
に
当
っ
て
'
出
来
金
千

両
に
つ
き
金
拾
両
'
即
ち
首
分
の
一
を
御
金
改

役
後
藤
庄
三
郎
に
賜
わ
る
旨
を
家
康
自
ら
命
じ
た
の
に
起
因
す
る
｡
爾
来
改
鉛
の
都
度
定
規
に
拠

っ
て
下
附
さ
れ
た
が
'
鋳
造
高
の
多
寡

･
鋳
造
の
軽
易

･
物
価
の
関
係
等
に
よ
り
歩
合
に
増
減
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
｡
分

一
の
支
途
中
に
は
鋳
造

上
必
要
な
諸
経
費
を
含
む
も
の
で
あ
り
'
分

1
の
分
配
を
受
け
る
御
金
改
役
後
藤
は
更
に
こ
れ
を
江
戸
こ
瓜
･
佐
淡
在
勤
の
自
分
配
下
の
役
人
に

分
配
'
金
座
は
年
寄
役
以
下
の
小
役
人
に
空
ろ
ま
で
'
所
定
の
割
合
で
分
配
'
【吹
所
も
同
様

で
あ
っ
て
'
現
今
の
役
員
共
与
金
の
如
き
も
の
で
あ

っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る

(な
お
年
次
は
降
る
が
'
後
藤
役
所

･
金
座
の
構
成
の
1
城
を
示
す
資
料
と
し
て
'
塚
本
豊
次
郎

r日
本
貨
幣
史
J
所

収
の

｢金
局
秘
記
｣
に
よ
っ
て
､
付
表
1
･
2
･
3
を
掲
げ
た
)｡

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金
T
件

(鶴
岡
)



後藤配下役人 ･金座人数井1カ年給与 (文政)

付表1

史
料
館
研
究
紀
要

第

一
五
号

人数 1カ年 外ニ扶手当 持

方料江戸 年 寄 役 .3人 3

0両 1両3歩.改 役

4 20 1両3歩並 役 9 15 1両3歩

並役見習 2 6 1両3歩役 所 語

計 321 10 1両

3歩京都 年 寄 役

2 25 1両3歩改

役 2 17 1両3歩並 役 5 12

1両3歩役所詰見習共計 312J 6 1両3

歩佐渡 年 寄 役 1 2

0 1両3歩改 役 2 15 1両3

歩並 役 4′10両2歩1両3歩

役 所 詰計 18 4両2歩 1両3歩三カ所

総人数 .41 人
数 1カ年給

与江戸役所金見役

本 役見 冒. 2

3 3両2両琶雫豊実姦関番
玄 関 番

2 4丙中 番

3 3両小 遣 2 2両2歩表慕門番 4 2両2

歩飯焚仲間 1

2両2歩計 ll

付表2

人数 1カ年手当

江戸京都佐渡 金 座 人 10

人 10両吹星棟梁 2 1

0金 座 人 1d 10吹

足棟梁 2■ 10吹星棟梁210

三カ所総人数26

但し
,
江戸･京都金座人20人の内見習

5人(手当金4両),
吹昆棟梁3カ所6
人の内見 習2名(手当金3両),
外二江

戸吹星細工人定員3人(同3両)

改
鋳
の
中
絶
に
よ
っ
て
主

た
る
収
入
源
を
襲
っ
た
金
座
へ
の
配
慮
は
､
明
和
二
年

二

七
六
重

以
後
､
従
来
の
請
負
方
式
か
ら
定
座
方
式
に
改
め
ら
れ
た
銭
座
を
後
藤

の
支
配

(10
)

に
置

き

'

更
に
明
和
九
年
九
月
以
降
'
金
銀
座
以
外
に
新
規
の
鋳
銭
出
顕
を
禁
止
す
る
旨

(ll
)

の
全
国
法

令

が

出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
表
わ
れ
て
お
り
'
明
和
二
年
以
降
の
主
と
し
て

鉄
銭
の
鋳
造
は
後
藤
庄
三
郎
の



が
金
座
座
人
青
山
氏
か
ら
後
藤
家
の
義
子
と
な
-
'
家
督
を
相
続
'
御
金
改
役
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
'
鋳
銭
が
後
藤
支
配
の
定
座
方
式
と

な
っ
た
明
和
二
年
の
こ
と
で
あ
る
｡
そ
し
て
光
暢
は
安
永
四
年
間
十
二
月
に

｢功
を
以
て
｣
天
和
以
来
禁
じ
ら
れ
て
き
た

｢帯
刀
を
許
さ

(12
)

れ
｣
た
-
鋳
銭
事
業
を
指
す
か
-
と
あ
る
か
ら
'
金
座
後
藤
の
復
興
の
た
め
に
､
幕
府
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ

(13
)

る
｡

1
万
㌧
こ
1
で
行
論
の
都
合
上
､
当
時
の
江
戸
の
両
替
商
の
構
成
に
つ
い
て
通
説
の
域
を
出
な
い
が
概
観
し
て
お
こ
う
｡
従
来
江
戸
の

両
替
商
に
関
し
て
は
'
金
銀
の
み
を
取
扱
う
本
両
替
と
'
そ
れ
以
外
の
脇
両
替
に
区
別
し
'
脇
両
替
の
う
ち
'
金
銀
と
共
に
銭
を
も
取
故

う
三
組
両
替
'
銭
だ
け
を
取
扱
う
銭
昆
=
番
組
両
替
､
お
よ
び
上
野
領

･
済
松
寺
領
の
寺
社
方
に
屈
す
る
門
前
地
の
銭
両
替
仲
間
が
存
在

し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
｡
も
っ
と
も
江
戸
大
火
後
の
明
暦
三
年
以
降
の
仲
間
記
録
を
伝
え
る
本
両
替
仲
間
の
成
立
の
時
期
も
辞
か
で
な

い
し
'
ま
た

｢本
両
替
｣
な
る
呼
称
が
何
時
頃
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
も
明
証
は
な
い
｡
た
ゞ
初
期
の
両
替
商
は
金
座

･
銀
座
の
近

辺
に
集
任
し
'
灰
吹
銃
な
ど
地
方
的
な
貨
幣
と
し
て
流
通
し
て
い
た
も
の
と
幕
府
の
貨
幣
と
の
交
換
に
従
事
L
t
鋳
造
原
料
の
回
収
と
銃

へ14
)

一
貨
幣
の
普
及
に
一
役
か
っ
て
い
た
ら
し
い
と
き
れ
る
｡
特
に
金

･
銀
座
近
く
の
本
両
替
町
･
駿
河
町
に
袋
任
し
た
両
替
商
は
早
-
か
ら

(15
)

(16
)

両
町
両
替
屋
と
称
し

(
の
ち
常
磐
橋

･
本
町
分
を
も
含
む
)
金

･
銀
座
の

｢出
入
｣
と
な
り
'

公
儀

御

用

を
勤
め
て
い
て
別
格
祝
さ
れ
'

そ
れ
以
外
の
両
替
屋
の
存
在
が
増
加
す
る
に
つ
れ
'
脇
々
の
両
層
昆
=

脇
両
替
に
対
す
る

｢本
両
替
｣
の
呼
称
が
何
時
し
か
生
じ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
｡
も
っ
と
も
明
暦
期
に
三
三
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
本
両
替
仲
間
は
'
寛
文
四
年

二
六
六
望

に
四
〇
人
に
増
加
し
た
も
の

の
'
天
和
元
年

(
〓
ハ
八
1
)
に
は
二
七
人
に
減
少
､
元
禄
六
年

(
1
六
九
三
)
に
は
更
に
六
店
が
休
業
す
る
に
至
り
､
周
知
の
江
戸
両
替
良

六
〇
〇
人
の
限
定
が
行
な
わ
れ
た
享
保
三
年

二
七
1
<
)
に
は
1
六
人
と
減
少
の
1
途
を
辿
り
'
し
か
も
こ
の
間
明
暦
三
年
以
降
宮
詣
を

継
続
し
得
た
も
の
は
僅
か
に
三
店
を
数
え
る
の
み
で
'
享
保
期
の
〓
ハ
店
の
う
ち
の
殆
ん
ど
が
天
和

二
刀
禄
以
後
の
新
規
閑
菜
店
で
占
め

(17
)

ら
れ
て
お

-

'

前
期
の
金
匠
的
系
譜
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
本
両
替
の
営
業
内
容
が
'
天
和

･
元
禄
期
を
境
に
質
的
変
化
を
釆
し
て
い
た
こ

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

]
件

(鶴
岡
)

九
五



第2表

江戸本両替仲間人数
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号

r両替年代記

閑鍵｣巻二考証

芹より第3表三組両替昆人数とを窺わせる(第2表参照)｡一万㌧脇両替のうち'神田組二二田組･せ-組か

ら成る三組の成立の時期も許かでないが､早い時期から本両替の店前で銭相場の立会を行ない､本両替を通して銭相場の書上げを行なうなど､本両替とは可成り密接な関係をJlっ存在であったことが窺われ､享保四年五八人を数えてお-､その後の人数の変遷は第3表にみられto通-であるが'この111組のうち'正徳四年に開業Ltせり組に所属した播磨良新右門店の場合､下り酒問屋を

(18)兼営し､上方との為替取引･諸侯の御屋敷御用を手広-引請け'幕府代官掛屋

を勤めるなどの営業内容から推して'三組両替仲間には本両替と近似した営業をもつものを含むものであったと思わ
れる｡また元禄頃から急増したといわれるその他の銭両替は'享保三年の天秤六〇〇挺限定の際､五二〇人を超えて

いた勘定となるが'享保九年二七

組の(19)番組に編成されている｡その営業内容は質屋のほかへ酒･紙･油等､銭貨を以って取引する日常雑貨の小売業を本業
(20)とするものが多く､その売溜銭の売買･両替の必要からの副業的要素の濃いものであったことが指摘されているが､そ

の惣人数の時間的変化は把捉し難い｡ところで､両替屋役金の申渡しが行なわれた前年の安永九年六月'江戸市中

の両替屋の惣人数の書上が実施され､つづいて同年十二月'享保三年両替株限定発令の再確認する旨の仰渡きれがあ



三
五
人
の
定
数
は
そ
の
ま
1
踏
襲
さ
れ
た
が
､
今
回
は
寺
社
門
前
の
分
も
町
奉
行
管
轄
下
に
置
か
れ
た
観
が
あ
る
｡
そ
し
て
都
合
六
三
五

と
す
る
株
数
が
現
業
人
数
と

一
致
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
が
[
当
時
の
三
組
両
替
の
一
員
播
磨
屋
新
右
門
店
の

｢
日

(21
)

記
｣
安
永
九
年
六
月
九
日
の
条
に
よ
る
と
､

無
天
秤
商
売
の
取
締
-
を
三
組
番
組
五
五
四
人
の
老
共

1
同
が
麟
出
た
と
こ
ろ
'
｢名
前
畜

上
願
之
通
被
仰
付
｣
と
あ
り
'
こ
の
時
の
総
人
数
の
召
上
を
役
銀
賦
課
の
た
め
の
前
提
作
業
と
み
る
の
は
早
計
で
'
脇
両
替
側
か
ら
の
要

望
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
ら
し
い
｡
こ
の
名
将
提
出
作
業
の
課
程
で
'
無
天
秤
商
売
の
者
の
組
合
加
入
が
促
進
さ
れ
'
三
組
へ
六
人
'

番
組
へ
三

一
人
の
加
入
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
で
当
時
六
人
の
本
両
替
を
合
計
す
る
と
五
九
七
と
な
る
か
ら
'
何
時
の

頃
か
ら
か
生
じ
て
い
た
空
株
の
多
く
が
'
こ
の
惣
人
数
の
召
上
げ
に
よ
っ
て
'
ほ
ぼ
定
数
を
満
た
す
結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
判
る
｡
た
だ

し
'
三
組

･
番
組
人
数
の
内
訳
は
不
明
で
あ
る
が
'
宝
暦
期
の
三
組
の
人
数
が
六
〇
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
'
番
組
人
数
を
推
測
す
る
凡

そ
の
目
安
と
な
る
｡
何
れ
に
し
て
も
'
営
業
規
模

･
内
容
を
異
に
す
ろ
と
は
い
え
'
本
両
替

･
三
組

･
番
組
両
替
と
も
'
こ
の
度
の
役
銀

の
下
命
は
一
様
に
迷
惑
こ
の
上
も
な
い
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
-
な
い
の
で
あ
っ
た
｡

三

天
明
元
年
八
月
に
始
ま
っ
た
こ
の
役
銀

一
件
は
'
そ
の
納
入
の
割
当
法
を
め
ぐ
っ
て
延
々
一
年
六
カ
月
の
折
衝
を
経
て
'
漸
-
初
回
の

役
金
上
納
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
の
'
そ
の
額
が
幕
府
の
期
待
し
た
金
額
に
達
せ
ず
'
更
に
1
年
八
カ
月
を
経
過
し
て
'
役
銀
割
当
基
準
を

(22
こ

｢天
秤
役
鋲
｣
と
い
う
形
式
に
根
本
的
に
修
正
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
｡
以
下
そ
の
顕
末
を
､
町
奉
行
所
側
の
史

料

と

'
江
戸
両
替
商
の

(23
)

う
ち
で
少
人
数
と
は
い
え
主
導
的
地
位
を
占
め
て
い
た
本
両
替
仲
間
の
行
事
記
録

に

よ
っ
て
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
｡

両
替
役
金
の
担
当
所
管
は
南
町
奉
行
所

(奉
行
牧
野
大
隅
守
成
賢
)
で
'
同
所
で
申
渡
し
を
受
け
た
惣
両
替
昆
仲
間
の
各
行
串
は
直
ち

に
詩
苔
の
提
出
を
命
じ
ら
れ
た
｡
そ
し
て
日
延
べ
を
飼
う
行
事
た
ち
に
対
し
'
掛
り
与
力
山
本
茂
市
郎
は

｢右
被
仰
按
候
御
古
画
之
役
銃

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

]
件

(鶴
岡
)

九
七



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
五
号

九
八

負
数
何
程
出
侯
儀
哉
難
相
知
'
殊

二
金
壱
両

二
付
銀
壱
分

･
銭
拾
文
増
歩
差
免
候
訳
も
'
い
か
様
之
致
方

二
仕
候
哉
'
御
書
面

こ
も
不
見

得
侯
故
'
逐

一′に
後
藤
庄
三
郎
方
江
相
尋
'
其
上

二
両
両
替
屋
共
難
渋
之
筋
有
之
侯
ハ
,
御
訴
訟
可
中
上
旨
被
仰
渡
｣'

一
と
先
ず
請
書

に
調
印
す
る
よ
う
説
得
し
た
た
め
'
己
む
な
-
各
組
行
事
た
ち
は
同
日
調
印
し
て
帰
宅
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
.実
際
'
申
渡
し
に
は
肝
心
な

役
金
額
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
'
後
藤
と
の
交
渉
を
命
じ
て
い
る
も
の
の
'
幕
府
へ
の
上
納
金
か
後
藤
へ
の
上
納
金
か
す
ら
も

明
示
き
れ
て
い
な
い
｡

両
替
屋
と
後
藤
役
所
と
の
交
渉
は
'
三
日
後
の
八
月
二
十
四
日
に
初
回
が
も
た
れ
た
｡
そ
の
節
後
藤
側
が
両
替
庭
中
へ
対
し
て
出
し
た

要
求
は
t

m過
去
十
年
間
の
金
銀
銭
売
高
'

必過
去
五
年
間
の
同
平
均
高
､

i5去
年

(安
永
九
)

1
年
間
の
同
高
の
書
出
で
あ
る
｡
役
金

高
取
極
め
の
根
拠
を
両
替
商
高
に
求
め
よ
う
と
す
る
こ
の
後
藤
の
申
出
に
対
し
て
'
殆
ん
ど
が
副
菜
と
し
て
銭
両
替
を
営
む
番
組
両
替
は

帳
面
不
所
持
を
理
由
に
拒
否
し
'
こ
れ
に
便
乗
す
る
形
で
本
両
替
仲
間
も
応
諾
を
与
え
ず
'
後
藤
方
か
ら
'
何
回
か
の
督
促
を
受
け
た
の

ち
'
本
両
替
仲
間
は
九
月
八
日
に
町
奉
行
所
へ
訴
願
を
提
出
し
た
｡
願
書
は
八
月
二
十

一
日
の

｢被
仰
渡
｣
の
趣
旨
を
前
文
に
掲
げ
た
の

ち
､
次
の
通
り
三
ヵ
条
の
理
由
を
挙
げ
て
'
両
替
商
高
を
基
準
と
す
る
役
銀
賦
課
に
反
対
し
て
い
る
｡

(前
略
)

一
右
被
仰
渡
之
趣
､
先
月
廿
四
日
後
藤
庄
三
郎
役
所
.か
も
同
様
申
達
有
之

二
付
'
即
答
役
銀
高
何
程
差
出
侯
義
哉
と
東
供
所
､
其
儀
は

不
申
開
､
私
共
仲
ケ
問
両
替
商
高
十
ヶ
年
己
来
又
は
七
ヶ
年
五
ヶ
年
､
若
不
相
知
分
は
三
ヶ
年
弐
ヶ
年

二
両
も
両
替
高
有
弥

二
相
詞

書
出
候
様
申
開
侯
'
私
共
両
替
高
有
鉢

二
書
出
供
両
は
諸
商
人
之
代
B
物
売
高
書
出
し
同
事

二
両
金
銀
を
代
p
物

に
取
扱
仕
供
義

政
'ノ
何
程
と
申
儀
世
間
江
相
知
レ
申
道
理
二
両
'
誠

二
銘
々
身
上
を
探
候
同
前
之
儀

二
御
座
候
得
は
甚
迷
惑
仕
侯
'
右
両
替
高
之
儀

は
私

共
仲
ケ
間
中

二
両
も
相
互

二
秘
合
侯
儀

二
御
座
候
得
は
'
両
替
商
高
書
出
侯
市
は
私
共
身
上
向
甚
指
障
り
候
義
共
有
之
､
迷
惑

.
至
極
仕
侯
問
'
商
高
書
出
侯
義
難
義
之
段
申
達
侯
処
'
左
様

二
両
は
相
済
不
申
'
是
悲
何
れ
共
書
出
侯
様
こ
と
申
開
慎

二
付
'
無
是



悲
乍
恐
奉
瞬
上
侯
'
右
奉
中
上
候
通
'
私
共
両
替
高
書
出
侯
両
は
己
後
南
方
手
狭

二
相
成
可
申
哉
'
左
侯
時
は
自
ラ
渡
世

二
相
障
り

難
義
至
極
専
有
候
間
､
何
卒
御
慈
悲
を
以
両
替
高
書
出
供
養
､
乍
恐
御
免
被
成
下
侯
横
車
顕
上
候

一
以
来
銀
は
壱
分
'
銭
は
拾
文
を
限
り
増
歩
を
以
売
買
可
仕
旨
被
仰
波
､
冥
加
至
趨
難
有
仕
合
率
存
侯
､
然
共
両
替
商
売
之
義
は
耶
厘

毛
を
相
争
ひ
売
買
仕
候
義

二
御
座
候
得
は
､
甚
利
細
之
商
売
鉢

二
御
座
候
'
私
共
商
之
義
は
是
追
伸
ケ
間
内
取
迫
り
'
響
ハ
金
壱
両

二
付
銀
五
拾
九
匁
仕
候
得
は
弐
分
之
歩

二
仕
､
壱
分
引
売
上
と
定
'
壱
分
増
買
上
-
相
定
御
喜
上
仕
､
右
相
庭
之
中
程
を
以
売
買
仕

供
義
政
､
壱
分
之
増
歩
御
免
被
成
下
仮
面
も
'
中
相
庭

二
相
拘
り
不
申
哉

二
乍
恐
率
存
候
､
私
共
商
売
鉢
之
義
は
外
商
売
と
違
ひ
丁

目
々
相
庭
之
高
下
も
有
之
侯
故
'
今
日
買
講
候
銀
子
元
手
金

二
差
支
侯
得
は
'
明
日
択
毛
有
之
候
両
も
売
渡
候
義

二
御
座
候
へ
は
'

梅
雨
利
徳
有
之
と
申
義

二
は
無
之
侯
'
勿
論
素
人
よ
り
買
請
､
素
人
江
売
渡
供
養
も
御
座
候
得
共
'
両
替
仲
ケ
間
之
義
ハ
諸
方
銀
為

替
取
退
り
歪

二
売
買
仕
侯
義

二
御
座
候
得
は
'
至
而
利
蒋

二
取
扱
仕
候
義

二
御
座
候
'
勿
論
素
人
売
買
之
銀
子
辻
も
'
其
人
々
所
々

相
庭
蘇
合
､
少
し
こ
両
も
勝
手
宜
方
江
持
参
仕
'
両
替
致
候
義
御
座
候
得
は
､
私
共
可
成
は
と
は
売
買
之
問
を
詰
両
替
仕
俵
侯
義

二

御
座
候
'
此
度
壱
分
之
増
歩
被
仰
付
候
通
売
買
任
侠
ハ
､
'
以
後
御
足
数
万
井
諸
商
人
迷
惑
之
筋

こ
も
相
成
可
申
哉
'
殊

二
御
当
地

は
上
方
と
適
ひ
'
盃
に
小
判
通
用

二
而
銀
之
取
迫
り
ハ
無
数
御
座
候
得
は
'
銀
近
之
御
昆
数
万
も
自
ラ
金
近
二
可
相
成
哉
'
左
朕
両

は
往
々
私
共
商
売
鉢

二
相
障
り
'
少
分
之
商
徳
を
以
南
高

二
応
シ
役
銀
差
出
候
義
難
儀
至
極
率
存
候

1
現
金
軽
日
金
､
己
未
は
金
座
こ
お
ゐ
て
無
代

二
両
相
直
侯
様
被
仰
付
難
有
季
存
侯
'
右
預
金
軽
日
金
前
々
御
蝕
も
有
之
'
当
時
通
用

無
滞
様

二
率
存
焼
'
尤
御
触
己
上
之
現
金
軽
日
金
は
是
迄
金
座
江
直
シ
代
差
出
し
直
来
り
'
指
障
り
も
無
之
様
二
率
存
仮
'
勿
論
預

金
軽
日
金
私
共
メ
金
座
へ
直
シ
ニ
差
出
侯
高
'
年
中

ニ
ハ
格
別
之
負
数

こ
も
無
御
座
候
間
'
此
義
は
是
迄
之
通
り
直
代
分
丑

二
応
シ

金
座
江
差
出
し
中
皮
率
存
朕
､
率
恐
入
候
得
共
何
分
是
迄
之
通
被
差
置
被
下
侯
様
率
願
上
快

前
書
率
中
上
候
通
､
甚
率
恐
入
候
得
共
､.
私
共
商
高
書
出
候
義
ハ
銘
々
身
上
鉢

二
相
障
り
甚
難
渋
至
極
仕
候
間
'
荷
高

二
応
シ
役
銀

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

1
件

(鶴
岡
)

一九
九



史
料
館
研
究
紀
頁

第

一
五
号

一〇〇

差
出
供
養
共
､
何
卒
御
免
被
成
下
'
是
迄
之
過

ご
被
成
置
被
下
僕
様
､
乍
恐

一
統
御
慈
悲
革
頗
上
侯
'
己
上

本
両
替
町
駿
河
町
本
両
替
屋

天
明
元
丑
年
九
月
八
日

行
事

勘

四

郎

同
断

庄

左

衛

門

幼
年
二
付

代

伊

兵

衛

次

郎
右

衛
門

京
都
住
宅

-1付

代

五

兵
衛

三

九

郎

善

次

郎

喜

三

郎

印印印
無
印印 印 印 印

御

奉

行

所

様

第

一
に
挙
げ
て
い
る
の
は
､
商
高
は
企
業
秘
密
に
属
し
'
そ
の
書
出
を
拒
む
こ
と
は
営
業
上
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
｡
仲

間
記
録
に
よ
る
と
'
こ
の
主
張
は
過
去
に
木
綿
商
高
の
書
出
を
拒
否
し
て
認
め
ら
れ
た
三
井
の
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と

い
!n-.
1
反
対
苦

の
竺

は
,
役
金
捻
出
の
た
め
の
摺
讐

し
て
認
め
ら
れ
た
両
替
増
歩
に
現
実
性
が
な
い
と
い
う
点
で
あ
ろ
｡
こ
の
主

張
の
中
で
専
ら
金
貨
が
通
用
す
る
江
戸
に
お
け
る
本
両
替
屋
の
金
銀
両
替
は
同
業
者
間
の
銀
為
替
決
済
を
主
と
す
る
も
の
で
'
通
用
金
銀

の
交
換
は
少
な
-
'
同
業
者
間
の
取
引
に
公
認
の
切
賃
は
無
関
係
だ
と
述
べ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
｡
そ
こ

に
強
弁
が
存
す
る
こ
と
は

勿
論
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
'
江
戸
の
両
替
業
務
の
1
面
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
預
金

･
奄
日
金
の
直
シ
賃
無
料
化
の
不
要



性
を
挙
げ
て
'
か
ね
て
の
幕
法
の
趣
旨
に
矛
盾
す
る
旨
を
き
-
気
な
く
指
摘
し
っ
つ
'
現
行
通
-
の
有
料
の
直
シ
金
に
据
え
お
-
べ
き
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
｡
後
段
に
触
れ
る
通
り
'
現
行
の
有
料
制
は
修
理
に
要
す
る
期
間
が
長
引
か
な
い
限
-
'
両
替
商
に
と
っ
て
不
利
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

要
す
る
に
'
九
月
八
日
付
の
本
両
替
仲
間
の
請
願
は
強
引
な
ま
で
に
自
己
主
張
を
明
白
に
表
明
し
て
､
商
高
を
基
準
と
す
る
役
銀
故
収

に
反
対
し
た
内
容
を
盛
っ
て
い
る
｡
そ
れ
は
恐
ら
-
こ
の
度
の
役
銀
が
公
儀
上
納
で
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
･i
:-7
)
こ
れ
以
後

の
後
藤
方
か
ら
の
督
促
に
'
こ
の
請
厩
に
対
す
る
町
奉
行
所
の
御
下
知
次
第
と
の
題
辞
を
-
-
返
し
'
ひ
と
月
後
の
十
月
十
六
日
に
奉
行

所
よ
り
再
度
後
藤
方
と
対
談
の
上
で
の
再
餌
を
促
さ
れ
て
も
'
歩
み
寄
り
の
気
配
を
見
せ
な
か
っ
た
｡
の
み
な
ら
ず
十
二
月
十
九
日
に
は

町
奉
行
所
に
対
し
て
'
渡
世
の
差
障
り
を
理
由
に
役
鍛
御
免
の
麟
苔
を
正
面
か
ら
提
出
し
た
｡
そ
の
間
の
本
両
替
と
後
藤
と
の
交
渉
の
1

端
を
紹
介
す
る
と
'
行
事
記
録
の
十

1
月
二
十
八
日
の
条
に
は

1
同
廿
八
日
後
藤
江
罷
越
供
血
､
先
達
而
〆
高
高
書
出
侯
様
申
渡
候
所
'
難
渋
之
由
､
左
侯
ハ
,
銘
々
商
高
印
封
こ
も
い
た
し
被
差
出

侯
ハ
,
伸
ケ
間
へ
商
高
相
知
侯
事
も
有
之
間
数
'
此
方
J
も
懸
り
役
人
之
外
他
見
致
ス
間
数
候
問
'
壱
人
別
こ
い
た
し
被
差
出
侯
様

申
渡
供
へ
ハ
'
是
辻
も
難
渋
之
由
断
申
入
ら
れ
侯
段
'
聞
屈
侠
'
依
之
先
商
高
宙
出
侯
義
ハ
其
分

二
致
匿
'
扱
右
二
付
今
日
改
テ
申

渡
侯
義
ハ
此
度
御
役
銀
被
仰
付
侯
二
付
'
銀
は
壱
分
之
増
歩
御
免
被
仰
付
俵
へ
ハ
'
右
壱
分
之
割
合
ヲ
以
銘
々
商
高

二
応
し
役
鍛
何

撃

-相
成
侯
故
,
其
方
仲
ケ
間
中

一
鉢

l最

極
可
申
開
段
被
申
焼
二
付
'
壱
分
之
増
歩
私
共
方
二
徳
用
有
之
様
被
思
召
候
得
共
'
徳

用
ニ
ハ
相
成
不
中
段
色
々
中
人
侯
得
共
'
兎
角
衆
知
無
之

(下
略
)

一
同
夜
又
々
金
座
へ
罷
越
､
先
刻
後
藤
御
役
所

二
両
被
仰
閲
侯
趣
二
田
ハ
'
私
共
御
役
銀
差
出
候
義
承
知

二
相
決
居
候
様
被
存
候
得

共
'
東
知
仕
侯
義

二
両
は
無
之

(下
略
)

と
あ
っ
て
'
商
高
届
出
か
ら

1
分
増
歩
に
よ
る
利
益
額
の
届
出
へ
と
手
法
を
変
へ
て
き
た
後
藤
方
に
対
し
て
'
妥
協
の
色
を
み
せ
な
い
ば

天
明
期
江
戸
両
替
良
役
金
]
件

(松
岡
)
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か
り
か
'
役
銀
差
出
そ
の
も
の
を
東
詳
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
居
直

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
間
'
最
初
か
ら
役
銀
割
合
法
を
後
藤
と
両
替
商
の
交
渉
に
委
ね
て
い
た
町
奉
行
所
は
'
依
然
と
し
て
直
接
の
介
入
を
避
け
へ
十
二

月
十
九
日
に
本
両
替
仲
間
か
ら
役
銀
免
除
の
願
書
が
提
出
さ
れ
た
後
も
沈
黙
を
続
け
て
い
た
が
'
五
カ
月
を
経
た
天
明
二
年
四
月
二
十
六

日
に
至
っ
て
本
両
替
仲
間
行
事
を
呼
出
し
'
増
歩
に
関
す
る
両
替
屋
の
主
張
の
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
と
共
に
'
仲
間
か
ら
金
座
へ
差
出

す
年
間
の
直
シ
金
の
員
数
と
'ー
そ
れ
に
よ
っ
て
両
替
屋
の
取
得
す
る
益
金
'
お
よ
び
素
人
の
両
替
商
売
を
厳
禁
す
れ
ば
仲
間
商
高
の
増
加

に
効
果
が
あ
る
か
の
171ヵ
条
に
つ
い
て
の
答
申
を
求
め
た
｡
こ
れ
に
対
す
る
五
月
朔
月
付
の
答
申
で
'
本
両
替
仲
間
は
次
の
通
-
述
べ
て

い
る
｡

一
右
被
為
仰
渡
侯
壱
分
之
増
歩
､
両
替
相
場

二
不
相
拘
訳
'
雪
は
当
日
相
庭
五
拾
八
匁
九
分
九
厘
'
五
拾
九
匁
壱
厘
'
如
此
段
々
売
買

仕
'
右
五
拾
九
匁
を
中
墨

二
相
定
､
御
書
上
仕
来
侯
､
私
共
仲
ケ
問
売
買
仕
払
処
'
左

二
率
申
上
供

'
T
御
書
上
相
極
侯
相
庭
之
元

金
壱
両

二
付
銀
五
拾
九
匁
中
墨
是
を
元
立

二
仕

今
日
相
場

′

金
壱
両

二
付
銀
五
拾
八
匁
九
分

売
上

中
墨
元
五
拾
九
匁

金
壱
両
こ.付
銀
五
拾
九
匁
壱
分

買
上

右
之
通
書
上
置
､
私
共
売
買
任
侠
処
'
左
之
通
-

金
壱
両

二
付
鋭
五
拾
八
匁
九
分
九
厘

売

中
墨
元
五
拾
九
匁



金
壱
両

二
付
錠
五
拾
九
匁
壱
厘

買

右
之
振
合
を
以
仲
ケ
間
売
買
仕
来
侯
'
御
書
上
二
相
遵
仕
儀
様

二
相
見
得
侯
へ
共
'
日
々
相
庭
之
高
下

二
寄
'
増
減
は
可
有
御
座
候

得
共
'
元
立
之
仕
方
は
動
キ
不
申
侯

此
度
壱
分
之
増
歩
御
免
被
為
仰
付
侯
処
'
左
之
通
相
成
侯

1
御
書
上
二
相
桂
候
相
庭
之
覚

金
壱
両
二
付
銀
五
拾
九
匁
中
塾
是
を
元
立
二
仕

今
日
相
庭

金
壱
両

二
付
銀
五
拾
八
匁
八
分
五
直

中
墨
元
五
拾
九
匁

金
壱
両
二
付
銀
五
拾
九
匁
壱
分
五
厘

売
上

買
上

但
此
相
庭

二
両
売
上
侯
得
は
仲
ケ
問
商
内
♂
徳
分
多
キ
様
二
相
見
得
侯
得
共
､
徳
分
ハ
有
之
供

こ
も
限
り
不
申
侯
'
左
之
相
場

こ
て
買
供
へ
ハ
三
分
方
相
残
り
候
得
共
､
銀
子
有
無
之
時
節
､
又
ハ
銀
高

こ
も
寄
徳
分
之
処
定
-
候
義
無
御
座
哉
率
存
供

右
之
通
召
上
置
'
私
共
仲
間
取
迫
候
所
は

金
壱
両
一二
付
銀
五
拾
八
匁
九
分
九
厘

中
島
五
拾
九
匁

金
壱
両

二
付
銀
五
拾
九
匁
壱
厘

但
売
渡
侯
義
'
仲
ケ
問
之
外
は
至
テ
無
数
'
素
人
･b
買
入
侯
銀
子
も
元
手
金

二
差
支
恢
節
は
少
々
損
毛
有
之
朕
両
も
仲
ケ
間
9

売
渡
申
侯
'
此
扱
徳
ハ
相
桂
り
不
申
候
へ
共
'
御
当
地
は
金
通
用
重

二
御
座
候
上
､
外
商
完
と
達
'
充
と
只
と
両
方
不
任
侠
而

天
明
期
江
戸
両
替
畠
役
金

1
件

(鶴
岡
)
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は
徳
分
無
之
商
売
鉢

二
御
座
候

右
之
通
之
中
墨

二
壱
厘
弐
厘
或
は
三
四
度
程
宛
之
歩
ミ
ニ
而
売
買
仕
来
供
'
尤
弐
分
之
歩
二
不
相
用
と
申

二
両
は
無
御
座
候
得
共
'

少

二
両
も
両
替

二
参
候
著
勝
手

二
成
侯
事
故
'
直
段
之
所
所
々
聞
合
侯

二
付
'
自
ラ
ゆ
る
か
せ
こ
任
侠
得
は
私
共
商
売
鉢
日
々
表
敬

相
成
慎

二
付
､
自
然
と
世
利
合
侯
而
売
買
仕
侯
'
壱
分
之
増
歩
被
為
仰
付
侯
両
も
'
仲
ケ
間
売
買
井
二
素
人
商
共
相
拘
不
申
哉

二
乍

恐
奉
存
候
'
当
時
御
上
諸
色
御
用
代
銀
も
大
方
ハ
弐
朱
判

二
両
御
払
､
御
用
代
銀
子
に
て
出
侯
義
は
甚
無
数
御
座
候
'
銀
子
取
造
次

第

二
蒋
相
成
侯
故
'
近
年
両
替
屋
不
繁
昌

二
相
成
'
其
上
御
屋
敷
様
方
之
御
払
銀
､
其
節
入
札
等
仕
侯
義
'
右
中
墨
相
庭

♂
五
七

度
又
は
壱
分
弐
分
位
宛
も
運
送
入
用
込
'
自
分
々
之
存
寄
次
第
入
札
仕
供
義

二
御
座
候
'
勿
論
其
節
銘
々
銀
子
入
用
二
差
向
候
者
と

銀
子
不
用
之
者
と
銘
々
存
寄
次
第
入
札
仕
候
義

二
御
座
候
'
是
以
日
々
相
庭
高
下
御
座
慎

二
付
損
益
之
処
難
計
奉
存
候
'
随
分
銘
々

出
情
入
札
仕
'
渡
世
仕
侯
義

二
御
座
候
'
増
歩
五
厘
之
処
右
買
諸
相
庭
江
指
加
へ
銀
買
諸
侯
様
任
侠

ハ
､
､
五
厘
丈
ケ
御
足
敷
様
方

御
不
益

二
御
座
候
'
右
中
上
侯
通
､
御
用
代
銀
出
方
無
数
'
其
上
銀
遣
ひ
之
御
昆
敷
様
方
も
金
遣
ひ
こ
相
成
俵
田
ハ
難
義
至
極
奉
存

供
'
上
方
引
話
中
候
諸
商
人
共
諸
代
B
物
売
買
仕
侯
も
'
銀
之
相
庭
算
用
二
込
利
潤
相
考
商
売
仕
侯
義

二
御
座
候
得
は
'
右
五
度
丈

ヶ
自
然
と
諸
代
tl物
江
も
相
響
､
世
上

1
統
難
渋
可
仕
哉
'
右

二
順
シ
両
替
屋
共
商
売
鉢
自
然
と
不
繁
昌
可
仕
哉
と
歎
ケ
敷
奉
存
侯

1
素
人
二
両
両
替
商
売
仕
侯
老
御
差
留
被
仰
付
候
ハ
,
私
共
商
内
高
増
可
申
故
と
被
為
遊
御
尋
難
有
率
存
侯
'
然
共
御
当
地
は
金
通
用

勝

二
而
銀
通
は
稀
成
儀

二
御
座
候
故
'
縦
素
人
ニ
TE
銀
売
買
任
侠
老
御
座
候
両
も
'
詰
り
両
替
鉢
へ
持
参
可
仕
哉
と
乍
恐
奉
存
侯
'

左
侯
得
は
商
高

こ
ね
ゐ
て
も
多
少
は
御
座
有
間
数
様
二
奉
存
侯

1
環
金
凝
日
金
私
共
仲
ケ
問
が
金
座
江
差
出
供
は
'
段
々
と
滑
置
､
首
丙
弐
首
両
二
重
供
而
直
シ
ニ
指
出
へ
尤
日
数
相
懸
り
直
シ
出
来

仕
侯
､
去
丑
年
中
環
金
高
左
之
通
リ

1
預
金
千
五
百
両
程

金
座
江
差
出
候



此
直
代
弐
貫
首
日
程

1
預
金
千
五
首
両
程

素
人
メ
買
入
私
共
請
取
候

此
直
代
弐
貫
五
百
五
拾
日
程

直
シ
代
差
引
′
テ
四
百
五
拾
日
程

徳
分

二
御
庄
侠

凡
右
金
座
直
シ
代
メ
壱
両

二
付
三
分
程
宛
徳
分
御
座
供
'
然
共
別
段
率
中
上
侯
通
り
'
日
数
相
懸
り
慎

二
付
歩
合
同
様
之
儀

二
御

ー座
侯

右
之
通
預
金
買
入
供
得
共
'
預
金
之
義
は
全
商
売

二
任
侠
と
申
事

こ
は
無
御
座
候
'
金
座
江
取
次
同
様

二
古
来
β
相
心
得
罷
在
供
､

此
段
御
尋

二
付
車
中
上
院

前
書
奉
中
上
侯
通
'
増
歩
被
為
仰
付
侯
処
'
私
共
難
渋
車
中
上
侯
段
'
甚
恐
大
串
候
待
井
､
右
増
歩
私
共
助
成

二
相
成
不
中
段
'
相

訳
リ
侯
様
可
革
中
上
旨
'
訳
而
被
為
仰
付
慎

二
付
不
疏
恐
奉
中
上
候
段
'
何
分
御
免
被
成
下
被
為
閲
召
分
被
下
位
候
様
'
乍
恐
奉
燐

上
候
'
以
上

天
明
二
寅
年
五
月
朔
日

本
両
替
町
駿
河
町

蕃
両
替
圧
行
事勘

四

郎

代

喜
平
次

庄

左

衛
門

代

伊
兵
衛

御

車

行

所

様

天
明
期
江
戸
両
替
良
役
金

一
件

(鶴
岡
)



史
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石
六

長
文
を
厭
わ
ず
延
々
と
引
用
し
た
の
は
'
薄
利
を
強
調
す
る
た
め
の
粉
飾
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
'
返
答
容
の
諸
処
に
当
時
の
江

戸
本
両
替
の
営
業
の
枚
数
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
｡

例
え
ば
本
両
替
が
行
な
っ
て
き
て
い
る
金
銀
相
場
の
書
上
と
現
実
の
取
引
価
格
と
の
関
係
が
あ
る
｡
す
な
わ
ち
書
上
相
場
は
当
日
の
相

場
の
伸
値

(中
墨
)
を
示
し
た
上
で
'
売
買
の
問
に
弐
分
の
差
を
つ
け
て
書
上
げ
る
も
の
で
'
売
買
の
実
価
を
示
す
も
の
で
は
な
い
｡
仲

間
取
引
の
実
際
は
一
㌧
二
度
な
い
し
三
㌧
四
厘
の
差
額
で
売
買
き
れ
て
お
り
'
御
足
数
万
の
御
用
も
同
業
者
の
競
争
入
札
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
る
か
ら
､
歩
銀
は
至
っ
て
薄
利
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
｡
こ
れ
は
江
戸
の
本
両
替
屋
が
行
な
う
金
銀
売
買
の
歩
銀
は
'
個
々
の
業
者

の
当
面
の
銀
需
要
の
多
寡
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
'
法
定
の
許
可
限
度
額
と
は
無
関
係
で
あ
-
'
売
買
の
損
益
は
相
場
そ
の
も
の
の
変

動
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
収
に
法
定
の
増
歩
を
励
行
す
れ
ば
'
御
足
数
万
は
不
利
益
を
蒙
る
で
あ

ろ
う
と
警
告
し
て
い
る
の
は
正
し
い
が
'
そ
れ
に
よ
っ
て
銀
の
御
払
い
が
差
控
え
ら
れ
る
と
､
再
録
二
朱
の
増
加
以
来
著
し
い
銀
流
通
の

減
少
に
拍
車
を
か
け
'
鋲
高
と
な
っ
て
諸
物
価
の
上
昇
を
も
た
ら
し
'
世
上

1
銃
の
難
渋
に
つ
ら
な
る
と
ま
で
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
の

は
'
強
弁
の
感
を
脱
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
ま
た
町
奉
行
所
の
両
替
星
に
対
す
る
1
種
の
慰
撫
策
と
も
と
れ
る
素
人
の
両
替
商
売
の

禁
止
に
関
す
る
諮
問
に
'
素
人
の
金
銀
売
買
も
結
局
は
自
分
た
ち
が
手
掛
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
影
響
な
し
と
答
え
て
い
る
の
は
'

銭
両
替
と

1
線
を
劃
し
た
本
両
替
の
立
場
の
表
明
で
あ
る
｡

な
お
預
金
の
直
シ
金
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
答
申
に
は
恐
ら
く
実
情
に
近
い
も
の
が
あ
る
日U
思
わ
れ
る
｡
そ
こ
で
は
前
年
度
の
年
間
直

シ
金
を
約

一
㌧
五
〇
〇
両
'
そ
れ
に
よ
る
金
座
の
所
得
を
銀
約
二
貫

一
〇
〇
日
と
い
っ
て
い
る
｡
仮
に
こ
の
数
字
が
実
数
に
近
い
と
す
れ

ば
'
預
金
の
直
し
に
よ
る
金
座
の
所
得
は
年
間
僅
か
に
三
五
両
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
数
字
と
並
べ
て
記
し
て
い
る

両
替
屋
の
環
金
買
入
差
額
や
'
金
座
直
し
料
と
の
差
か
ら
生
ず
る
所
得
額
は
疑
わ
し
く
'
い
ず
れ
に
せ
よ
幕
府
が
役
金
上
納
の
代
位
と
し

た
環
金
直
し
金
の
無
料
化
は
'
本
両
替
屋
に
と
っ
て
無
意
味
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
同
時
に
､
永
-
金
貨
改
鋳
の
途
絶
え



た
金
座
の
困
窮
の
一
端
も
推
測
さ
れ
る
｡

き
て
'
こ
の
よ
う
な
頑
強
な
反
論
を
く
-
返
す
態
度

に
業
を
煮
し
た
と
思
わ
れ
る
町
奉
行
所
は
'
天
明
二
年
五
月
二
十
六
日
に
至
っ

て
'
老
中
田
沼
主
殿
頭

･
側
用
人
水
野
出
羽
守
に
対
し
て
'
次
の
よ
う
な
伺
詔
を
提
出
し
て
指
示
を
仰
い
だ
｡

両
替
屋
共
メ
金
座
江
役
銀
差
出
侯
儀

二
付
t
.先
達
而
松
平
右
京
大
夫
殿
御
書
付
被
仰
渡
候
通
､
両
替
屋
共
呼
出
申
渡
'
後
藤
庄
三
郎

方
江
度
々
差
迫
､
追
々
対
談
為
任
侠
得
共
'
兎
角
申
談
之
趣
行
届
不
申
峡
､
尤
右
は
両
替
之
増
歩
御
免
被
成
下
､
役
銀
差
出
候
儀

二

侯
問
'
右
増
歩
分
両
替
屋
共
銘
々
身
分
メ
差
出
侯
と
申
道
理
二
無
之
'
井
上
預
金
軽
日
金
無
代

二
両
相
直
候
間
'
可
相
障
様
無
之
処

難
儀
之
趣
申
立
'
庄
三
郎
方
二
両
申
談
辻
も
相
整
申
間
数
様
子
二
率
存
侯
'
依
之
両
替
昆
共
呼
出
利
害
申
開
吟
味
詰
'
役
銀
高
相
極

次
第
私
御
役
所
江
取
立
､
庄
三
郎
方
江
相
渡
候
様
任
侠
ハ
∴

右
御
召
付
之
趣
と
ハ
取
斗
方
訳
連
中
侯
間
'
此
段
奉
伺
焼
'
以
上

真
五
月

牧
野

大
隅
守

後
藤
庄
三
郎
と
両
替
商
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
役
金
割
当
法
を
決
め
さ
せ
る
と
い
う
既
定
方
針
は
'
両
替
屋
の
反
対
の
た
め
に
解
決
の
目

途
が
な
い
｡
こ
の
上
は
町
奉
行
所
が
表
面
に
出
て
'
役
金
額
と
そ
の
割
当
法
を
強
制
的
に
決
定
し
'
且
つ
そ
の
取
立
も
専
行
所
が
行
な
っ

て
'
後
藤
方
に
渡
す
ほ
か
は
な
い
と
述
べ
'
当
初
の
方
針
を
変
更
す
る
許
可
を
求
め
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
伺
に
対
し
て
'
老
中
田
沼
は
六

月
十
五
日
に

｢書
面
取
斗
方
之
儀
取
調
'
先
相
伺
候
様
可
仕
｣
と
'
具
体
案
を
宋
定
し
て
伺
出
る
こ
と
の
指
示
を
下
し
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
老
中
指
示
に
基
づ
い
て
'
同
年
八
月
二
十
九
日
町
率
行
所
は
惣
両
替
星
へ
対
し
､
過
去
二
年
間
の
商
高
の
告
上
げ
を
厳
命
し
た
｡
･

こ
れ
ま
で
後
藤
方
か
ら
の
要
請
に
抵
抗
を
続
け
て
き
た
本
両
替
仲
間
も
'
町
奉
行
所
の
下
命
に
は
抗
し
難
い
と
判
断
し
'
提
出
期
日
の
九

u醒

月
五
日
に
商
高
の
書
上
を
個
別
に
封
印
の
上
'
そ
れ
上ぐ
､
の
町
名
主
へ
提
出
し
て

い
る

｡

か
く
し
て
天
明
元
年
八
月
の
最
初
の
申
渡
か
ら

一
年
余
を
経
た
同
二
年
十

一
月
二
十
八
日
に
'
町
率
行
所
は
名
主

･
家
主

･
五
人
組
同

伴
.の
両
替
臣
中
に
対
し
て
'
両
替
増
歩
と
預
金
直
シ
無
代
の
冥
加
と
し
て
'
役
金

一
カ
年

1
万
五
千
両
宛
'
十
力
年
間
の
月
割
上
納
を
命

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

一
件

(鶴
岡
)

]
〇
七



史
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号

じ
'
名
主
に
毎
月
二
日
納
入
の
役
金
取
立
掛
り
を
命
じ
た
の
で
あ
る
｡

年

一
万
五
千
両
と
い
う
役
金
高
は
何
を
根
拠
に
し
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
下
命
に
先
立
つ
同
年
十
月
十
五
日
に
'
町
奉
行
か

ら
'
側
用
人
水
野
出
羽
守
に
提
出
し
認
可
さ
れ
た
内
何
番
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

両
替
屋
共
金
座
江
役
銀
差
出
侯
儀
'
先
達
両
御
書
付
之
趣
申
渡
侯
処
'
品
々
難
儀
之
旨
申
立
侯
間
'
本
両
替
屋
井
銭
両
替
星
廿
六
組

上
野
領

･
牛
込
済
松
寺
領
二
罷
在
候
銭
両
替
昆
共
､
当
時
都
合
六
育
三
拾
壱
人
銘
々
云
々
子

･
去
寅
両
年
分
両
替
高
為
書
出
'
致
平

均
侯
処
､
壱
ヶ
年
之
両
替
高
都
合
金
百
九
拾
八
万
千
百
四
拾
七
両
弐
朱

二
両
御
座
候
､
右
金
高
を
以
為
役
銀
金
壱
丙
二
付
銀
壱
分
宛

之
積
取
立
候
得
は
金
三
千
三
百
壱
両
三
分
余
罷
成
侯
､
併
右
書
出
侯
両
替
高
は
銘
々
申
立
俵
田
巳
二
両
虚
実
之
儀
難
相
知
侯
'
然
共

此
儀
相
乱
侯
市
は
役
銀
取
立
之
儀
二
相
障
可
中
華
存
供
､
軌
も
右
之
通
此
度
両
替
之
増
歩
御
免
被
下
侯
上
は
増
歩
は
全
世
上
江
相
掛

侯
義

二
両
両
替
屋
共
身
分
メ
差
出
候
筋
無
之
旨
'
得
と
利
害
申
開
債
鬼
'
何
も
得
心
仕
'
難
渋
仕
候
も
の
当
時
壱
人
も
無
之
旨
申

出
'
尤
役
銀
申
付
次
第
可
差
出
由
申
供
二
付
'
右
満
額
日
金
無
代
二
両
相
直
､
且
増
歩
被
成
下
侯
歩
合
相
考
､
役
銀
壱
ヶ
年

二
壱
万

五
千
両
ツ
､
拾
ヶ
年
之
内
年
々
当
御
役
所
江
差
出
侯
様
申
渡
'
尤
両
替
屋
共
居
所
支
配
之
名
主
共
江
取
集
方
掛
り
申
付
'
当
御
役
所

江
為
相
納
侯
上
'
後
藤
庄
三
郎
方
江
相
渡
可
中
と
奉
存
侯
､
右
役
鋲
約
万
之
儀
取
極
り
侯
上
は
庄
111郎
方
江
直
々
為
相
納
め
様
可
任

侠
'
依
之
此
段
御
内
々
奉
伺
侯
'

(朱
魯
)

｢
但

役

銀
取
立
方
年
限
無
御
座
候
両
は
上
納
仕
候
も
の
共
'
際
限
も
無
之
儀
二
存
侯
市
は
如
何
工
率
存
侯
間
､
先
ツ
拾
ヶ
年
之
相
定

中
上
侯
儀
二
御
座
焼
'
尤
年
数
相
立
焼
ハ
,
其
節
又
侯
年
限
被
仰
付
候
方
可
然
哉
二
奉
存
候
｣

京
十
月

牧
野

大
隅
守

こ
の
何
書
を
み
る
限
り
､

1
万
五
千
両
と
い
う
金
額
は
帰
納
的
に
算
出
さ
れ
た
数
字
で
は
な
-
'
恐
ら
-
幕
閣
当
局
か
ら
指
定
さ
れ
た



も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
｡
何
故
な
ら
文
中
に
あ
る
通
り
'
金
額
策
定
の
た
め
に
市
中
の
惣
両
替
堅

ハ
≡

7
人
か
ら
提
出
さ
せ
た
安

永
九

･
天
明
元
両
年
分
の
両
替
高
合
計
の
年
平
均
は
金

一
九
八
万

一
'

一
四
七
両
二
朱
で
あ
り
'
こ
れ
に
相
当
す
る
増
歩
は
三
'
三
〇
一

両
三
分
余
に
し
か
達
し
な
い
｡
町
孝
行
所
は
こ
の
金
額
が
両
替
屋
各
自
の
申
告
で
あ
っ
て
'
虚
実
の
宗
付
け
が
な
い
と
い
う
理
由
で
'
召

上
数
値
の
五
倍
に
当
る
1
万
五
千
両
を
唐
突
に
査
定
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

惣
両
替
屋
が
書
上
げ
た
安
永
九

･
天
明
元
両
年
の
両
替
商
額
の
明
細
堂
が
す
史
料
は
得
ら
れ
な
い
が
､
そ
の
う
ち
本
両
替
臣

(六
軒
)

の
召
上
分
は
第
4
表
の
通
-
で
あ
る
｡
そ
の
1
カ
年
平
均
総
額
は
二
〇
万
〇
五
六
〇
両
余
と
な
る
か
ら
'
総
両
替
屋
分
の
一
九
八
万

1
､

一
四
七
両
の
1
〇
･
1
%
に
当
る
わ
け
で
あ
る

(従
っ
て
'
銭
両
替
の
平
均
年
商
額
は
1
七
八

万
〇
五
八
七
両
)
｡
そ
し
て
本
両
替
屋

の
商
高

に
伸
ケ
間
分
と
素
人
分
の
内
訳
が
示
さ
れ
て
い

る
の
は
'
同
業
者
間
取
引
の
歩
銀
が
柾
め
て
少

な
い
と
い
う
上
述
し
た
両
替
屋
の
言
分
に
対
応

す
る
も
の
で
'
圧
倒
的
な
部
分
が
同
業
者
間
の

取
引
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
数
字

で
示
そ
う
と
し
た
作
為
が
存
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
｡
因
み
に
こ
1
で
素
人
取
引
と
い
う
も
の

の
内
実
は
明
ら
か
で
な
い
が
'
問
屋
商
人
ら
の

営
業
上
の
必
要
に
よ
る
両
替
の
ほ
か
に
'
投
機

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

一
件

(鶴
岡
)

第4表 本両替仲間両替商高 (但銀売高)
天明2年9月11日啓上

安永9子年 天明1丑

年(内訳邑袋ケ賢) (内訳 左

ニ同)三 谷 三九郎
両 歩 両 歩36,020-0

38,730-0(邑 3…J.37…3) (ab3

iJ,…303:3)三井次郎右エ門 29,561-1(邑29一23062_1) 12.159-2

(邑11,9,05g:…)三 谷 勘四郎 ll
.229-1 12,051-1(邑 …:233:1

0) (a ,9,.%0510:i)三 谷 苛次郎 43.790-0 40,5
70-0(多分仲ケ問) (

多分仲ケ間)3,080-0 7-160-0三谷 庄左街門
(邑 213735.0_-g)(邑 6.:…3

...3)三 谷 苔三郎 91.
000-0 75.770-0(多分

仲ケ間) (多分仲ケ間)汁 214,680-2 1
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一
一〇

的
な
貨
幣
相
場
取
引
を
行
な
う

1
部
町
人
の
商
行
為
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
数
値
は
'
ま
き
に
町
奉
行
所

の
云
う
通
り

｢虚
実
之
儀
難
相
知
｣
も
の
で
は
あ
る
が
'
江
戸
の
本
両
替
屋
の
両
替
業
務
が
銀
為
替
の
取
組
み
や
決
済
と
の
関
係
を
主
と

し
て
営
ま
れ
て
い
た
特
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
当
時
の
本
両
替
仲
間
は
三
井
と
三
谷

一
統
と
だ

(27
)

け
で
構
成
さ
れ
､
取
引
の
九

〇
%
近
く
が
三
谷

一
統
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

｡

四

さ
て
'
以
上
の
通
り
実
態
調
査
に
基
づ
く
と
言
い
な
が
ら
､
そ
れ
と
無
関
係
に
1
万
五
千
両
の
役
金
額
を

1
万
的
に
強
制
査
定
を
し
た

も
の
の
'
町
奉
行
所
は
そ
の
業
者
間
に
お
け
る
分
担
方
法
に
つ
い
て
は
､
全
-
見
通
し
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
現
に
'
役
金
高

1

万
五
千
両
を
申
渡
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
十

一
月
二
十
九
日
付
の
側
用
人

･
若
年
寄
宛
の
町
挙
行
届
書
に
も

｢右
は
多
人
数
之
儀
'
割
合

等
急
二
取
調
出
来
不
仕
儀
間
'
名
主
共
之
内
掛
り
申
渡
'
来
卯
正
月
メ
月
々
取
集
'一
私
御
役
所
江
為
相
約
､
後
藤
庄
三
郎
江
相
渡
侯
様
可

仕
侯
｣
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
卓

の
後
の
経
過
を
み
て
み
る
と
､
南
町
奉
行
所
の
掛
り
与
力
山
本
茂
市
郎
が
十
二
月
朔
日
に

本
両
替
屋
と
銭
両
替
仲
間
行
事
を
呼
出
し
て
､
割
合
法
の
決
定
の
督
促
を
し
て
い
る
｡
そ
の
折
の
模
様
を
本
両
替
屋
行
事
は
次
の
よ
う
に

記
録
し
て
い
る
｡

山
本
茂
市
郎
様
被
仰
渡
侯
ハ
'
二

昨
廿
八
日
其
方
共
へ
御
役
銀
被
仰
付
侯
金
高
壱
万
五
千
両
'

1
統
割
合
之
義
い
か
～
致
シ
相
納
侯

哉
'
銭
両
替
昆
共
江
も
呼
出
し
相
尋
侯
処
t.
多
人
数
故
未
相
談
不
相
決
侯
二
付
'
釆
八
日
二
割
合
等
之
義
可
申
上
段
申
侯
､
其
方
共

之
存
寄
ハ
い
か
1
ニ
侯
哉
'
所
存
可
申
上
之
段
被
仰
慎
二
付
､
私
共
義
は
取
集
御
懸
勺
被
仰
渡
侯
名
主
共
メ
割
合
い
た
し
'
申
開
侯

･
義
と
相
心
得
罷
在
侯
段
中
上
侯
処
'
夫
ハ
心
得
遵

二
両
供
､
名
主
共
へ
ハ
取
立
役
ヲ
被
仰
付
侯
､
割
合
之
儀
ハ
両
替
屋
共

一
鉢
二
被

仰
付
侯
へ
ハ
､
多
少
割
合
其
方
共
申
合
剤
合
い
た
し
相
納
可
申
事
二
俣
'
銭
昆
江
ハ
エ
向
掛
合
も
不
致
哉
'
兎
角
別
く

こ
致
侯
而



ハ
割
合
出
来
申
間
数
侯
､
此
方
メ
差
回
ハ
成
り
不
申
'
御
上
二
両
ハ
縦
令
壱
人
壱
万
五
千
両
相
納
侯
辻
も
御
構
無
之
候
'
右
金
高
之

'内
何
程
本
両
替
屋
二
田
出
シ
､
何
程
ハ
番
組
之
方
二
両
出
シ
可
中
と
申
侯
両
も
'
壱
方
二
両
も
取
心
無
之
侠
而
ハ
割
合
難
此
釆
事
二

被
存
侯
､
番
組
江
懸
合
い
た
し
割
合
取
極
､

1
統
二
可
申
上
段
被
仰
渡

要
す
る
に
'
奉
行
所
と
し
て
は
惣
両
替
屋
に
課
し
た
年
間

一
万
五
千
両
の
役
銀
が
完
納
き
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
'
そ
の
割
付
法
に

は
関
与
し
な
い
｡.極
端
に
い
え
ば
､
特
定
個
人
が
単
独
で
納
入
し
て
も
よ
い
の
だ
と
ま
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
｡
そ
し
て
本
両
替
屋
が

主
導
し
て
銭
両
替
と
の
負
担
割
合
を
決
定
し
て
報
告
せ
よ
と
命
じ
た
の
で
あ
ろ
｡
掛
り
与
力
の
山
本
は
､

一
方
で
銭
両
替
二
七
人
の
行
事

に
対
し
て

｢多
人
数
二
億
へ
ハ
平
之
老

1
統
二
相
談
ヲ
致
侯
而
ハ
相
極
兼
可
中
間
､
其
方
共
廿
七
人
計
談
合
仕
'
ケ
様
に
も
任
侠
ハ
二

統
得
心
い
た
し
'
御
役
銀
高
都
合
二
上
納
相
成
可
申
｣
と
差
図
し
て
い
る
｡

し
か
し
な
が
ら
'
も
と
も
と
業
態
の
異
な
る
本
両
替
屋
が
銭
両
替
屋
を
統
御
す
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
し
､
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

本
業
を
も
つ
六
〇
〇
人
近
い
銭
両
替
の
意
志
を
番
凝
行
事
が
統

1
す
る
カ
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
し
か
も
串
は
新
規
で
高
額
な
役

銀
割
付
と
い
う
切
実
な
利
害
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
特
に
一
万
五
千
両
の
額
が
商
高
と
い
う
基
準
を
離
れ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と

が
､
事
態
を
1
屑
混
乱
に
陥
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡

こ
の
時
点
で
交
渉
の
主
導
権
は
'
数
の
上
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
銭
両
替
の
側
に
一
時
的
に
移
っ
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
｡
し
か

も
そ
の
意
見
は
統

一
き
れ
ず
､
申
告
期
日
の
十
二
月
八
日
に
提
出
さ
れ
た
番
組
の
訴
状
は
九
通
に
も
及
ん
だ
と
い
う
｡
そ
し
て
同
日
本
両

替
仲
間
が
提
出
し
た
膜
書
は
'
銭
昆
仲
間
の
多
数
意
見
に
便
乗
し
た
形
を
と
っ
た
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
｡

一
右
御
役
銀
高
割
合
之
儀
は
両
替
屋
共

1
鉢
取
掻
メ
仕
可
申
上
之
旨
被
仰
渡
慎
二
付
'
仲
ケ
間

1
統
談
合
仕
侯
所
'
右
御
役
銀
高
乍
恐

広
大
之
御
儀
二
付

1
同
当
惑
至
極
仕
候
'
然
レ
共
被
仰
渡
侯
趣
率
恐
入
慎
二
付
'
銭
両
替
屋
共
江
申
談
'
御
定
天
秤
数
二
割
合
､
十

ヶ
年
之
問
上
納
可
仕
哉
之
段
談
合
任
侠
匁
'
当
分
難
渋
任
侠
老
有
之
侯
間
'
銭
両
替
屋
共
御
麟
中
上
倣
趣
を
以
'
上
納
方
御
閉
済
被

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金
1
件

(仇
岡
)

二

一



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
五
号

下
位
候
様
､

一
同
御
慈
悲
率
厩
上
供

こ

こ
で

｢銭
両
替
昆
共
御
願
｣
と
い
っ
て
い
る
内
容
は
､
役
金
高

1
万
五
千
両
は
｣
天
秤

一
挺
に
割
付
け
る
と
凡
そ
二
五
両
と
な
る
か

ら
､

そ
の
十
分
の
一
の
二
両
二
分
を
'
年

一
万
五
千
両
の
十
年
分
'

一
五
万
両
に
達
す
る
ま
で
年
々
上
納
し
っ
づ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
｡
銭
両
替
屋
の
申
請
通
-
と
す
れ
ば
'
役
銀
の
年
額
は
1
五
八
七
両
二
分
に
過
ぎ
ず
､

1
五
万
両
に
達
す
る
に
は
九
五
年
近
く
を
要
す

る
計
算
に
な
る
｡
こ
れ
で
は
年

1
万
五
千
両
を
十
年
継
続
し
'
期
限
に
達
し
た
際
'
年
限
の
延
長
を
行
な
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
幕
府

の
意
向
と
の
間
に
懸
隔
が
あ
-
過
ぎ
る
と
み
た
本
両
替
仲
間
は
'
こ
の
間
に
一
万
五
千
両
を
天
秤
定
数
六
三
五
で
頭
割
(
一
挺
二
三
両
余
)

と
す
る
試
案
を
三
組

･
番
組
へ
提
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
同
意
を
得
ら
れ
ず
'
撤
回
し
た
経
過
も
あ
っ
た
｡

町
専
行
所
は
三
組

･
番
組
両
仲
間
か
ら
提
出
さ
れ
た
九
通
と
共
に
'
本
両
替
屋
の
願
書
も
即
時

｢下
げ
戻
し
｣
即
ち
却
下
し
た
｡
そ
こ

で
本
両
替
屋
は
'
き
き
に
銭
両
替
屋
に
内
示
し
て
同
意
の
得
ら
れ
な
か
っ
た
御
定
両
替
屋
六
三
五
軒
頭
割

二

人
二
三
両
二
歩
七
匁
三
分

余
､
本
両
替
六
人
分

一
カ
年

1
四
t
屑
二
歩
銀

二
二
匁
余
'
十
カ
年
都
合

一
四
1
七
両

t
歩
銀
三
匁
余
)
上
納
の
仕
法
を
'
翌
九
日
に
単

独
で
提
出
し
た
｡
本
両
替
と
銭
両
替
の
共
同
歩
調
を
'
本
両
替
は
こ
の
時
点
で
放
棄
し
た
わ
け
で
あ
る
｡
こ
の
日
は
願
書
の
提
出
だ
け
で

は
済
ま
さ
れ
ず
に
御
白
洲
と
な
-
､
町
奉
行
自
身
が
出
直
し
て

其
方
共
義
年
久
敷
商
売
仕
供
養
'
何
様
之
義
被
仰
付
供
共
御
請
可
中
上
等
､
殊
二
此
度
被
仰
出
侯
御
役
銀
'
増
歩
御
免
被
成
下
候
へ

ハ
強
テ
難
渋
之
筋
二
両
ハ
無
之
､
世
上
♂
取
集
供
而
上
納
仕
侯
様
成
事
二
供
へ
ハ
難
有
季
存
､
御
話
可
中
上
等
二
俣
'
商
高
に
頂
シ

割
付
可
申
付

と
の
申
渡
し
を
受
け
た
｡
上
納
額
こ
そ
異
な
る
け
れ
ど
も
'
銭
両
替

･
本
両
替
と
も
､
｢天
秤
割
｣
｢頭
割
｣
の
均
等
割
付
を
申
請
し
た
の

を
拒
否
し
て
'
町
奉
行
所
は
再
び
商
高
基
準
の
割
付
法
の
原
則
を
持
ち
出
し
た
わ
け
で
あ
る
｡
し
か
も
掛
-
与
力
に
代
っ
て
白
洲
に
お
い

て
町
奉
行
自
身
が
申
渡
し
た
こ
と
は
'
こ
れ
以
上
の
異
議
の
申
立
て
を
許
さ
な
い
強
硬
な
態
度
を
固
め
た
こ

と
の
表
現
と
し
て
本
両
替
塵



に
う
け
と
ら
れ
た
｡
町
奉
行
所
は
こ
れ
に
つ
づ
け
て
同
十
九
日
に
名
主
を
通
し
て
t
.東
邦
正
月
か
ら
の
増
歩
の
実
施
と
'
正
月
分
以
降
翌

月
五
日
ご
と
に
両
替
商
高
の
召
上
を
命
じ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
し
て
'
増
歩
益
金
に
よ
る
役
銀
の
商
高
割
付
の
原
則
が
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
と
解
し
た
本
両
替
仲
間
は
'
増
歩
の
適
用

を
素
人
商
内
に
限
定
し
て
役
金
額
の
減
額
を
出
願
し
た
-
'
増
歩
を
売

一
方
に
つ
け
て
売
高
と
し
て
き
た
書
上
方
法
を
改
め
て
'
増
歩
は

売
買
双
方
へ
五
厘
ツ
,
付
け
'
売
買
高
の
合
計
堂

1等
分
し
た
数
字
を
商
高
と
し
て
酋
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
役
紋
所
の
減
少
を
計
る
な
.

ど
､
な
お
執
擁
な
条
件
闘
争
を
続
け
て
い
た

(注
(CIC.
)
参
照
)｡

し
か
し
'
こ
の
段
階
で
幕
閣
が
役
銀

1
万
五
千
両
の
街
と
'
均
等
割
を
排
し
て
商
高
を
基
準
に
取
立
て
る
方
針
を
既
定
方
針
と
し
て
い

た
事
実
が
'
天
明
三
年
二
月
七
日
付
で
側
用
人
水
野
出
羽
守
か
ら
町
専
行
に
達
示
さ
れ
た
次
の
御
番
付
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
｡

天
明
三
卯
年
二
月
七
日
水
野
出
羽
守
殿
御
直
御
波

後
藤
庄
三
郎
方
江
相
納
侯
両
替
屋
役
鋭
之
儀
'
両
替
星
共
差
出
侯
両
替
高
は
難
相
用
朕
二
付
'
壱
ケ
年
金
壱
万
五
千
両
為
差
出
焼

..

積
'
先
達
而
相
塩
焼
'
然
処
右
金
高
人
別
二
割
合
侠
両
は
両
替
高
之
多
少
二
寄
'
難
差
出
も
の
も
有
之
､L差
支
侯
儀
こ
も
可
有
之
哉

二
俣
問
､
先
達
tZ=
両
替
屋
共
.b
差
出
候
銘
々
両
替
高
多
少
二
准
'
奄
万
五
千
両
を
割
付
､
役
銀
為
差
出
可

然
哉
之
其

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
'
二
月
四
日
各
名
主
へ
商
高
の
召
上
げ
を
済
ま
せ
'
既
に
役
銀
上
納
を
覚
悟
し
て
い
た
本
両
替
屋
は
'
同
月
九
日

に
名
主
か
ら
役
金
の
上
納
は
御
下
知
が
あ
る
ま
で
差
控
え
る
よ
う
に
と
の
指
示
を
受
け
て
い
る
｡
そ
の
際
の
名
主
の
説
明
に
よ
れ
ば
'
上

納
の
1.時
延
期
は
銭
屋
か
ら
仲
ケ
間
商
い
分
の
増
歩
免
除
麟
い
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
と
い
う
｡
役
銀

1
件
の
そ
も
そ
も
の
初
め
か

ら
強
硬
な
反
対
者
を
含
ん
で
い
た
銭
両
替
は
'
こ

の
時
点
で
も
本
両
替
に
比
し
て
､
な
お
強

い
抵
抗
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
､
･銭
尾
側
の
記
録
が
見
出
せ
な
い
た
め
'
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
｡

こ
の
よ
う
な
一
時
の
曲
折
を
経
な
が
ら
も
'
役
金
の
第

一
回
上
納
は
結
局
仲
ケ
問
両
分
を
含
む
正
月
商
高
の
増
歩
分

一
分

二

両
に
つ

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

一
件

高

岡
)

l二二



第6表 天明3卯年正月分書上の両替高井増歩高 -I
(｢安永撰要撰集｣金銀銭両替之部より)

史
料
館
研
究
紀
要

第

一
五
号

銀 両 替 高 (A) ∴銭 両 替 高 (ち) (A)+(ち

)I仲 間 売 両 歩 -匁 ` ∴ 丙歩朱 丙歩 一匁 .129,557-1 4.405金 30,947-3 銀 7.41 33;

059-3-2-素 人 売 *.(8,502-2 ll.995)

56,946-3-2計: 39,550-2 4.45 90,006-3 - 匁
.榊163-2 銀 8.918此 増 歩 由一3 1

0.057 229-2 3.975+の数字は原史料脱落につき推算.**は銭900.〆
067文 (1両二付5,〆728文香)◎229.566両×12カ月-2,754

両

一
1
四

き
銀

一
分
の
割
)
の
割
合
で
､
二
月
二
十
四
日
に
行
な
わ
れ
た
｡
そ
し
て
そ
の
上
納
額
は
同
日

付
で
町
奉
行
か
ら
側
用
人
へ
提
出
さ
れ
た
報
告
に
よ
れ
ば
第
5
表
に
示
す
通
り
'
本
両
替

･
銭

両
替
全
体
の
増
歩
上
納
高
は
二
二
九
両
二
歩
銀
三
匁
九
七
五
で
あ
っ
た
｡
商
高
は
月
に
よ
っ
て

異
同
が
あ
る
と
し
て
も
､
単
純
に
十
二
倍
す
る
と
年
額
二
㌧
七
五
四
両
に
過
ぎ
ず
､
役
金
高

1

万
五
千
両
と
は
程
遠
い
額
で
あ
る
｡
割
付
法
の
再
検
討
が
こ
Iの
直
後
か
ら
急
が
れ
る
こ

と
に

な

っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
｡

因
み
に
､
第
5
表
で
は
商
高
を
銀
両
替
高
と
銭
両
替
高
と
に
二
分
し
た
上
.べ

そ
れ
ぞ
れ
の

仲
間
売

･
素
人
元
の
内
訳
を
示
し
て
い
る
｡
こ
の
場
合
の
銀
両
替

･
銭
両
替
は
､
仲
間
と
し
て

の
本
両
替

･
銭
両
替
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
ー｡
何
故
な
ら
ば
､
本
両
替
屋
仲
間
の
記
録
に
よ
る

と
､
天
明
三
年
正
月
分
の
申
告
商
高
は
一
万
七
二
七
八
両
二
歩
で
'
そ
の
増
歩
役
銀
額
は
鋲

一

貫
七
二
七
匁
八
分
五
度
で
あ
っ
(8
),
管

表
の
銀
両
慧

三
万
九
五
五
〇
両
二
歩
よ
り
著
し
く

少
額
で
あ
る
｡
両
者
の
差
額
は
'
本
両
替
以
外
の
両
替
商
が
行
な
っ
た
金
銀
両
替
の
額
と
推
測

し
て
大
過
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡
そ
し
て
'
こ
の
部
分
は
銭
両
替
と
金
銀
両
替
を
併
わ
せ
営

ん
で
い
た
三
組
両
替
の
金
銀
取
引
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
､
三
井
と
三
谷

一
統
に
限
定
さ
れ
て

い
た
当
時
の
本
両
替
よ
-
も
大
き
な
規
模
の
金
銀
取
引
が
三
組
両
替
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た

事
実
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
事
実
'
当
時
四
〇
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
三
組
両
替
に
は
'

後
年
文
化
五
年
に
な
っ
て
本
両
替
仲
間
に
加
入
し
た
升
屋
源
四
郎

･
殿
村
佐
五
平

･
竹
原
文
右

(29
)

衛
門

･
挿
磨
昆
新
右
門
ら
の
有
力



第
5
表
か
ら
窺
わ
れ
る
も
う

一
つ
の
点
は
'
銭
両
替
の
商
高
の
著
し
い
減
少
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
既
述
の
安
永
九

･
天
明
元
両
年
の

銭
両
替
屋
平
均
年
商
額

一
七
八
万
〇
五
八
七
両
の
月
割
は
一
四
万
八
四
〇
〇
両
近
い
の
に
､
天
明
三
年
正
月
の
銭
両
替
高

(銭
両
替
屋
商

高
で
は
な
い
)
は
九
万
両
に
過
ぎ
ず
'
こ
れ
に
金
銀
両
替
商
中
の
三
組
扱
分
を
加
え
た
も
の
を
銭
両
替
屋
商
高
と
し
て
も
'

二

万
二
千

両
余
に
し
か
な
ら
な
い
.
つ
ま
り
前
二
年
間
平
均
に
比
し
て
'
約
二
五
%
も
減
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
｡
こ
の
銭
両
替
商
高
の
減
少
の
原
因

を
速
断
す
る
こ
と
は
供
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
役
銀
上
納
に
強
奴
に
反
超
し
た
銭
尾
の
1
部
の
中
か
ら
'
天
秤
を
返
上
し
て
廃
業

す
る
者
が
早
く
も
相
当
数
現
出
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
｡
そ
れ
は
次
に
引
用
す
る
町
奉
行
の
側
用
人
宛
の
何
台
か
ら
窺
わ
れ
る
の
み
な

ら
ず
'
後
段
に
触
れ
る
通
り
､
空
株
に
対
す
る
措
匿
の
必
要
を
生
じ
た
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
点
に
注
目
す
る
の
は
'
両
替
役

銀
の
賦
課
と
い
う
幕
府
の
政
策
で
'
零
細
業
者
の
切
捨
て
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
｡

さ
て
'
商
高
を
基
準
と
す
る
増
歩
分
上
納
の
方
式
を
と
っ
た
第

1
回
徴
収
額
の
意
外
の
低
額
さ
に
解
い
た
町
奉
行
所
は
'
急
追
割
付
法

の
修
正
に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡
す
な
わ
ち
'
第

一
回
上
納
の
僅
か
三
日
後
の
二
月
二
十
七
日
に
'
三
月
四
日
を
期
限
に
'
去
年

一
力
年
分
の
両
替
高
の
家
別
書
上
げ
を
命
じ
､
更
に
三
月
四
日
に
は
組
合
内
の
上
ケ
天
秤
数
の
調
査
を
命
じ
て
お
り
'
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
､
同
月
二
十
九
日
町
奉
行
は
側
用
人
水
野
出
羽
守
に
宛
て
て
次
の
伺
宙
を
投
出
し
た
｡

先
達
而
被
仰
渡
候
後
藤
庄
三
郎
方
江
相
納
候
両
替
屋
役
銀
之
儀
'
両
替
屋
共
差
出
候
両
替
高
は
難
取
用
侯

二
付
'
壱
ケ
年
金
壱
万
五

千
両
為
差
出
候
項
先
達
而
相
塩
供
､
然
処
右
金
高
人
別
二
割
合
候
TE
は
両
替
高
之
多
少
二
寄
'
難
差
出
も
の
も
有
之
'
差
支
候
儀
も

可
有
之
哉
二
候
間
'
先
達
而
両
替
屋
共
♂
差
出
候
銘
々
両
替
高
多
少
二
准
シ
壱
万
五
千
両
を
割
付
役
銀
為
差
出
可
然
哉
之
旨
被
仰

渡
'
割
合
仕
候
処
､
左
之
通
御
座
候

右
両
替
屋
共
役
銀
惣
人
数
六
百
三
拾
壱
人
之
内
､
商
売
相
止
又
は
相
休
侯
も
の
共
相
除
'
残
而
五
首
八
拾
三
人
之
も
の
共
､
去
寅
年

壱
ヶ
年
之
商
高
為
召
出
'
右
高
江
役
銀
壱
万
五
千
両
を
以
'
銘
々
商
高
江
応
シ
割
付
候
処

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

1
件

(鶴
岡
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
五
号

り

上
之
分
商
高
金
七
万
弐
千
七
百
八
拾
両
弐
分
弐
朱

.

此
役
銀
五
百
九
拾
八
両
銀
八
分
四
度

中之鮎
酢

髭
聞
知
報
知
が

(ほ㍍
謎
桝記
㌍
鮎
昭弘
写)

.此役
銀
三
百
壱
両
壱
分
銀
拾
四
匁
壱
分
五
度

.I

-
下
之
分
商
高
金
四
拾
弐
両
弐
分

此
役
銀
壱
分
銀
五
匁
九
分
五
厘

】

一
六

右
役
銀
割
付
高
は
壱
両
二
付
銀
四
分
九
厘
三
毛

二
相
当
申
候
'
増
歩
御
免
之
高
金
壱
丙
二
付
銀
は
壱
分
二
有
之
候
処
､
壱
両
之
当
り

三
分
九
度
弐
毛
余
多
相
掛
中
晩
､
然
処
右
弐
毛
余

二
両
は
惣
高
壱
万
五
千
両
之
内
相
減
侯
問
､
弐
毛
余
之
処
を
三
毛
宛

二
致
侯
得

は
'
壱
万
五
千
三
拾
両
銀
九
匁
四
分
五
度

二
罷
成
侯
'
尤
右
は
寅
年
壱
ヶ
年
之
商
高
江
割
付
'
書
面
之
通
二
御
座
候
､
然
ル
処
増
歩

取
達
は
当
正
月
朔
日
β
相
始
メ
払

儀
二
御
座
候
'
尤
商
高
は
前
年
之
分
を
年
送
り
用
ひ
候
積
り
こ
仕
'
去
寅
年
は
増
歩
取
遣
無
之
内

之
儀
故
'
壱
万
五
千
両
之
半
高
七

千
五
首
両
を
寅
年
惣
商
高
官
八
拾
弐
万
九
千
弐
官
給
七
両
二
両
割
'
拾
両
二
付
役
銀
弐
匁
四
分
六

度
五
毛
宛
'

1
ヶ
年
役
銀
高
七
千
五
首
拾
五
両
銀
壱
匁
九
分
九
厘
余
'
是
を
十
二
ケ
月
二
割
､
･1
ヶ
月
之
役
銀
高
六
盲
弐
拾
六
両
壱

分
銀
壱
分
六
度
五
毛
余
二
罷
成
侯

但
右
は
金
壱
両
二
付
役
銀
二
分
四
厘
六
毛
五
糸

二
相
当
り
申
侯
､
増
歩
ハ
壱
両
).)付
壱
分
こ
御
座
候
間
'
差
引

1
分
四
厘
六
毛
五

･
糸
も
多
候
得
共
'
右
端
銀
を
相
除
侯
而
ハ
七
千
五
首
両
之
高
相
減
慎
二
付
､
右
端
銀
結
込
侯
故
'
本
文
之
高

二
罷
成
供

勿
論
当
年
中
之
商
高
'
釆
正
月
相
揃
候
二
付
'
来
年
相
渡
候
壱
万
五
千
両
を
商
売
高
二
割
合
'
月
々
相
渡
侯
積
御
座
候
'
左
侯
得
は

商
高
虚
実
之
儀
も
相
分
可
申
儀
と
奉
存
侯
へ
今
年
は
右
之
割
合
を
以
取
立
可
被
仰
付
払
哉
､
御
内
々
奉
伺
侯
'
以
上

卯
三
月

牧
野

大
隅
守



こ
の
内
伺
書
に
は
記
録
に
誤
写
が
あ
っ
て
文
意
を
得
難
い
部
分
も
あ
る
が
'
要
す
る
に
役
銀

一
万
五
千
両
を
前
年
度
商
高
に
割
付
け
る

と
い
う
単
純
な
方
式
に
変
更
す
る
こ
と
の
許
可
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
幕
府
が
こ
れ
ま
で
固
執
し
て
き
た

一
両
に
つ
き
銀

一
分

の
増
歩
を
両
替
屋
に
取
得
さ
せ
､
そ
れ
を
役
銀
と
し
て
上
納
さ
せ
る
と
い
う
原
則
を
放
棄
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
｡
も
っ
と
も
該
伺
書
は

原
則
の
変
更
と
い
う
表
現
を
と
ら
ず
､
む
し
ろ

一
分
増
歩
と
の
関
係
に
拘
泥
し
て
'
数
字
を
挙
げ
て
説
明
に
つ
と
め
て
は
い
る
が
'
去
年

の
商
高
に
割
付
け
れ
ば
両
に
四
分
九
厘
二
毛
に
当
っ
て
､
増
歩
の
一
分
を
遥
か
に
超
過
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(こ
の
計
算
に
当
っ

て
商
高
を
上
中
下
に
三
区
分
し
て
'
そ
の
内
訳
と
役
銀
高
を
記
し
て
い
る
が
'
上
中
下
区
分
の
基
準
は
不
明
で
あ
-
'
数
学
に
誤
写
が
あ

る
た
め
意
味
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
た
だ
初
年
度
の
今
年
は
増
歩
の
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
去
年
の
商
高
に
割
掛
け
る
関
係
上
'

特
別
に
役
銀
祝
の
半
減
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
歩
超
過
分
も
半
減
し
て
お
き
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
こ
れ
ら
の
数

字
は
'
増
歩
と
役
銀
の
関
係
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
装
う
た
め
の
虚
飾
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
云
え
よ
う
｡

こ

の
町
奉
行
提
案
が
正
式
の
東
認
を
得
た
の
は
一
カ
月
余
を
過
ぎ
た
五
月
十
日
で
'
こ
の
趣
旨
に
副
っ
た
市
中
両
替
屋
へ
の
申
放
し
は

五
月
十
四
日
と
五
月
'二
十
五
日

･J
1十
六
日
の
三
回
に
分
け
て
行
な
わ
れ
た
｡
す
な
わ
ち
､
五
月
十
四
日
は

山役
金
高
七
千
五
百
両
を
月

割
上
納
の
こ
と
'

必月
々
商
高
は
毎
月
畜
出
す
べ
き
こ
と
'

瓜当
正
月
納
入
分
は
返
却
の
こ
と
､
.

仙休
業
中
の
者
も
天
秤
所
持
の
上
は
役

錠
を
納
む
べ
き
こ
と
の
四
点
t
.五
月
二
十
五
日
は
役
金
割
合
は
寅
年
両
替
商
高
に
応
ず
べ
き
こ

と
を
中
波
し
､
翌
二
十
六
日
詰
印
に
出
頭

し
た
惣
両
替
星
に
対
し
､
銘
々
の
一
力
年
分
の
割
付
高
を
交
付
の
上
､
当
正
月
よ
り
四
月
迄
の
四
カ
月
分
の
役
金
高
を
明
後
二
十
八
日
に

納
入
､
五
月
分
は
六
月
十
日
上
納
を
申
渡
し
た
｡
な
お
休
天
秤
の
者
の
役
金
高
は

一
人
前

一
二
両

一
四
匁
九
分
四
度
六
毛
宛
と
し
て
い
る
｡

A.
こ
の
乱
付
に
よ
っ
て
本
両
替
仲
間
の
一
カ
年
役
金
高
は
六
軒
合
計
七

1
四
両
二
歩
八
匁
七
分
四
度
'
月
窃
五
九
両
二
歩
余
で
'
返
却
さ

れ
た
正
月
役
金
高
二
八
両
三
歩
余
の
倍
額
以
上
と
な
り
'
本
両
替
仲
間
行
事
は

｢右
今
日
被
仰
下
倣
御
役
銀
凡
壱
両
こ
付
弐
分
≡
厘
弐
毛

程
二
相
当
-
'
中
々
壱
分
之
増
歩
ニ
不
相
当
二
乍
恐
迷
惑
仕
侯
義
1L御
座
候
｣
と
の
不
満
を
記
し
て
い
る
?

当
時
の
惣
両
替
屋
の
構
成
は

天
明
期
江
戸
両
替
良
役
金

一
件

(鶴
岡
)

二

七



第6表 天明3年5月
現在江戸両替
商の構成

史
料
館
研
究
紀
要

第

一
五
号L -a I 61!J｢御役銀一件諸事紬｣より

二<

第6表とされており､休天秤を含むものと思われるが'役金の割付のあった翌二十七日には(三組･番組のうち'高額割付に難渋を申立てて'三百人計りが1紙に日延願書を提出､本両替仲間も同調して日延願を出したが却下され'納入期日

の二十八日に四カ月分の役金納入を済ませ
'
つ
い
で
翌
月
の
六
月
七
日
町
奉
行
所
で
直

し
小
判
無
料
実
施
の
申
渡
し
が
行
な
わ
れ
た
｡

.

こ

の
よ
う
に
し
て
強
制
実
施
さ
れ
た
両
替
役
銀
に
対
す
る
銭
両
替
屋
の
反
投
は
依
然
と
し
て
続
き
'
天
秤
の
返
上
が
相
つ
ぎ
'
そ
の
都

度
割
増
分
の
追
放
が
行
な
わ
れ
た
｡
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
'
八
月
二
十
九
日
に
両
替
昆

一
同
は
物
価
騰
貴

･
世
上
不
況
の
折
か
ら
'

(30
)

天
秤
返
上
分
の
役
銀
追
徴
の
免
除
願
を
提
出
し
た
が
'
｢外
々
納
方
二
差
障
こ
も
罷
成
候
間
'
難

取
上

殿

｣

と
し
て
'
同
年
十
月

の
再
麟

と
共
に
却
下
し
た
｡

五

と
こ
ろ
が
､
両
替
役
銀
問
題
は
翌
天
明
四
年
の
春
か
ら
'
ま
た
ま
た
再
燃
し
た
｡
そ
れ
は
さ
き
の
申
渡
し
に
よ
っ
て
両
替
商
か
ら
申
告

さ
せ
た
昨
年

1
年
分
の
両
替
商
高
の
総
額
が
､

1
昨
年
の
約
半
額
の
九
七
万
両
余
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

(第
7
表

)｡
佼
-
に

こ
の
商
高
へ
昨
年
同
様
規
定
額
の
半
額
七
千
五
百
両
を
割
付
け
る
と
し
て
も
'

1
両
当
-
の
役
鋲
は
実
に
九
分
に
当
り
､
ま
た
1
分
増
歩

で
計
算
す
れ
ば
役
金
高
は
僅
か
一
六
二
七
両
余
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
大
き
な
誤
算
を
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
｡

急
遮
対
策
に
着
手
し
た
町
奉
行
が
同
二
月
二
十
日
付
で
側
用
人
水
野
出
羽
守
に
提
出
し
'
勘
定
奉
行
松
本
伊
豆
守
の
供
覧
に
も
付
さ
れ

た
内
申
書
に
よ
っ
て
､
こ
の
間
の
事
情
を
窺
っ
て
み
よ
う
｡
そ
の
一
節
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
｡

:
月

々
書
出
供
両
替
高
実
情
之
儀
二
有
之



実
意
難
相
知
御
座
候
､
然
処
両
替
屋
六
百
三
拾
壱
人
之
内
追
々
商
売

ノ

相
止
候
も
の
共
盲
二
人
､
新
規
二
加
入
任
侠
も
の
拾
三
人
有
之
'
差

引
減
快
方
多
罷
成
朕

恐
ら
く
隠
密
同
心
の
調
査
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
､
商
高
減
少
の
一
因

が
廃
業
者

(銭
両
替
)
の
増
加
､
す
な
わ
ち
廃
業

一
〇
二
人
､
新
規
加
入

±
二
人
'
差
引
八
九
人
の
減
少
に
あ
る
こ
と
が
第

一
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
｡
き
き
に
触
れ
た
零
細
業
者
廃
業
の
傾
向
は
一
層
進
行
し
っ
づ
け
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

第7表 天明3年江戸両替商高昏上

正月 両歩 匁金 129,557-1鋲4.405

2月 86,082-2 3.

6503月 92,768-3

7.2004月 95.189-

0 12.7305月 74,9

31-2 9.5006月 63,

593-0 10.0107月

80,956-1 3.0028月 61,109-2 4.303

9月 62.979-2 7.030

ュo月 64,718-3 12.01

01i月 59,578-1 0.40

012月 104,880-0

11.530計 976,345

-2 10.770r安永撰変玖集｣天明4年2月20日
牧野大隅守内々申上院盲付より

ま
た
奉
行
所
が
両
替
商
を
召
出
し
て

｢末
年
メ
商
高
格
別
液
中
侯
､
如
何
之
儀
二
俣
故
'
御
繁
栄
之
御
当
地
之
叫
故
'
中
々
以
Tm
出
候

両
替
高
二
両
は
有
之
間
数
'
畢
尭
役
銀
差
出
間
数
為
メ
内
端
二
番
出
候
文
と
相
聞
候

｣
と
追
究
し
た
の
に
対
す
る
弁
明
が
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
｡

御
当
地
之
儀
は
重
二
金
通
用
二
御
座
候
得
は
銀
子
両
替
取
退
之
儀
'
甚
無
数
方
二
御
座
候
'
井
上
近
年
は
上
方
♂
江
戸
表
扱
高
直
こ

.
御
座
候
､
尤
上
方
諸
代
呂
物
代
銀
仕
入
二
有
之
候
故
'
右
中
上
候
通
り
御
当
地
メ
上
方
鋭
下
直
二
付
譜
代
呂
物
代
金
千

二
両
為
指

登
'
上
方
二
両
銀
子
相
調
侯
方
勝
手
五
二
付
'
重
二
金
子
二
両
為
差
畳
朕
故
哉
'
去
年
中
は
両
替
高
相
城
中
候
'
尤

此
末
相
庭
之
高

下
二
寄
'
私
共
商
高
も
増
減
可
有
御
座
と
奉
存
侯

こ
の
弁
明
は
､
既
述
の
通
り
本
両
替
屋
の
か
ね
て
か
ら
の
言
分
で
'
江
戸
の
銀
相
場
下
落
が
上
方
商
人
に
対
す
る
仕
入
商
品
代
金
の
現

金
逓
送
を
増
加
さ
せ
て
'
江
戸
に
お
け
る
金
銀
両
替
を
減
少
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
-
'
両
替
取
引
額
の
増
減
は
銀
相
場
の
動
向
に
依
存
す

る
と
い
う
主
張
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
れ
と
は
別
に
商
高
減
少
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

天
明
期
江
戸
両
替
良
役
金

一
件

(鶴
岡
)
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一
二
〇

･右
寅
年
書
出
候
商
高
♂
卯
年
商
高
相
減
候
訳
は
'
外
商
売
重
モ
ニ
仕
'
両
替
方
之
儀
は
附
商

二
致
候
も
の
有
之
侯
'
然
ル
処
去
卯
年

夏
中
♂
諸
色
高
直

二
相
成
'
世
上
困
窮
も
相
障
候
歳
､
寅
年
商
高
メ
余
程
減
少
致
候
旨
申
立
'
且
去
年
四
月
申
請
商
人
共
方

二
両
釣

∴
銭
遣
侯
儀
ハ
格
別
両
替
不
相
成
旨
相
蝕
置
慎

二
付
'
諸
商
人
方
二
両
釣
銭
と
申
立
'
堺
之
品
相
調
候
も
の
江
も
弐
朱
判
請
取
釣
銭
差

出
侯
様
相
成
'
場
末
杯
は
両
替
屋
間
違

二
有
之
侯
故
'
別
而
商
人
共
方

二
両
商
人
共
方

二
両
釣
銭
請
取
侯
儀
と
相
聞
'
辰
寄
之
両
替

見
方
二
両
一
ヶ
年

二
金
壱
分
之
銭
売
達
し
不
申
も
の
も
有
之
'
･場
末
之
儀
は
右
肺
之
儀
相
障
'
商
高
減
少
致
侯
儀

二
御
座
候

こ
の
部
分
は
銭
両
替
の
言
分
で
'
商
高
の
減
少
は

一
般
不
況
に
よ
る
主
菜
の
売
上
額
の
減
少
が
副
業
と
し
て
両
替
額
に
反
映
し
た
も
の

だ
と
説
明
し
た
上
で
･
銭
星
が
金
貨
を
銭
に
両
替
す
れ
ば
､

1
分
増
と
な
.O.た
歩
銀
を
引
か
れ
る
の
で
､
最
近
通
用
量
の
増
し
た
二
朱
判

で
小
額
の
買
物
を
し
､
釣
銭
を
受
取
る
形
で
両
替
に
代
え
る
著
が
増
え
た
｡
こ
の
た
め
に
小
売
商
も
売
上
銭
を
銭
屋
で
両
替
す
る
こ
と
を

止
め
て
手
許
に
お
き
へ
釣
銭
の
支
払
に
備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡

･こ
れ
が
銭
両
替
の
商
高
減
少
を
な
し
て
い
る
と
述
べ
､
こ
の
現
象

は
特
に
場
末
界
隈
に
顕
著
だ
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
事
情
や
両
替
屋
の
弁
明
に
対
し
て

÷

舟

程
軽
も
の
こ
両
も
壱
ヶ
年

二
壱
人
壱
両
程
之
両
替
ハ
是
非
可
有
之
･
江
戸
中
武
家
寺
院
社
家
町
家
且
旅
人
共
凡
之
積
り
壱
ヶ
年
三

･
千
万
両
程
は
両
替
可
有
之
候
'
此
三
千
万
両
を
以
千
両

二
付
壱
両
宛
役
銀
差
出
侯
積
り

二
両
三
万
両
程
は
可
有
之

と
い
う
極
め
て
杜
撰
な
推
測
の
上
に
立
つ
に
過
ぎ
な
か
つ
に
町
奉
行
所
は
'
業
者
の
身
勝
手
な
申
告
と
怒
り
な
が
ら
も
'
具
体
的
な
対
策

(31
)

を
う
ち
出
す
能
力
に
全
-
欠
け
て
い
た
｡
そ
し
で
'
番
組
両
替
が
発
案
L
t
本
両
替

･
1雇

両
替
も
同
調
し

て
提

出
さ
れ
た
釣
銭
禁
止
命

を
条
件
と
す
る
後
金

1
万
五
千
両
上
納
引
請
の
提
案
を
受
け
容
れ
'
実
施
す
る
こ
と
の
許
可
を
伺
い
出
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

,

但
し
､
同
じ
市
中
釣
銭
の
禁
止
を
申
請
し
て
い
な
が
ら
､
銭
両
替
と
金
銀
両
替
と
の
間
に
､
そ
の
日
的
の
違
い
が
あ
っ
た
点
を
見
逃
す

こ
と
が
で
き
な
い
｡
ま
ず
銭
両
替
の
申
請
を
み
る
と

′

此
上
諸
商
人
共
方

こ
.両
売
滑
銭
不
残
両
替
屋
共
方

二
相
払
'釣

銭
入
用
之
節
は
両
替
屋
共
方
メ
買
取
候
様
相
成
侯
得
は
'
諸
商
人
共



‥
方

二
両
取
捌
供
銭
江
も
増
歩
相
掛
侯
間
'
此
上
商
高
相
増
申
候
､
依
之
御
免
被
下
匿
恢
増
歩
を
以
､
以
後
役
銀
相
納
申
侯
間
'
何
卒

諸
商
人
釣
銭
停
止
二
申
付
侯
ハ
,
役
銀
壱
万
五
千
両
上
納
可
仕

と
日
算
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
諸
商
人

(商
売
が
銭
で
行
わ
れ
る
市
中
小
売
商
)
の
売
滑
銭
を
す
べ
て
一
旦
両
替
屋
で
金
貨
に
両
替
さ
せ
'

必
要
な
釣
銭
用
に
再
度
両
替
さ
せ
て
､
そ
の
都
度
増
歩
を
加
え
た
歩
銀
を
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'

一
万
五
千
両
の
役
金
上
納
が
可
能

推
な
る
上
い
う
主
旨
で
'
商
高
を
占
準
と
す
る
役
銀
割
付
の
実
施
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
れ
に
対
し
て
'
金
銀
両
替
側
の
主
旨
は

尤
諸
商
人
売
買
之
節
'
釣
銭
両
替
屋
♂
買
取
候
様
二
相
成
候
両
は
差
支
も
可
有
之
故
､
此
儀
勘
弁
任
侠
処
'
商
事
広
三
任
侠
も
の
共

は
天
秤
壱
挺
ツ
､
.膜
請
所
持
致
候
得
は
'
則
両
替
屋
仲
イ
間
加
入
之
も
の
共
天
秤
壱
挺
二
付

一
統
之
役
銀
割
掛
可
致
上
納

(中
略
)

r=
右
之
通
平
均
致
侯
上
ハ
商
高
之
多
少
無
構
'
壱
万
五
千
両
を
以
'′
当
腐
両
替
屋
五
百
四
億
弐
人
平
均

二
割
'
壱
入
電
ヶ
年
弐
拾
七
両

弐
分
銀
拾
匁
五
分
壱
厘
六
毛
二
罷
成
侯

と
あ
る
通
-
､
釣
銭
の
禁
止
が
実
施
さ
れ
れ
ば
'
大
手
の
商
人
は
歩
銀
負
担
を
避
け
る
た
め
に
'
自
ら
両
替
商
の
兼
業
を
始
め
る
で
あ
ろ

う
か
ら
､
同
業
者
の
数
が
増
加
す
る
に
相
違
な
い
｡
そ
し
て
そ
の
業
者
数
の
増
加
に
よ
っ
て
役
銀
の
人
別
割
が
可
能
に
な
る
と
い
う
目
算

に
立
っ
て
い
る
｡
本
両
替
は
こ
の
申
請
の
中
で
'
切
金

･
餐
日
金
の
直
し
手
数
料
と
し
て
1
率

1
両
に
銀
三
分
を
取
得
す
ろ
こ
と
の
認
可

を
抜
か
り
な
-
挿
入
し
て
い
る
｡
明
ら
か
に
利
益
の
増
加
を
計
り
つ
つ
､
役
銀
の
商
高
に
よ
る
割
付
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た

の
で
あ
る
｡

町
奉
行
所
は
安
易
に
両
替
商
の
提
案
を
採
用
し
'
特
に
本
両
替
の
申
請
を
容
れ
た
役
銀
の
人
別
割
､
直
し
金
三
分
手
数
料
の
認
可
を
､

天
明
四
年
二
月
上
旬
に
上
伺
し
た
｡
し
か
も
U
.の
伺
容
の
末
尾
に
は

右
之
通
割
付
候
時
は
場
末
杯
二
両
渡
世
薄
両
替
屋
之
儀
瀬
天
秤
差
止
商
売
瀕
止
侯
も
可
有
之
候
得
共
'
壱
人
前
之
役
銀
員
数
相
塩
焼

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

t
件

(払
岡
)

二
二
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､

〓
三

上
は
'
此
上
新
規
二
加
入
致
侯
も
の
も
有
之
'
差
支
之
儀
も
無
之
'
･役
銀
銘
々
無
滞
差
出
候
儀

二
御
座
候

{

場
末
の
零
細
業
者
切
り
捨
て
を
表
面
に
打
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

六

こ

の
よ
う
に
し
て
､
天
明
四
年
二
月
に
市
中
釣
銭
の
禁
止
と
増
歩
歩
銀
の
励
行
に
よ
る
役
金
の
人
数
割
と
い
う
新
方
式
へ
の
変
更
か
に

み
え
た
局
面
は
'
担
当
の
南
町
奉
行
牧
野
大
隅
守
成
賢
が
大
目
付
に
転
任
し
た
の
を
機
会
に
'
大
き
な
転
換
を
迎
え
た
の
で
あ
る
｡
す
な

わ
ち
三
月
二
十
八
日
に
担
当
を
命
じ
ら
れ
た
北
町
奉
行
曲
沢
甲
斐
守
景
漸
は
'
即
日
銭
屋
世
話
行
事
に
対
し
て
'
過
日
の
釣
銭
禁
止
の
発

令
を
条
件
と
す
る
役
金
上
納
請
負
の
出
願
を
却
下
す
る
旨
を
伝
え
､
本
両
替
と
協
議
し
て
別
案
を
以
っ
て
出
願
す
る
こ

と
を
命
じ
た
｡
続

い
て
四
月
朔
日
に
は
'
格
別
の
代
案
な
し
と
の
答
申
を
も
た
ら
し
た
本
両
替

･
銀
星
に
対
し
て
'
掛
り
役
人
で
あ
る
隠
密
同
心
大
声
菩
惣

右
衛
門
を
通
し
て
'

一
万
五
千
両
の
確
保
は
側
用
人
か
ら
北
町
奉
行
へ
の
厳
命
で
あ
る
か
ら
'
減
額
の
訴
え
は
1
切
罷
成
ら
ず
'
追
て
呼

出
し
あ
る
ま
で
差
控
え
よ
と
の
申
渡
し
が
行
な
わ
れ
て
い
TQ
.
所
轄
の
移
動
と
共
に
'
町
奉
行
の
対
応
は
俄
か
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
後
､
五
月
二
十
八
日
に
な
っ
て
本
両
替
仲
間
は
役
金

一
万
五
千
両
上
納
の
請
書
提
出
を
命
じ
ら
れ
'
六
月
十
日
付
で
請
書
を
提
出

し
た
が
'
一
そ
れ
に
添
え
て
'
兼
ね
て
か
ら
の
主
張
で
あ
る
商
高
割
付
を
止
め
'
｢天
秤
冥
加
金
｣
と
し
て
の
上
納
を
出
願
L
t
大
声
喜
惣

右
衛
門
に
対
し
て
は
'
別
に
長
文
を
認
め
て
､
か
つ
て
南
町
奉
行
所
に
述
べ
て
き
た
主
旨
を
詳
述
し
て
理
解
を
求
め
た
｡

町
奉
行
所
は
'
本
両
替
と
同
時
に
銭
両
替
仲
間
に
対
し
て
も
役
銀
上
納
請
書
の
提
出
を
命
じ
た
と
思
わ
れ
へ
し
か
も
銭
両
替
が
請
書
の

(32
)

提
出
を
拒
否
し
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ

る
｡

こ
れ
に
つ
い
て
の
正
確
な
記
録
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
'
本
両
替
屋
三
井
の
京
都
の

(33
)

本
部
へ
宛
て
た
報
告
の
中
に
次
の
一
節
が
あ

る

｡

壱
万
五
千
両
御
役
銀
上
納
之
儀
'
銭
両
替
屋
よ
り
は
何
分
右
之
御
高
上
納
出
来
不
仕
儀
趣
'
此
上
御
慈
悲
奉
願
上
侯
と
申
訴
訟
六
月
廿



日
二
差
上
'
天
秤
之
儀
差
上
可
中
と
も
差
上
申
間
数
と
も
不
書
上
､
只
右
之
通
御
慈
悲
率
既
上
恢
旨
中
上
仮
'
壱
万
五
千
両
上
納
不

相
成
供
ハ
,
天
秤
取
上
ケ
可
中
と
被
仰
渡
候
得
は
'
速

二
不
残
差
上
侯
様

二
両
罷
出
侯
趨
二
相
間
中
候

既
に
盲
人
を
超
え
る
廃
業
者
を
出
し
て
抵
抗
し
て
き
た
銭
両
替
は
'
北
町
奉
行
所
の
新
し
い
強
行
策
に
対
し
て
'
惣
廃
菜
を
も
辞
さ
ず

と
言
い
切

っ
て
請
書
の
提
出
を
拒
否
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
曲
り
な
り
に
も
'
こ
れ
ま
で
協
調
に
つ
と
め
て
き
た
本
両
替
と
銭
両

替
は
'
こ
I
に
至
っ
て
全
-
別
個
な
対
応
を
と
る
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
｡

銭
両
替
の
頭
強
な
抵
抗
に
直
面
し
た
奉
行
所
は
'
焦
点
を
本
両
替
仲
間
に
据
え
'
七
月
朔
日
に
本
両
替
屋
六
軒
に
対
し
て
'
店
主
自
身

の
出
頭
を
命
じ
'
町
奉
行
直
々
二
次
の
よ
う
な
内
談
に
及
ん
だ
｡

今
日
呼
出
供
事
密
々
相
尋
庶
事
有
之
慎

二
付
呼
出
し
供
､
先
達
而
御
役
銀
格
別
出
情
御
訪
致
し
候
段
'
手
柄
之
雄

二
侯
'
右

二
付
端

々
銭
両
替
屋
と
も
江
も
申
渡
侯
所
'
殊
之
外
難
儀

二
思
ひ
'
商
売
相
仕
舞
天
秤
も
上
ケ
皮
趣
相
聞
へ
候
'
乍
然
壱
万
五
千
両
は
相
納

不
申
侠
両
は
不
相
済
事
'
余
り
不
便

二
思
ひ
侯
事
故
'
御
上
メ
被
仰
渡
倣
事

二
両
は
無
之
恢
へ
と
も
'
我
等
7
倍

二
両
申
談
供
'
六

㌧

育
三
拾
五
挺
之
天
秤
六
人
之
者
江
引
語
天
秤
株
相
立
､
右
商
売
致
庶
存
使
者
江
は
其
方
共
存
寄
二
両
場
所
場
末
を
見
計
､
壱
挺
二
付

壱
ヶ
年
五
両
拾
両
又
は
拾
五
両
宛
位

二
両
貸
近
し
'
公
儀
江
は
其
方
共
壱
万
五
千
両
相
納
候
様
致
間
数
哉
'
左
候
時
は
其
方
共
之
永

々
株

二
相
成
､
且
月
々
商
高
書
出
し
焼
串
身
上
合
相
知
朕
事
故
難
儀

二
思
ひ
侯
も
の
も
可
有
之
､
又
御
語
中
上
候
得
は
其
方
共
規
模

こ
も
相
成
'
町
人
な
れ
と
御
上
二
両
格
段
可
被
思
召
と
忠
僕
事
故
'
樋
否
々
二
相
尋
候
､
乍
然
英
大
之
金
高
不
承
知

こ
も
可
有
之

(34
)

哉
'
又
は
壱
人
二
両
引
請
度
と
中
老
も
可
有
之
哉

(下
略

)

こ
れ
は
､
現
業
銭
両
替
が
総
廃
業
し
た
場
合
の
措
置
に
関
す
る
町
奉
行
私
案
の
提
示
で
あ
る
｡
現
在
の
天
秤
数
六
三
五
と
固
定
し
て
両

替
株
と
し
､
こ
れ
を
総
べ
て
本
両
替
の
所
有
と
し
､
希
望
者
に
貸
付
け
て
賃
貸
料
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
役
金

一
万
五
千
両
の
上

納
を
本
両
替
仲
間
に
請
負
わ
せ
る
と
い
う
計
画
で
あ
る
｡
そ
の
際
の
株
貸
料
に
土
地
柄
に
よ
る
差
等
を
付
す
れ
ば
'
現
業
銭
両
替
の
救
済

天
明
期
江
戸
両
替
良
役
金

一
件

(鶴
岡
)

二
二二
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.に
も
資
す
る
で
あ
ろ
う
し
､
併
わ
せ
て
本
両
替
屋
が
最
も
難
色
を
示
す
商
高
の
書
上
も
免
除
き
れ
る
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
銭

星
総
廃
業
の
可
能
性
と
い
う
新
事
態
を
前
に
し
て
い
る
と
は
い
え
､
.こ
れ
ま
で
重
ね
ら
れ
て
き
た
役
銀
割
付
法
と
は
全
く
文
脈
を
異
に
し

た
発
想
で
あ
る
｡

市
中
両
替
屋
の
支
配
と
役
金
請
負
と
い
う
唐
突
な
町
奉
行
案
の
内
示
に
困
惑
し
た
本
両
替
仲
間
は
t
と
-
敢
え
ず
返
答
期
日
の
同
三
日

に
'
｢惣
天
秤
引
請
御
役
銀
上
納
仕
儀
儀
は
'
此
方
手
際
こ
て
ハ
中
々
以
相
勤
兼
可
申
'
殊
二
多
人
数
取
〆
-
無
覚
束
､
乍
恐
御
断
中
上
｣

と
書
面
を
以
っ
て
謝
絶
し
た
上
､
役
金
高
を
年
額
八
千
両
と
し
'
こ
れ
を
御
定
天
秤
六
三
五
挺
に
割
っ
た
'

一
挺
に
つ
き

一
二
両
二
歩
余

の
一
五
挺
分
､

7
八
八
両
の
上
納
を
請
負
う
旨
を
付
記
し
て
提
出
し
た
｡
と
こ
ろ
が
'
文
中
役
金
の
減
額
に
言
及
し
た
廉
で
町
奉
行
の
敢

窓
を
トつ
け
､
不
調
法
を
詫
び
て
答
申
の
下
げ
戻
し
を
願
出
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡
町
奉
行
と
本
両
替
屋
主
人
と
の
内
談
は
'
こ
の
あ
と
七

月
十
六
日
に
再
び
持
た
れ
て
お
り
､
そ
の
際
の
模
様
を
本
両
替
屋
行
事
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
ろ
｡
.

今
日
即
答
二
間
庶
事
有
之
二
付
自
身
手
代
と
も
不
残
呼
臥
し
侯
､
.先
達
而
自
身
手
代
共
江
得
と
為
申
開
､
右
答
書
差
出
候
処
'
八
千

両
を
割
付
拾
五
挺
引
講
､
六
人
之
老
共
メ
壱
ヶ
年
首
八
拾
両
余
差
出
皮
趣
'
ひ
ら
た
-
云
バ
御
上
を
踏
付
二
致
候
仕
方
'･
左

二
は
有

之
間
数
な
れ
と
如
何
之
訳
二
有
之
候
哉
､
先
右
之
趣
答
侯
様
被
仰
付
､
厚
キ
御
意

こ
す
が
-
身
分
勝
手
而
巳
中
上
候
段
奉
恐
入
候
段

中
上
債
鬼
'
被
仰
侯

ニ
ハ
尤
先
達
而
壱
万
五
千
両
御
講
致
匿
侯
事
二
侯
得
は
J
心
得
遵
二
侯
ハ
､
心
得
達
二
可
致
遣
'
其
節
天
秤
引

講
侯
事
相
尋
'
断
之
返
答
書
差
出
し
'
最
早
相
尋
慎
二
は
不
及
事
二
俣
得
と
も
'
其
方
共
六
人
は
御
府
内

二
本
両
替
商
売
計

い
た

一
し
'
殊
二
三
井
杯
は
御
用
も
相
勤
居
候
事
､
外
メ
天
秤
引
請
願
人
有
之
候
時
は
'
い
つ
れ
も
右
之
者
之
下
二
相
立
商
売
致
侯
も
不
束

`
意
之
事
二
思
ひ
候
事
故
'
再
応
呼
出
し
相
尋
侯
'
弥
引
請
人
有
之
'
右
之
者
下
二
相
立
侯
両
も
不
菅
候
哉
､
存
寄
中
上
侯
様
御
尋
被

遊
侯
二
付
'
冥
加
至
樋
難
有
奉
存
候
'
被
為
仲
間
被
下
侯
通
､
下
二
相
立
侯
も
歎
ケ
敷
革
存
侯
得
と
も
､
私
共
六
人
之
儀
本
両
替
町

駿
河
町
計
住
居
仕
へ
本
両
替
仕
儀
儀
故
､
銭
両
替
大
人
数
之
取
〆
リ
辻
も
手
際

二
難
参
二
付
乍
恐
御
断
率
中
上
供
､･
乍
然
銭
両
替
之



方
ニ
而
重
立
手
広
ニ
仕
候
も
の
共
私
共
へ
相
加
り
候
様
被
仰
付
、
右
之
者
共
と
得
と
熟
談
住
候
ハ
、
相
調
候
儀
も
可
有
御
座
哉
、
是

以
熟
談
之
上
な
ら
て
ハ
否
難
申
上
旨
申
上
候
所
、
御
承
知
被
遊
被
仰
候
は
、
銭
匡
共
へ
相
尋
候
処
、
壱
軒
-
一
市
天
秤
五
挺
八
挺
、
壱

挺
拾
五
両
位
之
割
ニ
而
引
請
度
様
子
井
壱
分
拾
文
之
増
歩
相
立
テ
書
出
し
候
、
其
方
共
ぷ
差
出
候
答
書
よ
り
ハ
余
程
宜
相
見
得
候
、

乍
然
右
之
振
合
ニ
而
は
上
り
天
秤
杯
有
之
節
割
渡
候
得
は
難
儀
可
致
ニ
付
、
本
両
替
・
三
組
・
番
組
之
組
々
江
何
百
挺
ッ
、
と
相
定

渡
し
候
方
宜
思
ひ
候
、
其
方
仲
間
江
百
挺
ニ
而
も
弐
百
挺
ニ
而
も
引
請
、
天
秤
望
候
者
有
之
候
ハ
、
五
両
拾
両
又
ハ
拾
五
両
位
ニ
も

其
方
と
も
相
対
ニ
而
売
渡
候
而
も
宜
候
、
又
銭
両
替
江
加
り
候
方
宜
候
ハ
、
夫
ニ
も
可
致
、
返
答
致
候
様
被
仰
付
、
得
と
勘
弁
仕
御

答
書
差
上
申
度
旨
申
上
候
処
、
又
日
延
を
願
候
哉
、
左
候
ハ
、
明
日
欧
明
後
日
詰
ハ
相
待
可
遺
旨
被
仰
候
ニ
付
、
明
後
十
九
日
ニ
差

¥
上
申
度
旨
申
上
、
引
取
由
・
候

特
定
の
個
人
に
多
数
業
者
に
対
す
る
独
占
支
配
権
を
与
え
て
、
業
界
の
一
元
統
制
を
計
る
と
と
は
、
当
時
の
幕
府
が
屡
々
試
み
た
と
こ

ろ
で
あ
る
か
ら
、
町
奉
行
が
そ
の
よ
う
な
事
態
の
可
能
性
に
言
及
し
た
の
は
、
必
ら
ず
し
も
仮
空
の
談
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
少
く
と
も
そ
れ
を
実
現
す
る
成
案
を
も
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
、
両
度
の
密
談
を
通
し
て
、
銭
屋
の
総
廃
業
申
立
て

を
う
け
て
町
奉
行
が
事
後
の
再
編
成
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
る
気
配
を
充
分
に
察
知
し
、
仲
間
六
人
で
九
挺
分
の
人
数
割
を
余
分
に
引
請

け
る
形
で
、
実
質
上
前
年
度
以
下
の
負
担
で
済
ま
そ
う
と
し
た
安
易
な
対
応
で
は
到
底
切
り
技
げ
ら
れ
な
い
と
と
を
本
両
替
匡
は
倍
っ
た

の
で
あ
る
。
銭
両
替
中
の
有
力
者
に
も
参
加
を
求
め
て
再
検
討
し
た
い
と
申
し
出
た
の
は
、
そ
の
為
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
井
両
替

庖
の
京
都
本
部
宛
の
報
告
に
「
右
之
通
銭
両
替
屋
六
百
挺
上
ヶ
候
積
心
得
罷
有
候
事
、
御
取
上
被
遊
侠
時
は
、
江
戸
中
大
差
支
御
座
候

付
、
捌
方
御
吟
味
被
成
置
候
而
御
取
上
ヶ
被
遊
侠
御
工
面
之
様
ニ
も
内
噂
い
た
し
申
候
、
聴
と
致
候
儀
は
相
知
不
申
俣
」
と
述
べ
て
い
る

の
は
、
そ
の
辺
の
事
情
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
さ
き
の
七
月
三
日
付
本
両
替
答
申
を
み
た
時
点
か
ら
、
町
奉
行
所
は
有
力
銭
屋
|
|
三
組
両
替
の
一
部
に
少
数
の
番
組
両
替
を

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金
一
件
(
鶴
岡
)

一
二
五
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含
む
か
I

と
も
談
合
を
始
め
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
｡
彼
ら
と
の
協
議
を
申
出
た
本
両
替
に

1
応
の
諒
解
を
示
し
な
が
ら
も
'
本
両

替

･
三
組

･
番
組
の
三
仲
間
に
よ
る
分
割
支
配
案
を
､
こ
の
席
上
で
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡

因
み
に
'
こ
の
こ

と
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
三
組
両
替
の
1
人
揮
新
店
の

｢五
番
日
記
｣
中
に
次
の
よ
う
な
答
申
書
が
見
出
さ
れ
る
｡

弐
度
目

乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
中
上
侯

一
両
替
屋
弐
拾
七
人
之
者
共
奉
中
上
侯
､
当
月
十
七
日
被
召
出
被
仰
渡
侯
二
は
､
御
天
秤
六
百
三
拾
余
挺
､
木
南
菅
井
三
組
番
組
と
相
訳
り
引
諸
侯

哉
'
又
は
一
鉢
二
御
請
可
仕
方
可
然
栽
御
尋
二
付
'
乍
恐
奉
中
上
侠
'
本
両
替
屋
義
は
是
と
格
別
相
分
り
侯
者
共
二
御
座
候
､
三
組
番
組
之
儀
は

弐
拾
七
人
之
内
こ
も
相
交
有
之
供
'
此
度
御
内
密
被
仰
渡
侯
趣
種
々
相
談
仕
'
御
役
金
調
達
仕
度
勘
弁
侯
待
井
'
前
々
奉
中
上
供
通
り
小
人
数
二

両
御
上
納
調
達
難
仕
'
御
天
秤
配
分
之
儀
も
残
り
侯
両
替
屋
共
疑
心
御
座
候
両
は
迷
惑
任
侠
儀
二
御
座
候
､
依
之
弐
拾
七
人
之
者
共
御
天
秤
引
諸

侯
高
銘
々
相
調
侯
所
'
是
以
1
同
不
仕
､
甲
乙
御
座
候
て
銘
々
御
請
高
中
上
度
侯
得
共
混
雑
仕
侯
二
付
'
惣
高
二
而
首
D
挺
御
請
中
上
､
御
役
金

上
納
可
仕
と
奉
存
侯
､
乍
恐
右
之
段
御
窺
奉
申
上
侯

天
明
四
年
辰
七
月
廿
日

廿
七
人
二
両
中
上
ル

こ
れ
に
即
答
を
避
け
て
二
日
後
の
七
月
十
九
日
に
出
さ
れ
た
本
両
替
仲
間
の
返
答
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡

一
本
両
替
屋
六
人
之
老
共
奉
中
上
侯
､

一
昨
十
七
日
被
召
出
'
猶
又
密
々
被
仰
渡
候
趣
季
長
､
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
侯
､
御
尋
之

趣
得
と
勘
弁
仕
候
所
'
重
立
候
銭
昆
之
内
'
美
加
り
侯
得
は
如
何
様

こ
-
上
納
方
可
相
納
と
は
奉
存
候
得
共
'
多
人
数
之
儀
申
合
等

行
届
兼
可
申
哉
'
左
侯
得
は
彼
是
混
雑
仕
可
申
哉
､
此
所
銭
昆
と
も
へ
得
と
掛
合
不
申
侯
両
は
何
れ
と
も
難
中
上
当
惑
仕
侯
'
然
ル

上
ハ
私
共
計
御
定
天
秤
之
内
御
振
り
分
ケ
被
下
置
侯

ハ
,
私
共
仲
間
小
人
数
之
儀

二
御
座
候
問
'
天
秤
首
挺
迄
之
儀

ハ
御
預
-
中

上
'
御
役
銀
之
儀

ハ
御
割
合
次
第
上
納
可
任
侠

す
な
わ
ち
､
町
奉
行
の
提
案
を
う
け
て
'
六
三
五
挺
の
中
の
一
〇
〇
挺
を
引
請
け
'
そ
の
分
の
役
金
上
納
を
講
負
う
こ
と
を
回
答
し
た

の
で
あ
る
｡
三
井
両
替
店
の
京
本
店
へ
の
報
告
に



此
方
仲
間
江
引
請
之
儀
御
尋
被
遊
侠
所
､
御
断
中
上
恢

二
付
'
又
々
百
挺
二
両
も
弐
百
挺
二
両
も
引
訪
中
間
数
故
と
再
応
御
尋
二
御

∴
座
侯
､
あ
な
た
こ
両
も
彼
是
を
甚
御
心
痛
被
遊
候
由
御
座
候
'
銭
昆
方

こ
も
身
上
宜
敷
も
の
弐
拾
八
人
程
江
引
諮
之
儀
御
尋
被
遊
､

昨
廿
日
銭
屋
御
返
答
之
積

二
御
座
候
'
彼
是
承
合
供
得
と
も
'
此
方
仲
間
同
様
内
密
之
事
故
､
返
答
之
梯
子
相
知
不
申
候

と
あ
っ
て
'
前
引
の
銭
昆
有
力
者
二
七
人
の
答
申
書
提
出
の
情
報
は
掴
み
得
た
も
の
の
'
木
両
替
仲
間
と
三
組

･
番
組
の
銭
民
間
の
連
絡

が
断
ち
切
れ
､
他
仲
間
の
動
向
を
危
快
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
｡
事
実
'
ど
れ
だ
け
の
天
秤
数
を
引
請
け
る
べ
き
か
の
判
断
は
困
難

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
現
に
三
井
両
替
店
の
報
告
に
'
本
両
替
仲
間
内
部
で
も
二
首
挺
は
軽
い
と
す
る
三
谷
と
'
五
〇
挺
を
限
度
と
す

る
三
井
と
の
間
に
不

1
敦
が
あ
-
'
三
井
が
首
艇
に
妥
協
し
た
経
過
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
｡
平
素
の
業
態
か
ら
銭
両
替
と
の
関
係
が
比
較

的
小
さ
い
三
井
に
は
銭
両
替
に
対
す
る
支
配
欲
が
な
-
'
引
語
天
秤
の
貸
残
り
へ
の
危
快
が
弧
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
利
害
や
思
惑
の
違
い
は
､
本
両
替
の
み
な
ら
ず
､
三
組

･
番
組
仲
間
に
も
当
然
多
-
あ
っ
た
管
で
あ
る
｡
そ
れ
ら
各
仲
間

内
の
異
論
の
統

一
と
仲
間
間
の
引
語
数
の
調
整
に
'
説
得
と
桐
喝
を
並
用
し
て
進
め
た
町
率
行
が
､
放
終
案
と
し
て
提
示
し
た
も
の
が
八

月
二
十
三
日
付
の
次
に
掲
げ
る

｢被
仰
渡
｣
で
あ
っ
た
｡

先
達
而
否
々
二
両
相
尋
侯
付
'
迫
々
書
出
候
趣
見
俵
処
'
切
貿
無
代
後
藤

二
両
直
さ
せ
供
市
も
'
即
刻
引
替
も
不
相
成
､
日
数
廿
日

も
相
掛
-
抑
事
故
､
右
之
内
遊
金
二
相
成
'
元
手

二
差
支
候
付
､
素
人
メ
三
分
宛
も
取
度
趣
'
且
壱
分
拾
文
之
増
歩
之
処
も
'
役
銀

商
高

二
而
相
納
侯
事
故
'
年
々
商
減
少
及
慎
所
'
誠
歎
ケ
数
段
､
い
つ
れ
も
尤
成
串

二
仮
'
依
之
此
間
よ
-
色
々
察
し
見
候
得
と

も
､
先
達
両
も
申
渡
侯
通
'
是
非
納
侯
ハ
丙
は
不
相
済
事
､
ケ
様
こ
も
致
侯
ハ
,
難
読
な
か
ら
も
宜
可
有
之
存
焼
付
此
度
改
申
渡
侯
'

(済
松
専
)

本
両
替
六
人
之
者
江
天
秤
株
壱
株
を
拾
四
五
両
宛

二
両
四
拾
株
引
請
'
右
之
内
♂

巌

性

寺

領
之
者
四
人
江
四
枚
相
法
可
迫
'
右
四
人

之
者
へ
此
方
メ
相
渡
可
退
､
な
れ
と
､
右
四
人
之
者
と
も
ハ
四
人

二
両
壱
株
も
控
引
.%
老
共
'
夫

二
両
は
端

こ
も
相
成
候
事
故
'
右

四
拾
株
之
内
よ
り
四
株
相
渡
'
壱
株
弐
三
両
位
之
相
対

二
両
渡
し
近
､
其
余
は
相
対
次
筋
天
秤
詩
皮
も
の
へ
渡
し
可
迫
'
叉
其
方
共

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金
)
件

(鶴
岡
)
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一
二
八

仲
間

二
両
も
商
多
少
之
者
も
有
之
候
得
は
商
多
い
た
し
候
も
の
ハ
天
秤
五
六
枚
も
引
請
候
様
二
致
､
商
無
数
者
同
様

二
壱
株
宛
持
供

両
は
明
キ
天
秤
も
多
道
利
'
又
下
地
相
納
候
高
も
有
之
間
､
得
と
相
対
可
致
事

二
億
､
尤
公
儀
才
は
拾
四
五
両
ツ
､
之
割

二
両
六
人

之
者
共
之
内
♂
代
-
-

年
行
事

二
両
も
相
定
上
納
可
致
'
且
三
組
之
も
の
四
拾
入
江
天
秤
扶
育
四
拾
挺
'
右
同
様
拾
四
五
両
宛

二

両
引
請
'
右
之
内
メ
上
野
領
拾
五
人
江
右
辰
性
寺
領
同
様

二
相
心
得
渡
可
喝

乍
然
辰
性
寺

･
上
野
領
之
者
と
も
本
両
替
井
三
組
メ

受
侯
事
を
き
ら
い
'
拾
四
五
両

二
両
-
公
儀
が
請
度
由
申
侯

ハ
､
､
夫
は
此
方
メ
右
之
内

二
而
引
抜
相
渡
可
遣
侯
'
且
切
金
直
し
日

間
代
素
人
旦

二
分
宛
取
庶
事
､
三
分
位
と
書
出
侯
へ
と
も
､
是
は
少
々
致
相
違
無
数
様
存
侯
'
日
数
廿
日
も
相
怒
り
月
末

二
直

二
差

出
侯
得
は
､
月
越

こ
も
相
成
俵
事
故
'
壱
匁
四
五
分
位
も
取
候
得
は
宜
可
有
之
'
乍
然
伺
之
上
な
ら
て
ハ
不
相
成
事

二
侯
へ
と
も
､
.

山
右
程
は
取
さ
せ
度
存
侯
得
は
､
随
分
頗
相
済
候
様
可
致
侯
､
去
年
中
環
金
直
し
高
惣

1
鉢

二
両
六
万
両
程
も
有
之
事

二
侯
得
は
'
壱

匁
五
分
宛
之
割

二
両
は
凡
千
五
百
両
程
も
惣
両
替
方
江
入
二
相
成
'
且
壱
分
拾
文
之
増
歩
も
相
付
侯
得
は
､
素
人
商

二
両
ハ
少
々
宛

J
･も
徳
用
二
相
成
'
又
役
銀
商
高

二
不
構
故
'
世
上
手
広

二
商
高
も
前
々
之
通
販
敷
可
相
成
'
政
文
商
高
も
不
書
出
侯
得
は
銘
々
身
上

合
も
不
相
知
焼
得
は
難
儀
な
か
ら
も
去
年
中
相
納
侯
七
千
五
百
両
之
割
♂
ハ
勝
手

こ
も
可
相
成
'
皆
々
仕
来
侯
商
売

こ
も
不
相
離
取

統
為
致
度
'
色
々
と
奏
し
出
申
渡
侯
'
い
つ
れ
も
東
知
可
致
事

二
侯
､
即
答
開
度
侯
得
と
も
､
南
役
所

二
両
三
四
年
も
懸
り
候
事
,JI

侯
得
は
､
即
答

こ
も
相
成
間
数
'
得
と
勘
弁
い
た
し
'
当
月
中

二
請
致
候
様
被
仰
渡
侯

右
の

｢被
仰
渡
｣
は
'
本
両
替
と
三
組
両
替
に
対
し
て
町
奉
行
か
ら
直
接
に
行
わ
れ
た
も
の
で
'
そ
の
退
席
の
後
､
番
組
両
替
に
対
し

て
は
四
七
〇
鍵
の
割
当
て
が
申
渡
さ
れ
た
｡

こ
6
町
奉
行
申
渡
は
'
き
き
の
本
両
替
乃
至
そ
れ
に
三
組
両
替
中
の
有
力
者
若
干
名
を
加
え
た
も
の
に
･
既
定
の
市
中
両
替
株
六
三
五

枚
全
珠
を
所
有
さ
せ
､
こ
れ
を
両
替
業
者
に
任
意
の
金
額
で
貸
付
け
て
貸
株
料
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
'

一
万
五
千
両
の
金

座
役
金
の
上
納
を
請
負
わ
せ
る
と
い
う
提
案
に
比
べ
る
と
'
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
｡



第81表 天明4年8月22日組合別天秤株数割当
(第一次桑)

本 両 替 人6 秩40(内済松寺餌分

4)三 組 40 140ー内上野

韻分 15)番 組 469 470

計515650

す
な
わ
ち
'
本
両
替
に
よ
る
市
中
両
替
屋
の
一
元
支
配
を
断
念
し
て

'
従
来
通
り
本
両
替

二
二
組

･
番

組
の
1二
伸
間
の
並
立
を
認
め
t,
仲
間
ご
と
に
持
株
数
を
割
当
て
た
の
で
あ
る

(第
8
表
)
｡

1
枚

の
役
金

は

一
四
'
五
両
と
す
る
｡
但
し

役
金
高
だ
け
の
株
頒
料
の
納
め
る
能
力
の
な
い
特
定
の
銭
足
に
対
し
て

は
'
本
両
替

二
二
組
の
持
株
内
で
特
別
の
措
置
を
と
る
｡
す
な
わ
ち
'
済
松
寺
領
銭
良
四
人
へ
本
両
替
持

分
中
の
四
株
を
割
当
て
る
が
'
そ
の
貸
料
は

一
株
二
'
三
両
と
L
t
上
野
領
銭
良

一
五
人
の
一
五
株
は
三

組
両
替
持
分
の
中
か
ら
割
当
て
'
そ
の
貸
料
は
済
松
寺
領
銭
昆
同
様
と
す
る

(も
っ
と
も
済
松
寺
領

･
上

野
領
銭
屋
の
う
ち

一
四
'
五
両
を
納
め
て
直
接
の
持
株
を
望
む
者
は
希
望
に
委
ね
る
)

と
い
う
配
慮
を
加

え
て
い
る
｡

ま
た
本
両
替
は
一
人
平
均
六
株
'
三
組
両
替
は
平
均
三
株
の
割
当
を
う
け
て
'
そ
の
分
の
役
金
を
請
負

う
代
位
と
し
て
'
か
ね
て
か
ら
申
請
し
っ
づ
け
て
き
た
現
金
直
し
･(金
座
は
無
料
直
し
)
に
'二

両
に
つ

き
鋭

1
匁
四
㌧
五
分
程
度
の
手
数
料
を
依
煩
者
か
ら
取
得
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
条
件

が
新
た
に
加

え
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
内
容
の
申
渡
し
は
'
三
井
店
が
京
都
へ
の
報
告
で

｢前
件
之
通
ニ
tE
相
片
付
侯
得
は
'
当
仲
ケ
間
ニ
tE
は
昨
年
相
納
侯
七

千
五
百
両
の
割
よ
り
は
少
々
軽
グ
相
成
申
侯
'
仲
ケ
間
割
合
之
所
相
談
い
た
し
'
昨
年
之
納
方
も
有
之
候
得
は
'
井
高
を
以
割
合
慎
時
は

手
前
出
方
少
々
減
し
侯
道
理
二
御
座
候
'
此
儀
は
仲
ケ
間
江
相
談
申
積
御
座
候
｣
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
､

一
旦
は
首
挺
の
引
詩
を
覚
悟

し
た
本
両
替
仲
間
に
と
つ
て
は
不
満
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
｡

本
両
替
に
よ
る
一
元
組
織
か
ら
三
仲
間
並
立
へ
町
奉
行
所
が
方
針
を
変
更
し
た
原
因
は
'
い
う
ま
で
も
な
-
番
組
両
替
の
抵
抗
で
あ
っ

た
が
'
こ
の
修
正
案
に
対
し
て
も
強
硬
な
抵
抗
を
続
け
た
｡
こ
の
た
め
'
本
両
替

二
二
組
両
仲
間
が
九
月
二
日
に
予
定
通
り
講
苔
の
提
出

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金
]
件

(鶴
岡
)
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二
二〇

を
済
ま
せ
た
の
ち
も
へ
番
組
両
替
へ
の
割
当
'
従
っ
て
ま
た
最
終
的
な
役
銀
高
の
決
定
を
遷
延
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡
三
井
店
の
得
た

(十
El･五
両
)

情
報
灯
よ
る
と

｢番
組
四
百
七
拾
人
は
多
人
数
故
相
談

1
決
不
致

(中
略
)､
多
人
数
之
内
壱
株

シ

ツ

サ

両

難

相
納
も
の
弐
盲
人
余
御
座

候
由
'
残
-
之
内
こ
は
弐
三
珠
位
引
請
侯

両も
宜
身
上
鉢
之
仁
も
御
座
候
由
'
兎
角
多
人
数
故
相
談
決
着
不
致
侯
由
御
座
候
｣
と
あ
る
｡

割
当
天
秤
数
四
七
〇
挺
は
､
本
両
替

･
三
組
の
よ
か
な
割
増
分
は
見
込
ま
れ
ず
､
現
在
人
数
と

一
致
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
'
そ

ゐ
半
数
近
-
が
'
十
四
､
五
両
の
役
金
の
上
納
を
困
難
と
す
る
老
た
ち
で
あ
っ
た
｡
-

請
書
の
提
出
か
ら

1
と
月
余
を
経
た
十
月
九
日
に
'
本
両
替
仲
間
は
奉
行
所
へ
呼
出
さ
れ
'
改
め
て
次
の
よ
う
な
申
渡
レ
を
う
け
て
い

(34
)
る
｡
先
達
両
天
秤
株
割
付
引
請
被
仰
渡
侯
所
､
番
組
之
方
二
両
難
引
請
由
中
老
余
程
有
之
､
首
挺
余
も
上
-
天
秤
二
相
成
候
付
､
又
々
割

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

増
申
渡
為
引
諸
侯
へ
と
も
'
其
余
之
所
有
之
二
付
三
組
之
方
江
五
挺
割
増
申
渡
引
請
相
済
侯
'
其
方
仲
間
は
銭
商
売
は
不
致
銀
斗
ニ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

市手
狭
二
有
之

侯
得
共
'
右
之
趣
故
此
度
割
増
三
珠
申
渡
侯
､
右

二
両
都
合
四
十
三
挺
二
相
成
候
問
'
相
談
い
た
し
直
二
請
書
差
出

侯
様
､
尤
役
銀
は
先
達
而
拾
四
五
両
と
被
仰
出
侯
得
と
も
'
此
度
拾
四
両
二
相
心
得
可
申
侯
'
左
候
得
は
割
増
三
株
引
諸
侯
市
も
拾

五
両
二
引
別
致
侯
得
は
､
挽
之
達
二
有
之
間
､
何
れ
も
引
話
候
様
被
仰
付

(傍
点
引
用
者
)

本
両
替
仲
間
へ
の
三
珠
割
増
と
役
金
高
が

一
株

一
四
両
と
決
定
し
た
こ

と
が
申
渡
さ
れ
､
か
つ
三
組
に
五
挺
割
増
の
納
得
を
既
に
得
て

い
た
こ
と
が
判
る
｡
本
両
替
と
三
組
へ
の
割
当
増
加
は
番
組
両
替
分
の
一
部
を
振
-
替
え
た
も
の
で
'
申
渡
の
中
で
木
両
替
は

｢銭
商
売

は
不
致
'
銀
斗
二
両
手
狭
｣
､
す
な
わ
ち
銭
両
替
と
は
無
関
係
と
い
う
理
由
を
わ
ざ
く

挙
げ
た
上
で
'
僅
か
三
挺
の
増
加
を
説
得
し
た

の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
｡
振
替
え
分
の
大
半
を
引
受
け
さ
せ
ら
れ
た
の
が
金
銀
両
替
を
兼
ね
る
三
組
両
替
で
'
表
面
上
は
五
株
増
と
な
っ

て
い
る
が
､
前
回
三
組
に
含
ま
れ
て
い
た
上
野
領
門
前
分

一
五
株
が
別
建
て
に
改
め
ら
れ
た
か
ら
｣
実
質
二
〇
株
の
増
加
で
あ
っ
た
｡

肝
心
な
番
組
の
動
勢
を
具
体
的
に
知
-
得
.る
史
料
を
見
出
せ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
'
こ
の
割
替
え
の
間
に
'
番
組
の
う
ち

二

一人



(35
)

が
手
錠
に
科
せ
ら
れ
た
こ
と
が
三
井
店
の
報
告
に
み
え
る
は
か
'

役
金

一
件
の
最
終
決
定
を
老
中
に
上
申
し
た
町
奉
行

の
伺
容
の
]
節

に
'
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

番
組
両
替
昆
四
首
六
拾
九
人
之
内
首
五
拾
壱
人
'′
場
末
二
両
両
替
之
方
ハ
何
も
附
商
売
之
も
の
共
二
両
'
両
替
商
至
而
無
数
'
其
上

商
売
高
二
割
合
株
式
引
諸
侯
儀
故
'
割
合
対
談
相
勤
兼
候
間
'
商
売
相
体
中
度
旨
中
上
候
二
付
'
再
応
割
合
相
対
之
儀
申
開
候
得

共
､
差
当
割
合
対
談
出
来
不
仕
儀
間
'
無
是
非
商
売
相
休
候
段
､
右
百
五
拾
壱
人
之
も
の
共
申
出

長
期
間
に
亘
る
町
奉
行
所
の
強
圧
に
も
拘
わ
ら
ず
'
最
終
段
階
に
お
い
て
塙
四
六
九
人
の
銭
両
替
の
三
分
の
]
に
近
い
t
五
]
人
が
反

対
の
態
度
を
変
え
ず
休
業
の
挙
に
出
た
こ
と
が
'
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
｡二

人

一
株
で
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
孝
行
所
の
妥
協
案
に

も
応
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
経
過
を
述
べ
た
あ
と
'
伺
苔
は
次
の
具
体
案
を
上
申
し
て
い
る
｡

一
本
両
替
屋
六
人
江

四
拾
三
珠

.

済
松
寺
領
四
人
共

此
四
人
之
商
高
少
分
二
両
壱
株
分
之
役
金
こ
も
引
合
不
申
候
間
へ
本
両
替
良
江
割
波
候
株
数
之
内
二
両
株
式
討
取
'
相
応
之
割

合
役
金
本
両
替
屋
江
差
出
候
様
申
開
'
双
方
早
速
得
心
仕
候

〓
二
組
両
替
屋
四
拾
入
江

1
番
組
両
替
屋
三
百
拾
八
人
江

八五
脱
力
)

一
上
野
領
両
替
屋

拾

入

江

都
合
六
百
四
拾
三
珠

壱
ヶ
年
役
金
高

百
四
拾
五
株

四
百
四
拾
株

拾
五
株

壱
株
二
付
壱
ヶ
年
役
金
拾
四
両
ツ
,
之
硫

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金
一
件

(鶴
岡
)
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.九
千
弐
両

右
之
通
両
替
株
組
合
限
引
請
役
金
可
差
出
旨
納
得
仕
侯
､
書
面
之
通
株
高
申
付
相
塩
焼
上
二
両
は
'
内
割
対
談
こ
も
相
務
'
前
告
相

,
休
供
も
の
共
も
迫
々
立
戻
且
新
規
加
入
之
も
の
出
来
可
仕
哉
二
率
存
供
'
右
組
合
江
相
渡
侯
株
割
合
之
儀
､
人
数
二
合
慎
両
も
又
ハ

…
商
高
二
割
合
侯
両
も
相
当
之
割
合
巨
細
二
は
割
付
相
成
兼
侯
間
'
少
々
ツ
,
之
過
不
足
ハ
御
座
候
得
共
､
凡
之
割
合
を
以
前
書
之
通

り
吟
味
仕
､
何
れ
も
熟
得
任
侠
'
此
上
両
替
相
始
侯
も
の
出
来
仕
'
追
々
株
貸
附
候
得
は
'
其
節
ハ
過
不
足
無
之
様
可
相
成
奉
存

侯
'
書
面
之
六
百
四
拾
三
珠
二
両
役
金
九
千
弐
両
'
先
拾
ヶ
年
之
環
差
出
侯
様
可
申
付
侯
哉
'
奉
伺
侯
'

天明 4.8.23 天明4.10.2
9(一次案)

決 定 案人数 夫秤数

人数 天秤数本 両 替済松寺領 64

40 64 43≡ 孤
40 140 40 1

45上 野 領 15 15

15番 組 470 470 318440

計535650383643

要
す

ろ
に
へ
江
戸
市
中
の
両
巻
株
を
六
四
三
株
に
定
?
.
こ
れ
を
本
両
替

･
三
組

･垂
組
お

よ
び
上
野
領
の
四
仲
間
に
割
付
け
'

一
株
に
つ
き
年
額

1
四
両
'
合
計
九
千
二
両
の
役
金
を
向

う
十
年

間
へ
そ
の
上
納
を
請
負
わ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
｡
こ
～
に
示
さ
れ
て
い
る
仲
間
別
の

割
当
頂
､
さ
き
の
秦
と
比
較
す
れ
ば
第
9
表
の
通
り

で
あ
る
｡
こ
の
表
に
関
連
し
て
差
当
り
二

つ
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

先
ず
有
力
業
者
で
あ
る
本
両
替

･
三
組
両
替
の
負
担
で
あ
る
｡
確
か
に
一
次
案
に
比
し
て
両

組
の
負
担
は
増
し
､
人
数
の
上
で
1
二
%
の
両
組
で
二
八

･
六
%
の
株
を
割
付
2?
ら
れ
て
い
る

が
､
上
述
の
通
り
増
加
は
本
両
替
の
予
測
の
半
数
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
れ
の
み
で

な
く
'
本
来
商
高
に
よ
っ
て
割
当
て
ら
れ
る
管
で
あ
っ
た
役
金
が

一
株

一
四
両
と
い
う
平
等
割

に
な
っ
た
上
に
'
両
替
歩
銀
の
1
分

･
十
文
増
し
の
ほ
か
､
金
座
の
預
金
無
料
直
し
と
対
照
的

に
一
両
に
一
匁
四
㌧
五
分

(申
請
の
五
倍
)
の
引
香
手
数
料
取
得
の
権
利
を
も
与
え
ら
れ
た
の

で



こ
れ
に
対
し
て
'
天
明
二
年
当
時
の
五
三
三
人
か
ら
四
年
八
月
の
四
七
〇
人
､
同
十
月
の
三

一
八
人
へ
と
天
秤
を
返
上
し
て
休
廃
業
す

る
者
二
一
五
人
を
出
し
て
抵
抗
を
つ
づ
け
た
番
組
両
替
の
場
合
は
､
三

一
八
人
の
現
業
者
に
四
四
〇
株
が
割
付
け
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
役

金

1
件
を
通
じ
て
番
組
が
常
に
意
見
の
不

一
致
を
続
け
た
こ
と
は
'
番
組
践
両
替
の
本
業
が
多
様
で
あ
る
だ
け
に
'
規
模
も
利
害
も

1
様

で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
'
右
の
町
奉
行
が
明
記
し
て
い
る
通
り
'
廃
業
を
敢
え
て
し
た
の
は

｢場
末
の
両
替
｣
の

者
た
ち
で
あ
っ
た
｡
そ
の
現
実
を
認
識
し
っ
つ
'
彼
ら
を
切
捨
て
た
上
で
'
残
っ
た
三

一
八
人
に
四
四
〇
株
を
割
付
け
'
｢此
上
両
替
相

始
侯
も
の
出
来
仕
､
追
々
株
貸
附
侯
時
は
'
其
節
ハ
過
不
足
無
之
様
可
相
成
｣
と
の
見
通
し
の
上
で
､
本
両
替
屋
ら
と
同
額
の
1
株

】
四

両
の
役
金
を
課
し
た
の
で
あ
る
｡

な
お
'
町
奉
行
伺
書
は
本
文
の
あ
と
に

本
文
伺
之
通
被
仰
付
供
ハ
,
当
二
月
迄
は
七
千
五
首
両
之
割
合
ニ
tE
役
金
差
出
'
其
後
吟
味
中
ハ
先
役
金
差
出
不
申
相
柑
罷
在
侯

処
'
右
未
納
之
分
此
節

一
度
に
相
納
候
様
申
付
候
両
は
一
同
難
渋
仕
候
間
'
表
文
株
数
役
金
之
儀
相
柾
､

一
同
申
渡
候
翌
月
♂
月
々

二
割
合
為
相
納
候
様
可
任
侠
'
且
此
度
商
売
相
休
侯
も
の
共
ハ
当
年
中
二
相
納
､
違
背
仕
間
数
旨
口
苗
申
付
位
候
間
'
其
趣
ヲ
以
為

相
納
候
様
可
仕
候

と
付
記
し
て
い
る
｡
今
年
三
月
以
降
の
未
納
分
は
旧
方
式
に
よ
っ
て
遡
及
し
､
月
割
上
納
さ
せ
る
｡
な
お
廃
業
者
に
対
し
て
も
未
納
分
は

年
内
に
徴
集
を
終
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

さ
て
､
.以
上
の
内
容
を
盛
っ
た
町
専
行
の
伺
書
は
'
十
月
十
五
日
に
老
中
田
沼
主
殿
頭
へ
直
接
内
覧
に
供
さ
れ
'
そ
の
同
意
を
得
た

が
'
そ
の
際
'
二
月
以
後
の
不
納
分
の
年
内
全
額
納
入
を
指
示
さ
れ
た
た
め
'
そ
の
実
施
法
を
追
加
し
て
､
十
月
二
十
九
日
に
正
式
に
上

向
の
手
続
が
と
ら
れ
た
｡
次
の
引
用
は
こ
の
間
の
経
過
の
正
式
記
録
で
あ
る
｡

天
明
四
辰
年
十
月
十
五
日
田
沼
主
殿
頭
殿
江
御
直
上
之
'
御
内
覧
被
下
候
様
中
上
侯
匁
'
同
十
六
月
御
熟
覧
被
成
候
匁
､
随
分
宜
供

天
明
期
江
戸
丙
昔
良
役
金

一
件

(鶴
岡
)
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二
二
四

旨
被
仲
間
御
返
被
成
焼
'
其
節
金
座
江
不
納
之
分
'
当
年
中
不
残
請
取
度
趣
之
旨
被
仲
間
候
間
'
勘
弁
仕
可
中
上
旨
中
上
置
､
同
十

七
日
御
直
二
勘
弁
仕
候
処
'
両
替
屋
が
之
約
は
何
こ
も
伺
之
通
御
恩
置
､
御
貸
附
金
之
内
仮
二
取
立
取
替
'
金
座
江
貸
置
'
月
々
納

t.
候
内

二
両
引
落
候
積
り
仕
侯
方
可
然
旨
中
上
候
処
'
左
候
ハ
,
随
分
宜
候
旨
被
仰
聞
候

二
付
､
共
通
相
心
得
､
外
二
思
召
も
無
御
座

候
ハ
､
直
二
今
日
水
野
出
羽
守
殿
江
差
上
侯
段
中
上
､
出
羽
守
殿
江
御
直
上
之
､
御
貸
附
金
取
替
之
趣
も
中
上
置
'
酒
井
石
見
守
殿

江
も
御
直
二
上
之
'
同
廿
八
日
大
前
孫
兵
衛
を
以
御
下
ケ
'
伺
之
通
乗
付
上
侯
様
被
仲
間
'
同
廿
九
日
乗
付
出
羽
守
殿

･
石
見
守
殿

江
丸
毛
金
次
郎
江
相
続
'
大
前
孫
兵
衛
を
以
上
ル
'
主
殿
頭
殿
江
は
御
直
上
之
､
環
種
目
引
替
歩
合
請
取
侯
御
触
之
儀
相
何
侯
処
､

御
承
知
之
旨
出
羽
守
殿
江
中
上
侯
様
被
仲
間
候

こ
の
記
錠
は
'
事
が
事
実
上
田
沼
の
専
権
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
て
い
た
幕
閣
内
の
実
情
を
示
し
て
お
り
'
未
納
分
全
額
の
年
内
金
座
へ

の
給
付
.と
い
う
田
沼
の
指
示
に
対
し
て
も
'
町
奉
行
は
即
時
に
対
応
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
御
貸
附
金
の
1
部
を
臨
時
回
収
し
て
金
座

へ
未
納
金
全
額
を
貸
与
え
'
両
替
屋
か
ら
の
月
々
の
役
金
上
納
分
を
以
っ
て
そ
の
返
済
に
当
て
る
方
策
を
提
案
し
､
容
認
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
｡
こ
の
町
奉
行
の
一
時
的
な
便
法
と
し
て
金
座
へ
振
り
向
け
た
御
貸
附
金
は
'
｢浅
草
平
右
衛
門
町
他
八
カ
所
買
請
地
代
金

一
万

(36
)
.

七
千
首
両
余
当
分
町
方
御
貸
附
の内
｣

と

あ
っ
て
'
そ
の
内
巽
は
辞
か
で
な
い
が
､
何
れ
に
し
て
も
町
奉
行
の
権
限
内
で
動
か
す
こ
と
の

で
き
る
町
方
御
貸
附
金
を
転
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
田
沼
の
意
に
測
っ
た
の
で
あ
る
｡

か
く
し
て
裁
可
を
得
た
町
奉
行
は
､
即
日
両
替
屋
中
に
対
し
て
正
式
に
申
渡
を
行
な
う
と
同
時
に
'
役
金
の
取
扱
い
を
町
年
寄
樽
見
与

左
衛
門
の
管
掌
と
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
し
て
､
天
明
元
年
八
月
に
当
時
の
甫
町
奉
行
牧
野
大
隅
守
が
老
中
の
指
令
を
受
け
'
金
座
後
藤
へ
の
両
替
役
金
を
申
渡
し

て
か
ら
実
に
三
年
四
カ
月
を
経
た
天
明
四
年
十

一
月
に
'
漸
く
天
秤
役
銀
と
い
う
冥
加
金
名
目
で
役
金
の
徴
集
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ

る
｡
二
そ
し
て
北
町
奉
行
曲
孤
甲
斐
守
が
同
年
十
二
月
に
提
出
し
た
報
告
者
に
よ
LtO
と
'
後
藤
庄
三
郎
方
へ
渡
し
た
金
高
は
七
､
五
七
八
両



で
'
そ
の
内
訳
は
第
10
表
に
示
す
通
-
で
あ
る
｡

一
万
五
千
両
の
半
減
分
七
千
五
百
両
を
月

割
に
し
た
旧
方
式
の
月
額
六
二
五
両
か
ら
新
制
度
の
九
千
二
両
の
月
額
七
五
〇
両
へ
の
'

一

二
五
両
の
増
散
が
明
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
'
廃
業
者
分
を
含
め
た
未
納
分
の
取
立
が
励
行
さ

れ
た
こ
と
､
田
沼
の
命
に
従
っ
て
､
御
貸
附
金
の
内
か
ら
四
千
両
の
転
用
は
現
金

･
軽
日
金

修
補
費
の
貸
付
と
い
う
名
目
で
支
給
き
れ
た
こ
と
が
判
る
｡

こ
の
よ
う
に
迂
余
曲
折
の
末
､
天
明
四
年
十

一
月
か
ら
新
た
に
本
両
替
六
人
に
四
三
株
､

三
組
両
替
四
〇
人
に
一
四
五
株
'
番
組
両
替
に
四
四
〇
株
と
割
付
け
ら
れ
た
両
替
株
が
'
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
貸
付
け
ら
れ
て
い
e(た
か
､
特
に
一
件
中
の
二
年
間
に
二
1
五
人
と
い
う

多
数
の
廃
業
者
を
出
し
た
番
組
両
替
の
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
'
残
念
な
が
ら
殆
ん
ど

知
り
得
な
い
｡

僅
か
に
本
両
替
仲
間
に
関
し
て
は
'
済
松
寺
領
分
四
株
を
除
く
三
九
株
を
仲
間
六
人
で
商

高
に
応
じ
て
割
付
け
､
自
分
株
を
除
い
て
希
望
者
に
貸
付
け
た
こ
と
か
判
る

(節
11
表
)
｡

天
明
四
年
十
二
月
十
六
日
の
本
町
二
丁
目
.越
後
屋
幸
助
を
皮
切
り
に

'

同
七
年
四
月
初
旬
に

か
け
て
三
〇
枚
の
貸
付
を
行
な
っ
て
い
る
が
､
貸
株
の
役
金
は
八
両
と
L
t
差
額
の
六
両
は

(37
)

未
貸
付
分
と
共
に
本
両
替
屋
が
負
担
し
て
い
る

｡

借

株
し
て
銭
両
替
を
始
め
た
者
の
本
業
に

(38
)

は
実
見

･
酒
屋

･
油
屋
が
多

く

'

こ
れ
ら
木
両
替
仲
間
持
ち
の
株
を
借
り
た
飯
屋
は
'
本
両

替
付
銭
両
替
屋
と
い
う
新
し
い
組
合
を
つ
-
つ
て
官
許
を
受
け
'
本
両
替
仲
間
の
下
部
組
織

と
し
て
'
本
両
替
か
ら
の
通
知
に
従
っ
て
独
自
に
銭
相
場
の
書
上
げ
を
行
な
っ
た
｡

天
明
期
江
戸
両
替
良
役
金

]
件

(鶴
岡
)

第10表 天明4年後藤庄三郎え相法焼金高内訳

当正月･2月分牧野大隅守勤役中相法

当3月810月迄両替相止供もの井相始辰もの分役金

9,002両の割合役金当11月分 一

当3月L10月迄吟味中不納分役金7,500両の割合こて2カ月分

右吟味中不納之分役金来巳年迄二迫 納々院二付畷金軽日金為入
用'm貸付金内こて取替此節貸法院分

両
金 1.250

匁
金 444 銀 13.5

金 750 鋭 10.0

金 1,138 銀 6.8

金 4,000

合 計金 7,582 銀 30.3

天明4年12月10日 ｢両替屋共役金後藤庄三郎え相法侠鼠中上寄付｣
(安永拭更群集)より

五



第11表 本両替仲間預り天秤貸渡の本両替附銭両替名前一覧

加入年月日 ･天 秤 借受 人 情 売) 本両替預り天

秤数1 天明 4.12.16 本町2丁日代^店越後星幸助 三 谷

三九郎6挺2 で 5.2.16 神田構大工町清次郎店伊勢

屋弥兵衛 甲畠誌.42′ 〟 5.12.10

四谷伝馬町伊勢見紛兵荷3 〝 5.2.27 本所林町5丁目惣

十郎店伊勢昆利兵街(酒.水油)4 〝 5.5.21 新書尿京

町1丁目藤右エ門店伊勢見辛兵衛(質)5 ′ 6.6.14

橘町3丁目平左エ門店上島星甚左エ門 (酒)6 〝 6

.6.14 本所外事町清兵衛店上総星亨八 (宿)7 〝 5.7.10

浅草源空寺門前家主伊勢崖甚助 (負) 三井次郎右五円8 〝 5.7.22 四谷内藤宿六軒町家主鴻池平兵衛 (宿).

9 〝 5.7.時 牛込御細工町家主構足長右エ門 (酒)

4.挺10 〝 6.4.10 本研 4丁目市兵鮎 小西増五郎 宗芋蔓宅,ll 〝 5.3.10 浅草田原町1丁目家主伊勢昆文右エ門 (質),
三 谷 -勘四郎12 〝 5.3.10 元両国若松町家主孫

兵衛店大黒昆源兵街 (酒)13 〝 5.3.15 牛込五軒

町家持伊勢星七兵衛 (質) 4挺14 〝 5.4.15 下谷唯念寺門

前家主伊勢最多右エ門 (質)15 〝 5.2.15 四谷伝馬町岳丁目
平次店山形屋文右エ門 (紙) 三 谷 善次郎16 〝 5.2.15

四谷塩町2丁目Ef̂ 店附 則 ､兵衛g6.(島亨7返16′〝

6.6.7 牛込夷徳院門前山田星亨兵衛 (酒 .質). 3挺17 〝 5.2.15 四谷塩町3丁目介七店伊勢星伊兵衛 (質)1819 〝 5.3.5〝 5.3.5 本銀町1丁目藤右モ門店伊勢昆権七 (質)本所良町1丁目家持九星九兵衛 (蚊.費付油) 三谷 庄左エ門

･2挺20 1 4.12.17 南伝馬町2丁目家主喜多住

藤右エ門 (油.統)21 〝 5.2.23 四谷坂町家主和

泉昆伝右エ門 (質)22 〝■ 5.4.3 鉄旭洲本湊

町茂兵衛店伊勢足首七 (丹波粉)23 〝 5.5..2 本所立

川通花町源六店和泉足掛右土門 (太物)24 〝 5.4.9 南

柄木町書右エ門店日野足音八 (慕.妖)25 〝 6.4.
6 元数寄屋町2丁 目家主大坂星甚兵衛 I,谷 幸三郎26 n 6.6.18 本所三笠町1丁目家主相

模屋文兵衛 (酒) 11挺27 〝 6.6.20 梓

柾町仁右エ門店伊勢星藤兵衛.(栄)282

930 〟 .7.2.7〝 ■7.4.3〝 7.4.5

四ッ谷伝馬町2丁目孫兵甜



第12表 天明4年9月三組両替仲間天秤役銀引請案

天
明
期
江
戸
両
替
屋
役
金

]
件

(約
岡
)

二
二
七

-人 名 株 数 ･■人- 名 ■

株 数1 播磨畠 新右門 13 25 青野良

書兵衛 12 升 昆 源四郎 12 2

6 伊勢良 治兵衛 13 殿 村 左五平 1

2 27 同 清兵衛 ･14 竹原 文

右南門 8 28 同 書兵衛 15 村田 七右衛門 7 29 同 五兵衛 1

16 小 川 清兵衛 7 30 江川

星六郎兵衛7 荒木 伊右衛門 7

31 小島や 伊兵衛8 升昆 源右南門

7 32 伊勢良 彦太郎9 万 屋 伊兵

衛 5 33 和泉昆次郎兵衛10 伊勢昆 弥

三郎 4 34 伊勢良 孫 八11 近江昆 十兵衛 l 4 35 和泉や 権兵

衛12 平野星 平 八 4 36 神戸良

治兵衛13 越前屋.源兵衛 3 37

竹 原 文 平14 升星 亨右街門 2 38

大塚昆甚右エ門15 伊勢星書左衛門

2 39 伊勢最 新十郎16.山崎昆 又兵衛 2 40 内 田 浄

戒 117 田端星 源兵衛 2

〆̀ 125株18 内 田 小四郎 2 p天 秤 数

19 伊勢良 彦兵衛 2

(121)20 浅 野



史
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要

第
一
五
号

二
二
八

因
み
に
'
三
組
両
替
の
内
部
に
お
け
る
天
秤
株
の
配
分
に
つ
い
て
は
最
終
的
な
結
果
は
知
り
得
な
い
が
､
八
月
の
第
一
次
案
が
琴
不
さ
れ
た
直

後
に
'
上
野
頗
分
一
五
挺
を
除
い
た
二
王
挺
分
の
仲
間
内
の
割
当
の
模
様
が
'
播
新
店
の

｢五
番
日
記
｣
(天
明
四
年
九
月
二
日
の
条
)
に
記
録

さ
れ
て
い
る

(第
12
牽

｡
播
磨
屋
新
右
門
の
こ
こ
長
を
重
点
と
す
る
が
'
株
割
当
を
欠
く
二

名
も
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

V覗
占

新
制
度
の
発
足
に
当

っ
て
1

従
来
新
規
開
業
者
か
ら
取
立
て
て
き
た
三
百
疋
の
冥
加
金
を

廃
止
し
た
の
は
'
借
株
に
よ
る
開
業
乃
至
復

業
の
一
助
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
､
本
両
替
の
よ
う
に
役
金
の
一
部
を
負
担
し
て
貸
付
け
る
よ
う
な
力
を
持
ち
得
な
い

番
組
両
替
な
ど
の
場
合
'
加
入
冥
加
金
の
免
除
が
ど
れ
程
の
効
果
を
持
ち
得
た
で
あ
ろ
う
か
｡
少
な
く
と
も
､
四
四
〇
の
番
組
両
替
の
株

数
が
直
ち
に
実
際
の
業
者
の
数
を
示
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

因
み
に
'
両
替
屋
に
対
す
る
役
金
の
賦
課
は
江
戸
の
み
で
な
く
'
京

･
大
阪
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
た
｡
本
稿
で
は
こ
れ
に
閑
説
す
る

余
裕
が
な
い
が
､
両
地
と
も
両
替
商
の
一
致
し
た
抵
抗
の
前
に
'
江
戸
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
難
航
を
続
け
'
役
金
高
の
決
定
を
満
た
の

は
京
都
が
天
明
七
年
三
月
'
大
坂
は
同
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
第
13

･
14
表
に
み
ら
れ
る
通
-
､
両
地
の
役
銀
賦
課
の
基
準
は
大
阪

が
商
高
､
京
都
は
江
戸
同
様

一
挺

一
四
両
の
天
秤
役
と
な
っ
て
お
り
'
そ
の
決
定
の
経
過
な
り
根
拠
は
窺
い
知
れ
な
い
が
'
両
地
に
お
け

(4

)
一

る
役
銀
賦
課
の
混
迷
ぶ
り
を
露
呈
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る

｡

-

そ
し
で
'
こ
の
天
明
七
年
六
月
十
七
日
付
で
'
江
戸
の
両
替
商
は
1
致
し
て
役
金
免
除
の
顕
書
を
提
出
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
同
月
老
中

職
に
就
任
し
た
松
平
定
信
の
政
権
の
成
立
に
伴
な
っ
て
'
勘
定
吟
味
役
上
席
奥
御
用
兼
帯
の
関
東
郡
代
伊
奈
忠
尊
か
ら
町
名
主
中
に
対
し

て

｢町
々
諸
運
上
物
之
儀
､
何
々
之
品
運
上
有
之
哉
'
其
品
々
名
前
珠
書
い
た
L
t
支
配
限
り
早
々
書
付
可
差
出
侯
'
運
上
物

二
持
し
侯

難
義
之
所
有
之
侯
ハ
,
'
是
又
同
様
聞
置
度
旨
｣
の
汐
殊
が
あ
っ
た
の
に
即
時
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
｡

以
書
付
御
額
中
上
侯

此
度
伊
奈
半
左
衛
門
様
於
御
役
所
被
仰
渡
侯
趣
奉
承
知
'
難
有
季
存
侯
'
町
中
諸
運
上
之
義
は
追
々
御
免
之
義
被
為
仲
立
可
被
下
置



侯
二
付
'
兼
而
諸
運
上
之
品
々
御
開
披
匿
度
御
趣
意
之
旨
被
仰

渡
侯
二
付
'
左

二
奉
頗
上
侯
'

一
私
共
両
替
商
売
之
義
'
従
古
来
金
銀
両
日
取
扱
'
銭
は
商
売
不

任
侠
二
付
'
是
を
本
両
替
屋
と
申
相
続
仕
来
り
'
享
保
年
中
御

町
中
井
寺
社
門
前
地
共
銭
尾
と
も
六
百
軒
相
樋
り
'
組
合
相
立

商
売
仕
慎
二
付
是
は
銭
臣
と
申
釆
侯
'
然
ル
処
'
天
明
元
丑
年

牧
野
大
隅
守
様
御
助
役
中
'
本
両
替
庭
井
銭
昆
共

一
鉢
二
御
役

銀
被
仰
付
､
従
古
来
金
壱
両
二
付
鋭
弐
分
之
徳
分
御
座
候
所
'

右
御
役
銀
被
仰
付
供
二
付
銀
は
三
分
'
銭
は
三
拾
文
之
徳
分
被

仰
付
'
天
明
三
卯
正
月
メ
同
四
辰
年
二
月
迄
壱
ヶ
年

二
惣
高
金

七
千
五
百
両
之
項
を
以
'
商
高

二
応
シ
月
々
牧
野
大
隅
守
様
御

番
所
へ
相
納
'
其
後
大
隅
守
様
御
転
役
被
遊
'
曲
測
甲
斐
守
様

御
掛
り
ニ
相
成
'
天
明
四
辰
年
三
月
♂
十
月
迄
は
前
書
之
割
合

を
以
'
将
星
御
役
所
江
相
納
申
供
'
然
ル
処
同
十

一
月
本
両
替

昆
井
銭
昆
共
二
天
秤

1
挺
二
付
金
拾
四
両
宛
之
積
を
以
'
十
ヶ

年
之
間
こ
年
々
役
錠
被
仰
付
'
尤
右
天
秤
都
合
六
百
四
拾
三

挺
'
本
両
替
屋
井
銭
昆
共
江
組
々
御
割
渡
シ
被
仰
付
'
役
金
年

々
九
千
弐
両
宛
当
未
五
月
分
迄
上
納
仕
候
義

二
御
座
候
'
私
共

天
明
期
江
戸
両
替
昆
役
金

1
件

(鶴
岡
)

第13表 大坂両替昆役金割付高 天明7年4月

天明1.2年惣商高平均 1カ年役金高 右4年分

総額本両替仲間 両歩 両歩 両3,616,484 17,433-

2 69,734銭 昆南 畝 532,406-2 2.

566-2 10,266汁 4,148,890-2

20,000-0 80,000(｢後藤役銀一件｣より)

但金1両二付永4文820566の割第14表 京

都両替屋役金割付高 天明7年3月15日∫夫

秤 数 1挺役金 1カ年役金高 4カ年分総額一本両替仲間 40挺 14両 560両 2,240両

銭 星 仲 間 80 (14両 1,1

20両 4,480)一 計 1120 1



史
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第

1
五
号

1
四

〇

本
両
替
屋
六
人
江
は
天
秤
四
拾
三
挺
御
渡
被
下
位
侯
二
付
､
此
役
金
壱
ヶ
年

二
都
合
六
百
弐
両
宛
､
特
産
御
役
所
へ
上
納
仕
候
､
前

書
中
上
侯
通
'
両
替
金
壱
両
二
付
弐
分
宛
之
徳
分
二
御
座
候
処
'
三
分

二
被
仰
付
候
義
は
難
有
季
存
候
得
共
'
私
共
江
天
秤
数
多
季

語
慎
二
付
御
役
銀
多
グ
上
納
仕
､
金
壱
両
二
付
壱
分
之
徳
分
二
両
は
上
納
二
引
合
不
申
難
儀
至
極
仕
候
'
別
行
両
替
之
儀
は
諸
商
売

万
物
之
相
場
二
抱
リ
侯
元
商
ひ
こ
御
座
候
得
は
'
金
壱
両
二
付
壱
分
之
余
慶
は
軽
キ
義
之
様
二
は
御
座
候
得
共
'
積
り
俵
田
ハ
諸
代

呂
物
語
商
人
江
も
抱
り
'
御
武
家
様
方
も
同
様
二
両
世
上

一
統
難
義
任
侠
､
畢
尭
役
金
と
申
候
得
共
t
.年
々
運
上
二
両
御
座
候
間
'

此
上
御
慈
悲
を
以
天
秤
役
金
御
免
被
為
下
置
'
前
々
之
通
二
相
成
侯
様
'
御
三
ヶ
所
Tq
被
仲
立
被
下
皮
革
頗
侯
､
銭
昆
両
替
番
組
之

義
も
組
々
行
事
共
メ

御
願
可
中
上
義
と
奉
存
侯
､
右
之
趣
何
分
御
閉
済
被
下
置
侯
様
奉
節
倹
'
以
上

天
明
七
未
年
六
月
十
七
日

本
両
替
屋
駿
河
町
家
持三

谷

三
九
郎

木
両
替
町
家
持

三

谷

勘
四
郎

駿
河
町
家
持三
井

次
郎
右
衛
門

未
草
屋
町
太
郎
右
衛
門
店

三

谷

善
次

郎

駿
河
町
久
左
衛
門
店

三
谷

庄

左
衛
門

同
町
同
人
店三

谷

喜
三
郎



山
本

伝
左
街
門

殿

加
藤

助
右
衛
門

殿

大
坪
八
郎
右
街
門

殿

琵
'
宛
肇
二
名
は
本
両
替
堅
ハ入
居
町
の
町
名
主
)

こ
の
本
両
替
仲
間
磁
苔
の
文
面
は
下
田
で
あ
っ
て
'
町
名
主
か
ら
享
保
年
中
町
中
井
寺
社
門
前
地
両
替
屋
六
百
軒
と
あ
る
の
は
誤
-

で
'
当
時
支
配
違
い
の
寺
社
門
前
地
は
六
百
軒
の
外
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
指
摘
を
う
け
て
訂
正
の
上
提
出
し
た
と
行
事
記
録
に
記
さ
れ
て

お
り
'
あ
わ
た
だ
し
い
出
離
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
｡

天
秤
役
金
を
実
現
さ
せ
た
曲
測
甲
斐
守
は
'
こ

の
餌
召
提
出
前
の
同
月
朔
日
西
丸
御
留
守
居
へ
転
じ
て
お
り
'
同
年
七
月
二
十
九
日
に

後
任
の
北
町
奉
行
石
河
土
佐
守
正
武
か
ら
天
秤
役
金
の
免
除
が
惣
両
替
屋
へ
申
注
さ
れ
た
｡

本
両
替
屋
井
二

済
松
寺
領
両
替
良

木
両
替
足
付
銭
両
替
屋

三
組
両
替
屋

番
組
両
替
屋

上
野
領
両
替
屋

其
方
共
両
替
屋
株
之
儀
'
四
年
己
前
辰
年
十
月
'
六
百
四
拾
三
株

二
相
定
'

1
枚
二
付

1
ヶ
年
金
拾
四
両
宛
役
金
差
出
し
侯
処
'
当

月
分
迄
は
役
金
差
出
し
'
自
八
月
は
役
金
御
免
被
成
侯

右

二
付
其
節
相
渡
候
焼
印
札
井
二
当
時
組
々
浮
天
秤
有
之
分
'
右
両
様
共
不
残
'
懸
将
星
与
左
街
門
方
へ
可
相
的
供
'
自
今
以
後
諸

事
辰
年
以
前
之
通
相
心
得
商
売
可
致
侯
'
尤
切
金
軽
日
金
通
用
之
儀
は
安
永
七
年
五
月
御
触
之
通
相
守
可
申
侯
'
且
文
金
壱
両
二
付

天
明
期
江
戸
両
替
昆
役
金
]
件

(鶴
岡
)

t
四

T



史
料
館
研
究
紀
要

第

1
五
号

一四
二

銀
壱
分
銭
拾
文
之
増
分
請
取
侯
様
申
付
侯
所
'
向
後
右
之
増
分
相
止
'
諸
事
通
用
手
広
前
々
之
通
両
替
可
致
侯
'
尤
将
星
与
左
街
門

方
江
申
出
'
株
帳

二
相
付
'
前
々
之
通
心
得
達
無
之
様
商
売
可
致
事

役
金
の
免
除
と
と
も
に
'
溝
両
替
付
銭
両
替
仲
間
は
解
散
し
て
各
自
居
住
最
寄
の
番
組
へ
編
入
さ
れ
､
江
戸
両
替
商
の
組
織
は
安
永
九

年
以
前
に
復
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

ま
た
役
金
高
の
決
定
が
遅
れ
た
京
都

･
大
坂
両
地
で
は
'
割
付
申
渡
の
際
'
過
去
四
年
分
の
上

.
納
を
命
ず
る
と
共
に
'
そ
の
役
銀
が
当

年
限
り
で
停
止
さ
れ
る
旨
が
放
出
さ
れ
て
い
る
が
'
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
収
束
さ
れ
た
か
は
許
か
で
な
い
｡

(
41

)

要
す
る
に
､
御
金
改
役
後
藤
庄
三
郎
と
金
座
の
救
済
の
た
め

の

｢後
藤
役
銀
｣
と
呼
ば
れ
た
両
替
屋
か
ら
の
役
金
徴
集
は
'
両
替
業
界

の
再
編
に
よ
る
一
元
統
制
へ
の
途
を
歩
み
出
し
な
が
ら
'
銭
両
替
'
特
に
場
宋
銭
星
の
強
硬
な
抵
抗
に
よ
っ
て
難
航
し
､
そ
れ
を
強
行
し

た
時
点
で
政
権
の
崩
壊
が
生
じ
'
蛇
尾
の
終
局
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡

本
稿
で
は
'
こ
の
よ
う
な
両
替
役
銀

一
件
が
'
い
わ
ゆ
る
田
沼
時
代
の
政
治

･
経
済
の
動
き
全
体
の
中
で
占
め
る
意
味
よ
り
も
､
事
件

の
経
過
の
裡
か
ら
当
時
の
江
戸
の
両
替
商
の
実
態
に
関
す
る
諸
事
実
を
摘
出
す
る
に
止
め
た
｡

三
井
高
維
校
註

r両
替
年
代
記
｣
原
締
'
天
明
元
年
の
条
に

｢両
替
天
秤
役
銀
一
件
｣
と
し
て
'
当
時
の
本
両
替
仲
間
記
録
の

抄
録
が
あ
る
｡
な
お
近
刊
の
三
井
銀
行

コ
ニ
井
両
替
店
J
一
八
七

-
一
九
〇
頁
､
r大
阪
市
史
｣
第
1
'
九
四
五
-
九
四
七
頁
参
照
｡

ま
た
古
く
は
竹
越
与
三
郎

r日
本
経
済
史
｣
5
'
第
六
章
に
該
丙

替
役
金
に
関
す
る
叙
述
が
あ
る
が
'
江
戸
の
両
替
役
金
の
説
明
に

大
阪
両
替
商
の
史
料
を
引
用
す
る
な
ど
の
混
乱
が
あ
る
｡

(2
)

前
掲

｢三
井
両
替
店
｣｡
な
お

｢両
替
年
代
記
J
の
頭
注
に
も

｢両
替
屋
天
秤
株
二
付
役
銀
上
納
ノ
一
件
ハ
田
沼
執
政
時
代
ノ
財

政
経
済
政
策
ノ
ニ
ー
シ
テ
､
江
戸
ハ
勿
論
大
阪
ノ
両
替
屋
ニ
ト
リ

チ
モ
商
売
浮
沈
三
関
ス
ル
重
大
事
件
ナ
リ
｣
と
記
し
て
い
る
｡
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r両
替
年
代
記
J
原
編
､
三
三
八
1
三
三
九
頁
｡

r徳
川
時
代
の
金
座
L
(東
京
市
史
外
題
5
)

近
世
史
料
研
究
会

r正
宝
事
故
｣
第
二
審
t

r両
替
年
代
記
J
三
三
〇
頁
｡

｢安
永
撰
要
類
集
｣
金
銀
銭
両
替
之
部
｡

塚
本
豊
次
郎

r増
訂
日
本
貨
幣
史
｣
所
収
｡

｢徳
川
時
代
の
金
座
J
一
四
一
頁
｡

日
本
銀
行
調
査
局

｢江
戸
期
銭
貨
概
要
｣

｢明
和
撰
要
類
央
｣
十

｢徳
川
時
代
の
金
座
｣

一
四
〇
買
｡

一
四
一
頁
｡

二

七
八
〇
〕

金
座
後
藤
と
田
沼
意
次
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
は
､

｢翁
草
｣

事 以 ば に｣ ヽ ヽ
｢金
座
の
儀
､
御
由
緒
有
之
供
得
共
'
元
来
町
人
の
偶
に
供
へ

家
柄
而
巳
に
て
'
平
生
帯
刀
に
不
及
侠
処
'
是
又
賄
賂
金
を

平
生
帯
刀
に
相
成
侠
'
加
様
の
偶
御
家
人
総
て
信
伏
不
致
俵

(r日
本
随
筆
大
成
｣
2
'

〓
1七
頁
)
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

コ
ニ
井
両
替
店
し
こ
入
貢
｡

中
井
信
彦

r幕
藩
社
会
と
商
品
流
通
J
-
七
六
-
一
七
七
買
｡

江
戸
の
本
両
替
仲
間
が
勤
め
た
公
儀
御
用
の
内
容
は
時
代
に
よ

っ
て
異
同
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
'

1
般
に
は
t
H
諸
御
用
金
の

包
立
､
肖
上
納
金
銀
の
鑑
定
､
臼
金
銀
銭
相
場
の
香
上
､
E
l改
鋳

時
の
新
古
金
銀
の
引
替
､
田
御
用
金
の
預
り
等
を
主
と
す
る
と
さ

れ
て
い
る

(｢両
替
年
代
記
関
鍵
｣
巻
二
考
証
蔚
八
八
買
)｡

中
井
信
彦
前
掲
書
'

l
九
六
頁
｡

田
中
康
雄

｢寛
政
期
に
お
け
る
江
戸
両
層
商
の
経
営
｣
(｢
三
井

天
明
期
江
戸
両
替
畠
役
金
1
件

(鶴
岡
)

文
庫
論
殺
し
筋
二
号
)､
国
立
史
料
館
縮

r播
磨
良
中
井
家
永
代

帳
｣
(史
料
館
韻
書
4
)
参
照
｡

(19
)

r両
替
年
代
記
三

や
証
幻

二

九
買
)
に
よ
る
と
'
享
保
九
年

二
七
組
に
嗣
成
さ
れ
た
番
組
両
替
の
う
ち
'
壱
番
組
は
宝
暦
元
年

三
谷
善
次
郎

】
人
と
な
り
'
同
人
が
本
両
替
に
加
入
し
た
た
め
自

然
消
滅
と
な
り
'
以
後
番
組
は
壱
番
組
を
欠
い
た
ま
～
二
六
組
と

な
か
と
あ
り
'
三
組
両
替
を
以
っ
て
壱
番
組
に
当
て
る
説

(r諸

問
屋
再
興
嗣
｣
の
内
､
拓
永
元
年
堀
江
町
名
主
僻
井
理
左
衛
門
口

上
雷
)
を
否
届
し
て
い
る
｡

(E3
)

r両
替
年
代
記
J
考
証
題
九
一
I
九
九
頁
｡

(1
)

国
立
史
料
館
所
液
'
播
磨
屋
中
井
家
文
苔

｢三
番
日
記
｣

(22
し

｢安
永
摂
要
群
集
｣
(国
立
国
会
図
番
館
所
蔵
'
旧
市
府
引
継

番
之
内
)｡
以
下
に
引
用
す
る
町
奉
行
所
の
茄
閣
宛
の
伺

･
届
書

桁
は
何
れ
も
同
番
に
拠
る
た
め
'

1
々
の
注
記
を
省
略
す
る
｡

(E3)

以
下
の
叙
述
の
う
ち
'
町
奉
行
所
番
類
の
他
は
'
三
井
文
康
所

蔵
の
本
両
替
仲
間
行
事
記
録
の
う
ち

｢天
明
元
丑
年
八
月
被
仰
之

侯
御
役
銀
一
件
諸
事
如
｣
(史
料
番
号
五
五
二
､
｢天
明
四
年

五

月
～
十
月
天
秤
株
役
銀
】
件
｣
(同

一
六
九
〇
の
こ
､
｢天
明
四

辰
年
十
一
月
以
来
天
秤
株
御
役
銀

一
件

(同
七
〇
七
)
に
拠
る
｡

上
記
の
三
史
料
は
一
'
二
'
三
番
と
連
続
す
る
も
の
で
'
引
用
す

る
史
料
は
年
次
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
の
で
､
注
記
を
省
略
す

る
｡

(a
)

r御
役
銀
1
件
諸
事
和
｣
(
1
番
)
の
天
明
元
年
八
月
廿
九
日
の

条
に

r同
夜
三
勘
店
こ
て
寄
合
仕
へ
何
れ
市
出
し
侠
研
リ
二
相
極

一
四
三



史
料
館
研
究
紀
要

第

)
五
号

俵
処
､
三
井
才

三
庄
方
江
御
中
有
之
供
は
'
先
達
て
太
物
商
高
之

義
書
出
供
様
被

仰
按
有
之
供
所
'
其
節
売
高
申
上
供
義
何
分
難
渋

二
御
座
候
趣
'
押
而
相
頗
侠
得
は
御
開
済
有
之
供
由
'
此
度
両
替

高
之
義
逆
も
同
様
之
事
こ
侯
へ
ハ
'
此
趣
ヲ
以
後
藤
え
不
申
出
侯

積
ワ
ニ
尚
又
相
談
相
催
焼
串
｣
と
あ
る
｡

(25
)

町
奉
行
の
再
三
の
説
得
に
も
拘
わ
ら
ず
'
役
銀
の
上
納
に
つ
い

て
江
戸
の
両
替
商
が
納
得
せ
ず
'
決
着
が
永
引
い
た
摸
様
を
'
天

明
四
年
八
月
十
日
付
の
田
沼
意
次
宛
の
町
奉
行
の
進
言
中
に

｢品

々
勘
弁
任
侠
処
'
迫
も
金
高

1
万
両
は
出
来
不
仕
侯
趣
こ
て
'
其

上
公
儀
t]相
納
供
冥
加
金
之
様
二
は
両
替
屋
共
存
込
不
申
'
金
座

江
差
出
供
真
二
而
己
存
罷
在
侯
二
付
別
て
気
請
等
も
不
宜
｣
と
述

べ
て
い
ろ

(｢安
永
坪
要
類
集
｣)

(26
)

｢両
替
年
代
記
J
原
篇
三
四
三
頁
に
'
本
両
替
仲
間
の
個
別
の

書
上
高
が
載
せ
て
あ
る

(後
出
第
4
表
)｡

(訂
)

当
時
'
江
戸
屈
指
の
大
店
と
目
さ
れ
て
い
た
三
井
の
本
両
替
仲

間
に
お
け
る
商
高
の
寡
少
性
に
は
多
分
に
書
上
の
際
の
作
為
が
存

し
た
疑
い
が
淡
い
｡
す
な
わ
ち

｢後
藤
役
銀
]
件
｣
(三
井
文
庫

所
蔵
)
中
の
天
明
三
年
五
月
廿
七
日
付
の
京
本
店
宛
の
報
告
に
よ

る
と
､
両
替
高
の
啓
上
に
は
'
御
為
替
組
と
し
て
の
御
用
銀
の
両

替
高
に
つ
い
て
は
役
銀
免
除
を
願
出
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
'
そ

の
許
認
可
の
有
無
は
知
り
得
な
い
が
'
三
井
自
身
の
判
断
で
公
用

分
の
書
上
げ
を
除
外
し
て
い
た
可
能
性
が
含
ま
れ
る
｡

(刀
)

｢御
役
銀
l
件
諸
事
如
｣
の
天
明
二
年
五
月
朔
日
の
条
に
貼
紙

メ
モ
と
し
て

一
四
四

｢卯
正
月
商
内
高
書
上

増
歩
之
分
壱
分
宛
之
割
合
を
以
名
主
殿
へ
差
出
供
積
り
六
軒
分

左
之
通
'

但
売
買
合
せ
ニ
ッ
二
割
テ

両
替
高
壱
万
七
千
弐
百
七
拾
八
両
弐
分

壱
〆
七
百
弐
拾
七
匁
八
分
五
厘

(下
略
ご

と
あ
る
｡

(
E
3
)

前
出
第
2
表
本
両
替
人
数
の
う
ち
'
文
化
五
年
の
数
字
は
彼
等

の
加
入
に
よ
る
も
の
｡

(Su

｢安
永
摂
要
類
集
｣
金
銀
銭
両
替
之
部
'
天
明
三
年
九
月
四
日

付
側
用
人
水
野
出
羽
守
宛
牧
野
大
隅
守
中
上
書
付

(31
)

も
と
も
と
釣
銭
禁
止
の
こ
と
は
木
南
啓

二
二
組
の
関
知
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
'
町

奉
行
所
よ
り
番
組
願
出
の
趣
旨
に
同

調
し
た
頗
雷
の
浸
出
を
強
要
さ
れ
'
諸
問
屋
商
人
の
反
対
を
予
測

し
て
実
現
不
可
能
と
察
し
な
が
ら
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
｡

(32
)

銭
両
替
の
う
ち
の
三
組
に
つ
い
て
は
'
次
の
よ
う
な
願
書
を
提

出
し
た
事
実
が
確
か
め
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
三
組
両
替
の
】
員
､

招
磨
屋
新
右
門
店
の

｢五
番
日
記
｣
天
明
四
年
六
月
十
九
日
の
条

に
､
乍
恐
以
書
付
御
返
答
奉
申
上
供

一
両
替
屋
三
組
四
拾
壱
人
之
者
共
奉
申
上
侯
'
先
月
廿
八
日
行
事

共
被
召
出
､
御
役
銀
壱
ヶ
年
三
宅
万
五
千
両
上
納
可
仕
旨
段
々

御
利
宇
被
仰
渡
侯
趣
'

一
同
奉
未
知
恐
多
奉
存
侯
間
'
私
共
組

合
之
内
右
御
役
銀
御
割
付
上
納
奉
畏
俵
者
も
御
座
候
処
､
外
番



組
銭
両
替
屋
共
御
返
答
之
趣
承
知
仕
侠
得
は
'
過
半
売
徳
二
引

合
兼
商
売
相
止
中
皮
段
奉
励
度
侠
上
ハ
､
此
上
仲
間
之
内
人
少

仕
侯
而
ハ
猶
以
右
御
役
銀
売
徳
引
合
不
申
'
上
納
仕
か
た
く
御

座
峡
間
'
無
是
悲
私
共
組
合

一
同
商
売
相
止
申
度
'
乍
恐
此
段

奉
願
上
侠
'
以
上

天
明
四
辰
年
六
月
廿
日

三
組
行
文

も
っ
と
も
翌
廿
日
の
条
に
は
'
同
日
右
願
否
を
北
番
所
へ
提
出
し

た
と
こ
ろ
､
却
下
と
な
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
あ
り
'
威
容
写
の
上

欄
に
r
此
番
付
無
用
也
｣
と
注
記
が
あ
り
'
抹
消
の
塁
入
れ
が
し

て
あ
る
｡

(S3
)

｢後
藤
役
銀
1
件
｣
(三
井
文
庇
所
蔵
'
別

二
二
八
五
)｡
以
下

に
引
用
す
る
三
井
の
京
本
店
へ
対
す
る
報
告
は
同
史
料
に
拠
る
｡

(34
)

同
右

(LL'C,)

招
新
店

｢五
番
日
記
｣
天
明
四
年
十
月
八
日
の
条
で

描
磨
屋

新
右
門
が
御
掛
屋
御
用
を
勤
め
る
1
橋
家
に
対
し
て
投
出
し
た
届

香
中
に
'
当
時
番
組
に
所
属
L
t
挿
新
と
共
に
同
家
の
御
掛
屋
で

あ
っ
た
土
屋
半
兵
衛
の
御
省
勤
供
中
の
事
由
を
次
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
る
｡

土
屋
半
兵
衛
殿
当
月
は
御
殿

二

橋
)
月
番
こ
御
座
候
所
'
此
節

御
各
二
両
遠
慮
被
致
供
二
付
'
御
用
向
手
前
二
而
相
勤
供
'
依
之

右
之
段
御
殿
巳
相
屈
供
番
付
写

乍
恐
寄
付
を
以
御
屈
奉
中
上
侠

一
私
共
両
替
商
売
鉢
之
義
こ
付
御
役
銀
御
上
納
仕
侯
様
'
去
々
寅

年
就
被
仰
付
侯
'
土
屋
半
兵
衛
義
同
年
商
内
方
江
御
割
付
壱
ケ

天
明
期
江
戸
両
替
昆
役
金

]
件

(朝
岡
)

年
四
拾
五
両
壱
分
'
銀
拾
弐
匁
壱
分
弐
屈
御
割
付
通
り
去
卯
年

差
上
ケ
御
上
納
相
済
申
供
'
然
ル
所
又
々
当
年
曲
淵
甲
賀
守
様

於
御
番
所
､
商
内
高
二
不
拘
天
秤
数
を
以
御
役
銀
獅

上
納
可

仕
旨
'

-
統
こ
被
仰
付
供
､
土
屋
半
兵
衛
偵
持
前
天
秤
三
挺
こ

付
右
三
挺
之
積
ヲ
以
壱
ケ
年
金
四
拾
五
両
御
役
銀
御
上
納
可
仕

旨
御
謂
率
中
上
侠
所
'
寅
年
御
上
納
商
才
ハ
金
壱
分
拾
弐
匁
壱

分
弐
屈
不
足
仕
候
段
不
調
法
之
趣
被
仰
波

､
当
九
月
晦
日
手
錠

被
仰
付
侠
'
依
之
御
上
納
金
高
相
増
'
五
拾
弐
両
弐
分
御
上
納

可
仕
旨
御
謂
奉
中
上
侠
こ
付
'
早
速
相
済
御
免
可
被
仰
付
と
率

存
'
其
節
右
之
段
早
速
御
届
ケ
不
申
上
延
引
仕
不
調
法
至
極
恐

入
率
存
供
'
且
同
商
売
之
者
共
之
内
､
右
御
銀
も
未
決
着
不
任

侠
こ
付

7
昨
五
日
右
半
兵
衛
も
御
呼
出
二
付
御
番
所
江
罷
出
俵

所
'
御
吟
味
中
故
手
錠
御
免
無
御
座
供

(下
略
)

と
あ
っ
て
'
番
組
中
に
も
可
成
り
の
身
代
の
も
の
が
存
在
し
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
と
共
に
､
番
組
に
対
す
る
町
奉
行
の
惜
度
の
厳
し

さ
が
注
目
さ
れ
る
｡

(36
)

r安
永
摂
要
類
集
｣
天
明
七
年
十
月
奈
良
良
市
右
御
門
投
出
の

｢後
藤
庄
三
郎
え
御
貸
附
金
之
偶
中
上
侠
零
付
｣
に
よ
る
｡

(節
)

本
両
替
仲
間
六
人
の
負
担
の
実
際
を
示
す
と
'
次
頁
上
段
表
の

通
り
で
あ
る
｡

(38
)

本
両
替
仲
間
か
ら
の
貸
天
秤
に
よ
る
新
規
開
業
者
は
､
何
れ
も

｢私
共
儀
は
何
れ
も
外
商
売
有
之
侠
得
共
'
差
引
難
儀
仕
侯
故
御

天
秤
倍
詣
仕
侠
｣
と
し
て
い
る

(｢天
秤
株
御
役
銀

一
件
｣
)

(39
C

r安
永
群
雲
類
典
｣
天
明
四
年
十
】
月
十
一
日
付
梅
屋
与
左
衛

一
四
五



本両替仲間天秤役金割合上納高内訳

史
料
館
研
究
紀
要

第

t
五
号

分担株数 天秤三十九挺分 . _済松寺鏡四挺分之内三挺分助と墜墾-1カ年役銀 1カ月分 1カ年分

1カ月分 .駿河町 三谷 三九郎 両7 丙 両歩 匁 両歩 匁 両歩 匁98 8-0 10.00

7-2 2.34 0-2 7.70p- 三井治郎右耳門 5 70 5-3 5.

00 5-1 8.10 0-1 11.93.木丙揮町 三谷由四郎 5 70

5-3 5.00 5-1 8.10 0-1 11.93本革昆町 三谷善次郎

■7 98 8-0 10.00 7-2 2.34 0-2 7.70駿

河町 三谷庄左ユ門 3 42 3-2 3-0 13.86 0-1 1.16駿河町 三谷 亭三郎 12 ■168 14.0 12-3 10.441 1-0 4.62

計39546両42両

｢天秤株御役鼓上納捜J(三井文庫所蔵 )より

一
四
六

円

｢両
替
屋
役
金
取
立
方
井
以
来
取
斗
方
之
儲
二
付
奉
伺
侯

書

付
｣
の
内
に
冥
加
金
免
除
の
こ
と
を
進
言
し
て
い
る
｡

(40
)

前
掲
書

コ
ニ
井
両
替
店
J
に
は
'
大
阪
両
替
商
は
こ
の
割
付
に

納
得
せ
ず
へ
役
金
上
納
は
行
な
わ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て

い
る

(同

書

1
八
九
頁
)｡
な
里
見
都
の
場
合
へ
｢後
藤
役
銀
1
件
｣
に
よ
る

と
'
こ
の
他
'
御
為
替
組
そ
の
他
の
諸
仲
間
諸
会
所

所
持
之
天
秤

に
も
1
挺
に
つ
き
二
両
宛
を
課
し
て
い
る
｡

(
41

)

天
明
二
年
九
月
'
呉
服
師
後
藤
縫
殿
助




